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;f1i 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ヴ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド ア 一

朝 日 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ ー

鴻 川 式 ス チ ー ル バ ー チ シ ヨ ン

濁 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並 ブ ロ ン ズ 1 - 7 ー及 メールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類
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1 < 枇 製 品 納 入

大阪 商 船株 式 含 祉

紳戸 ｗ ｉ￭ｾ待 合所

朝日建材株式合祉大阪支庖

大阪市東区高麗橋二丁目九番地( 高麗橋野村ヒ勺レ内)

電 話 北 濃 (23) 国 4714 ・4715 ・5227 (3)  

本 枇

工 場

東京市麹町w ; 丸ノ内二丁目二番地( 丸ノ内ピノレ内)

話 丸 ノ 内 (23) 679 ・876

東 京 市 域 東 軍 北 砂 町 三 丁 目 一 二 番 地

電電 話本所 ＨＷ Ｓｾ ＲＱＵＷ ・ Ｇ ＲＱＵＸ ・ ＲＱＵＹ

大阪支庄出張所 示日岡市東長洲八丁目六三番地

電 話 漏 岡 7 2  9  0 番

{ 名古屋市中! 瓦南大津町一丁目九ノ二( 共済ピノレ内)

出 張 所 ( 曾 話 申 2776 ・2777

{ 奉 天 市 千 代 旧 通 二 五 番 地

特 約 底 大 連 市 山 鯨 通 二 一 三 三 訪
，、、.
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( 絶 版)
関 東 震 火 災 視 察 記 定 債 350闇 ( 送料12)

震災直後本協合員の硯察報告集

( 絶 版 ) 住 宅 懸 賞 国 案 集 定 債 1. 00固 (主主料 10)

サンマ ーハウス、貸長屋の懸賞園祭集

( 絶 版)
婦 人 の 住 宅 失日 識 定 憤 1. 00固 ( 迭料10)

婦人に必要なる住宅の諸設を蒐集せるもの

( 絶 版) 皐 校 建 築 園 集 定 債 1. 00固 〈皇室料 18)

幼稚園、小墜 校より大接校に到る迄の諸種の

謬校{ f 網羅す

記 念 出 版

( 絶 版) 住 宅 園 案 集 定 債 1. 00固 (主主料10)

工費 2500 関以内建坪 30 坪以内の小住宅懸賞闘集

( 絶 版)
積 拳 校 建 築 園 集 定 債 1.00闇 (皇室料 12)

最近二三年間に竣工した大・中・小皐校建築

40 官会校{ f 斑めたもの

最 近 建 築 懸 賞 国 集 定 債 0.70園 〈 塗 料10)

昭和6 年霊行
東京守管室博物館・東京美術館・軍人舎} 館晋賞・日本

生命館等東洋趣味営基調とせる大建築 闘集

昭和6 年設行
世 界 最 近 建 築 国 集 定 債 0.50固 (主主料 8)

欧米尖端の新建築の馬真集

( 五 版)
市 街 地 建 築 物 法 令 定 債 0.50園 〈 迭 料 り

昭和 1 0年設行 六大都市施行細則其他閥係命令を蒐めにもの

記 念 出 版

昭和8年最行

大 阪 市 地 質 調 査 国 表 定 債 3.50固 (皇室料 12)

大阪の地質を 500 箇所に亘り調杏. しに闘表 ( 本協倉員に限り 3. 00閲)

記 念 出 版

昭和8 . 1手控行
績 住 宅 園 案 集 定 債 1.00固 く 送 料 10)

工費 2500 関以内建坪 30 坪以内の小住宅及同

上の事所国集

昭和 1 0年 設 行 都 市 武 装 促 進 委 員 曾 記 録

賞 費 1.60闘 〈主主料14)

都市防空に闘し演習部報告掲儒叡接菊遮倍蔽版報40告U燈頁火管

本協含員一慨に限り1 . 00

制報告等凡て1.%Jl立を以て 大間

日本建築協曾竣行大阪 1 靭日

銀替口座大阪 39975

責 捌 柳々堂書底

丸善本支底
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月 披

白 衣

地方計蓋に資して ・・・・一一・・・・ ・・ ・・・・吉 田 信 武 ( 1  )  

者15 市 と 交 遁 一 一 . . . . 一 一 一 一 一 一 森 忠 一 ( 6  )  

都 市 美 雑 戚 ・・ - 中 尾 保 ( 11 )  

度告術に現れTこ ネ オ シ サ イ y - 亀 井 幸 次 郎 ( 19 )  

「愛の設計園」の完成ま で .. . . 一・・・・・ ・新 名 種 夫 ( 40 )  

神戸市公曾堂建築設計懸 賞 競 技 賞 選 者 間 案・・

|園 際 新 建 築 |

効果ある土地匡壷整理( アメリカ) ・・

F.  H a  us s mann 陶磁器工場( ス イス) ・・

.  ( 55)  

.  ( 6 5 )  

.  ( 6 7 )  

合 報・・. . 一一 一 . . ... .• . .  . . 一・・・・・・・・・・・ ・・・( 69 )  

附録・各府牒改正市街地建築物法施行細則 〈北海溢鹿 ・答申見鹿〕



地 方 計
量主

主旦
U乙 資 し て

田 信武

純近、都市の健全なる有機的強展を期ぜんとする都市計聾と共 に、地方計重 なるものが

我闘に於ても盛に論ぜられるに至った。

" l nt ernati onal  gl ossary of  techni cal  terms  used  in Hous i ng and T o wn Pl ani ng"  

によれば、 所謂田園都市 ( gar den ci ty) とは a t own pl anned  for indust ry and healthy  

li vi ng ;  of a  si ze that mak es  possibl e  a  full  measure  of soci al  life， but  not  larger;  

surrounded  by  a  per manent  belt of rur al  land ;  the whol e of the  land bei ng in publ i c  

o wnershi p or hel d i n trust for the  communi t y. 所謂衛星都市 ( satellit e t own) とは江

t own that is physi cal l y seperat ed f r om a  larger  t own but  has c! ose relat ions  wi t h it ;  

the  satellit e  bei ng a  separate  entit y  and having  it own corporate lif e とある。即ち、

前者は能率的な工業 左衛生的な生活とを行ふため 、先づ永久に問闘を以て固携され . 社舎

生活ｾ充分に享受し得る に 足る大きを有し市も左程大なら今、 ｅ 土地金慢が綜合的 ｬ こ所有

叉は管理せられたる都市。後者は更に母市左或る種の密接なる闘係を有し而も濁立せる都

市を調ひ、共に. 過大都市によって護生する種々の悪弊を除去し、同時に人生を幸踊にせ

んがため、人口の地方分散集中を企てにものである。

地方言十重とは. 大都市の周圏に散在せる多数の大，J、自治簡は云ふ迄もなく、市街地Tこる

と農耕地Tこるを問は子、それ等が系統的な秩序正しき張主主のために、 あらゆる公共的改良

施設及び土地の利用に封する、同時的. 共同的、 綜合的計葺を樹立 し、従来の都市計霊に

於けるよりも更に大なる緒合的計葺の理論と賓際とを感用し賓施し、都部相互の特性を助

長せ しめ. 以て人類の健康、安全、 道徳 ‘ 秩序. 利便. 能率. 繁策及びI福利を増進せしめ

んとする計霊で. 今や、地方計壷なるものは都市計重の進むべき 結論 とまで考へられるに

至った。本文は L ohma nn 氏著 、都市計霊大意 、中の“ Rural pl anni ng" 、並に昨年 7

月16 日より同月 30日までロンドンに於て開催されたる、第 4 回都市計霊及び住宅問題国際

聯合舎議報告、中の "Pl anni ng Rural  Devel opment " 其の他を参考として、地方計壷に何

等かの責料を提供せんとするものである。

2  

都市計壷家が、母煙都市の膨脹褒展しつ h ある郊外、並に他の自治樟が漸次袈生生長し

つ〉ゐる地方にＮ従来都市に適用すべき理論と賓際とを臆用し賓現せしめにのは、蹴ｾミ各
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岡に於ては左程最近のこ E ではな L、。斯かる郊外及ぴ多数の自治憶を有する地方の褒展の

速度は非常に念速であり 、Il 全開として問題は非常に重大なる故. 我々は極めて憤震に、

郊外計j p，: の趣旨 の鮮しき腔用として地方計裂の こ とを考慮しなげればならな い。

都市計書 ［ とは地方百十寮との 主なる相異は 、 恐らく都市・ ｾｉ ・重に於 ては既建築 ｉ 瓦域の再建及

び再計撃であ り、地方計蜜に於ては多〈未建築区域に刷係し 、一都市草枕に限らする中心都

市を取り司告げる多数の自治開群の相閥的活動性に備へるにあると云ふ事賓であらう。

3  

居 k 従来偶程的に瑳展せる土地に生じ t: る種類の猷FFi に直面して 、ー地方計撃は地方的困

難の排除及びよ h よき 地方的官条件具備の完成に到す る限りなき機舎を都市計霊家に興へ .

斯かる限りなき機舎は地方計聾倉u迭に封する道を拓〈こと』となる。

地方計整は一大綜合的研究によって生まれるものであり、且大都市の種k なる形而下的

見地に封す る都市計蓑家の結論である 。地方計重樹立の際は. それが市民の同意を博し得

るものでなげ ればならねことは勿論で 、若し効果的に準備され殺到さ れ? こものなら 1; ( ，斯

かる計設は地方の殺展に闘して計り知れない恭仕をなす。

地方計撃の具儒的責施としては 、先つ' 幅員の大なる直接的な道路又は錯道等. 必要に感

じては例へば都市の混雑中心の周閣に大幹線を設〈ることを以て始められるが . 又. 全般

的な或は他の避り難い原閃による必要以上の高債なる出資. 例へば近隣町村に よって汚 械

せられに汚水を更め て浮化するに要する費用等を極力軒滅することを以て趣旨とレなりれ

ばならぬ。

地方計霊は叉河岸湖岸、共の他の景勝地を保存し、市民に興へられ1こる天然の費源を充

分に利用せしめ 、 都市の順調な好まし い生 長に封して Ｎ 共の住 人が 家底ｾ楽しむパ し共

成 に存在する自然物をよ《活用せねばならぬ。今日の混筒Lせる大都市をして明日の特殊な

都市群に取って代へる のが地;方計葺樹立の要ある所以である。

4  

斯〈の主nき計菱に就いての大都市のゆ心とすするー閣の地方は‘ 或は位置 により或は他

の事由 lこより 、根本的に襲化すべき草伎を有してゐるが 、中心者11市の影響を受 t るこr.土也、

例へば 1 日がげで容易に往復 し用件を果し得られr 而も如 何な る理由がゐク℃も母鰭都市

がこれを超えて讃張し得ないことが普通原則である。地方の直域には自治鰭群ーー守中心都

市の衛星一一一換言すれば 、互に併置されt: る町村. 即 ち母鰭都市に其の祉舎生活・祉曾施

設の供給をうりてゐる町村をも含むべきである。 これ等の小都市自身も亦相互に共通な相

閥的な利害閥係主問題とを有する傾向がある。

大都市を 中心とするー圏の地方の宇俸は各方面 によって呉る。例へば、 Ne w Ha ve' n  

"  2  



Norf ol k Va. のは 24粁. B.ost on， Bui hl o， St ， Loui s 81eavel and 及び Tol eda のは 82-粁

乃至40粁. Ne w Yor k  Ci t y のは64乃至72持. と共の中心より の宇径は異ってゐる 。 これ

等の外方土地は、普通φ 中心都市の小責商業によって蔽はれにるご七地の外国をあらはし.

叉地方百貨底に帳付とする顧客が佐む限界主 一致する。

業再かる，土地の面積も間接種 k 襲化してゐる。例へば、Cl uじago のは 20，00QL f 方粁. 1，0β 

Ang e b のは 10.，657 平方粁. Ne w Yor k のは 14，317 平方事'r， Ni agara .. Front i er のは

4，014 卒方粁、 Phi l adel phi a のは 10，000 卒方粁、 Sant a Bar bar a のは 7. 100 平方粁.

Washi ngt on のは 1，165 卒方粁' 1 ' めり、ドイツの Ruhr DasI n のは. 3τ838卒 ) j 粁でゐる。

A l fred.  Bet t man 氏は、現在都市の構築に試みてゐる所の都市問題及び都市利害闘係Q ) -

有機的性質の意識と同様. 大都市を中心とす るがー園地方に於げ る場合にも所謂地方意識

の構作の先づ必要であると云? ってゐるが. 同氏は絵りにも大なる土地の位入の中に、単位

が有する利害関係を横張するのは容易ならぎること〉感じてゐる 。

地方計董に於τ は、この種統合的研究の目的のため、大都市を中心とする一国の地方は

単なる政治I Di ' 衛生直・母島区 ・市直 ・村均年 ・ナ|‘ |医 ・郡医等に限る 必要はない白

大都市を中心とするー圏の地方の性質は . 大きさ・形態・自治樟数及ぴ地方政治草枕に

よってのみならす¥人口及び市区 ・郊外・農耕地の際表によって壁化する。 即 ち. 大都市

を中心とするー圏の地方は濁特の財政・経済・枇合・政治上の位置を? 有すること〉なし

この濁特の性質は大屠歴史的で あり . .1j: 民は一般に頑聞なるを通例とする が. 大都市を中

心与する 一国の地方は体統: f t ' 有する には飴りにも若過ぎ 、従って位民は察易 に新設会 j fi<げ

入れる可能性を富んて ゐる。 即時に必要とする 場合もあれ将来特定の重要なる時卸会で

必要 e l " ない場合がある 。

Regi on司I.Pl an of Ne w Y or k の詑によれば、都合よ〈設展せる地方は宛 も共の全 i印ー績を

最も有数に利用せる工場の如きものである。' - ' の精果、工場の通路拡貨物に妨げられるこ

となし工場の各部分は共の種々なる必要に感じて計聾されてゐる。工場と同様、 弁当官山ー

を中心をするー圏の地方は. 共の計葺がより議静的である競争すべきである。

大都市、を中心主する ー凶の地方は 、一面、 .; 胞の組、でが漸女大となり相重つ了亡しまふ所の

種 k の大きさと形態とを有する細胞の網枇組織にも替へることが出来る。

5  

大都市{ e，! p 心とする ー闘の地方内に存する 都市眠来の擁彊或は新向治盟の瑳展: f t ' 計議す

る，前に. 先づ斯 くとも地方の人 口の将来の配布程度をづ象める慨してお力' ねiまなら ω。従来

地方計蓋の一般的傾向は倒人の地慣を高めること lこよ って得 られる矛| 出の地進のみをT 闘り

住人の一般的繭利に闘しては徐 b注意を梯はれてゐなかっ7こが、 ζ の劉に就き、都市計翠:

家 Thomas Ada ms 氏の言によれば、人口集中セ能儀芯 <.t o_ゃう i;' 地方護展は地{i
1
( の

3
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引上には奴果があるけ ti ども、人間の繭利を害し鞄済的に 6健全ではない。結局 、密集稜

展は土地所有者の利径にもならないと述べてゐる。

人口配布の原則には 、過去に於けるが如き人口集中の永績と、分敗及び再集中の過程に

よる回園地方への 人口再分布のこがある。時期の経過と共 に際限なく讃張し 、混雑 による

弊害が主主 k 大となり行〈聞定的都市と . 完全に濁立せる 小都心を有し、外見のよい内部配

置が備 b 、其の外部方面との秩序疋しい闘係を保る数多の小都市との何れがよいであらう

か ?

現在、分散的影響の観念は後者が絶劃的に勝利を得るであらうことを物語ってゐる o

Ne w Yor k C it y に闘する研究によれば、製造工業は既に都市中心部に共の存在の場所佐

保有すること困難で、却って郊外に押し出されてゐる傾向がある。製造工業の第一人者、

例へば Henr y For d 氏も 工場の分散を主張 し. 而も職工住宅が共の附近に集中せるこ左

右? 望んで‘ ゐる。因に 、大都市郊外の生長の加速度は頗 る大で . 例へば Ne w Yor k 市の人

口増加1率は 24.2. % 其の郊外のそれは日7. 4%. 最近10年間の Bost on 市のは 4. 8. %郊外の

は 25. 2. %. P hil adel phi a 市のは 7% 郊外のは 4 2 %. Cl eavel and 市のは 1 2 %郊外のは

118% となってゐる。

地方分散問題に大なる闘係ある交通費は通勤者の通勤距離に基くものであり. 長時間の

衆車による 疲努 と交通貨の料減方法は家庭を工場の附近に建設するか逆 に工場金家庭の附

近に慣らすかの他塗なきことを心得ておかねばならぬ。工場の附近へ勤労者を紹致するこ

e  ｾ［ｌ地方 計登家の手により Ｎ食料品を自給自足し 且母 市と或る 種の闘係 を有する衛星都

市を多数配するこ主によって始めて完成さ れる 。斯かる市町村は其の地方を貫〈大幹続道

路に沿って稜展ーする のが最 も普通である。衛生都市が母市朗近ければ近い程大都市のこ，れ

に作用する索引力は強〈なり. 濯げれば遠い程小となる。この理論より、衛星が都心より

離れた位置にあればある丈、これ等の人口中心は より完全により猫立的に施設されねばな

らぬこと〉なる。

然らぱ 、地方計霊がも っ斯〈 の如き多数の目的を如何にして完成することが出来るであ

らうか? 第ーに、樺戚者及び豊かなる財政を有する地方計霊協舎を設立しなければなら

ない。第二 に、本協舎は調査・研究・計霊 に遁準しなければならない 。第二に . 数多の自

治鵠並に地方の活動的利害関係を考察せる計霊を樹立しなければならない。

6  

第 4 回都市計霊及び住宅問題国際聯合合議に於ては、地方計霊に闘する討議事項要項と

して芸大の如 き各項目が喜界げられ てゐる 。 ( 本項の課出に嘗って大阪府土木部都市計釜採員・津国文

平氏の助力を負ひし穀砂 くない深謝する 次 第である つ〉

竹 田 園 都 市 と 用 途 地 域 制

間関習を展に積磁的計芸撃を奨附するには何をなさねばな らぬ ?
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計壷中の都市第一義主義的概念を? 周囲計壷より排除するには如何なる方法を以てするが

遁富なりや?

形而下的計董に経済的計霊・政治的計壷及び批舎的計壷舎も附加すべきや?

土地所有及び農業経替に於げる障害を是正する方法ありや?

2 )  村落授展

(  1  )  村落の特長を保存するにめに左るべき階梯如何? 特に建築の盛に行はる〉場合

に於ては如何?

( イ〉 新工業の開始さるペき場所如何?

( ロ〉 新建築物が普通に増加すべき場所如何?

( 2 )  商業中心部を村落内に蛮展せしむべきや? 然りとすれば如何なる方法によりこ

れを完成すべきや?

(  3 )  農業以外の村落工業共の他の経済的復興方法可能なりや? 然りとすれば計章者

はこの復興援助を如何なる方法を以てすべきや?

3 )  社禽施設

(  1  )  村落農場に到する 電力供給の急: 途方法如何?

( 2 )  農業用小道路の必要ありや? 然りとすれば其の敷設方法如何? 豊場に蓮絡

する自動車交通を禁止すべき要ありや?

( 3  )  如何なる種類の給水を設備すべきや? これを農場及び建築物に設備する要あ

りや? 分散農場への配水設備費出所如何?

( 4 )  下水底分に劃する設備法如 何 ? 肥料の遁嘗なる配分ありや? 然ちするとすれ

ば其の効果利用を確賓ならしなる方策如何?

4 )  行政問題

(  1 )  田園計聾を賓施するには中央政府・大地方官臆・，J、地方官躍の ι何れによりて行は

るべきや?

(  2 )  大地方計霊ｾ中央政府にて執行し其の地域の細部計霊を地方官聴に於て賓指する

方法を誼営とするや? 然 b とすれば大地方計董は小地方計聾に先立ちて賓施すべきや?

( 3  ) 該計壷の賓施きるる場合中央政府の監' 俸を受〈ぺきや? 将叉地方官臆の監併を

受〈ベきや?

5) 公 園

(  1  )  回圏直域内に於ては公園の設置を必要とするや?

(  2  )  如何なる範園迄田園計壷は戸外慰祭場ぞ都市居住者のため設備すべきや?

( 3 )  村落は如何なる種類の運動場設備を必要とするや?

( 4 )  園立公園叉は保留地はこれを必要とするや? 然りとすれば農業上の利益は如何

にしてこれを保持すべきや?

(  5  )  公衆が自由空地並に森林等 に接近する の自由機ありや ?

6  11 
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L .  交 通

森 忠

洋の東西陸の新奮を問はす' 近来人口の急: 激なる都市集中即都市そのもの〉異常なる膨E長

に伴ひ都市の交通が今 日の都市計輩の最 も重要なプログラム の一つであ ると云へるが、こ

〉では一般都市交通問題の統計事的数字や乃至は歴史的見地に依る研究をするのではな{

我商工図の都合の一例として大阪市の交通の現妖とその特殊・性や 、その施設、並に取締り

等 に附する賓際的な所感の一、ごを述べるに過ぎない事を先お断りして置こう。

木造の卒家と餓筋コンクリ ー トの高居建築が隣り 合ふ如〈道路に於ても所謂二十四聞の

大通 りより 一歩入れば 自動車一議の通行すら困難なる横路多〈共に共の懸隔甚忙しし良

さ中聞を構成すべきもの無い事を特徴主する。而し狭い道路は我が都市に限ら? アフビヤ

｜① 円 ｊ ピ ｾ ｾ ＢＭ
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人の都市や、中世紀に祭 えし西駄の都市にも其の多〈 の例を見る自分には所調二十四間道

路が珍らしい。開設早 k とは云へ周囲に建つ土に喰ひ付い fこやう な木造の家並とコンクリ

ート の堂 "d こる都市の幹線道路 との劉照が極めて度ぎつ 〈見 える。

こ〉に大都市の幹線遥路として現存せる 三つの型 E ァつのプ ローゼを掲げや う。

1 はシャンゼリゼー型 とも 云ふべ きも ので極めて廃 い歩道 にその重黙を置きそこ lこ並木

は勿論休息、の ための精子 . ベンチの類. 散歩者に便利な新聞雑誌、タパコを寅るキオスク

等が所々のカフエ ーのテラスと相まって都市景観にー稀の エユアンスを興へる。街路上の

生活を紫しみ得る巴里人にはこの型が好まれる 。

11 はウンターデンリンデン型で上り下りの車道をｾｾｩｊする幅の庚い〔中間遊歩地〕を

設りそこに並木‘ ベンチ及び砂場等の施設ありて一種の小公闘の観をなす。ベルリンの如

きプロック割の比較的大なる都市ではこの中間帯の利用も( そのために人 k は車道を横断

する嫌ひがあるカリ相営効果がある。

111 は我が御堂筋型である. 緩行車道と 会:行車道 を数メ ート ルの幅を有する中間帯で

判然と 区別して腐る。

特 に緩行車が一般交通を j昆i屯1: らしめる今日の我が都市ではか〉る施設が重要澗きる〉

は営然の事であらう 。

この型 III に於て緩急: 行車道の直別する 巾数メ ート ルの中間地帯に、地下織の出入口を

開〈 口 このために地下鎮の乗降者と草と の卒商交叉 となり . 叉将来の車道の新張を困難な

らしめる重大な灘黙を有する事は誰しも気付〈事ではなか らうか。叉地下道のある場所は

j J i J として路面上に明快な慌断歩道の施設不備の篤横断者は極度の危険に曝される。

容を乗せに自動車は恰もヒッ トラ ー自慢の自動車道路やムツソ リ{ ニ 得意の自動車専用

道路上であるかの様にスピ戸ドが速い。

こ、に 111 型の代りに ll l l 型 を提案 しゃう 。

今日の我が都市の交通機関程その型態放に運動の仕方に於て多種多様なるものは他にそ

の類を見ないであちラ。路面上のみにしても手ー押革、自陣車、三輪車、人力車. ノj 、車 、大

草 . 荷馬車 . 荷牛車 、自動自持率、自動三輪車、自動車. 電車. 等が め り即小は乳児草 よ

t  o大は郊外 を走るやうなボ{ ギ式の市内電車、遅きは荷車の入と牛の歩みより蓮きは私: 合

拾っ 1こ:タクシーに至るまで 、型の大小 . 速さ の按急: の南極端の開きが大 きく而もその中聞

に種々雑多の段階の車馬の存在する事は交通機関相互の能率を極度に低下せしめ、同滑 な

る交通を阻止すると同時に多〈 の危険診伴ふものである 。

C  1 頭の馬が1000馬力の動力を止める 〕なる槙題のもとに 一葺の荷馬車の横断のため多数

の自動車、電車. が立往生せる挿紛がル. コルビユジヱの著書〔都市計書 〕の中に あった

様に記憶するが. 不幸に 6我が都市では馬車の代り に貨物 を満載せる肩挽車 . 自陣車 、或
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は三輪車( 入力に依る) の闘を掲げなげればならぬであらう。

こ〉に三通の普通自動車運縛菟許詮がある 。何れも同一名義人であるが、交付年月とそ

の場所を異にす 。

昭和 8 年( 1933) 3 月14日 巴里警視鹿 交付苓醍 862554 競

1/ 8 年( 1934) 9 月 7 日 ロンドンカウンチ{ ホール ν  640029 銃

fノ 10 年( 1935) 4 月 初 日 大 庇 府 1/ 8871 観

この菟許霞の護行希肢とその自動車教との聞に何の闘係あるかは別問題として少〈とも

自分にはこの桁建ひなる蒋蹴の開きが示す如〈に外闘の都市で自動車が多数でありその使

用が一般化して居ると云ひ得るであらう。

幸か不幸か我が都市では自動車 . 特に自家用少な〈 外閣の如〈に自動車通行それ自慣は

勿論そのパ { キングや車庫が都市交通の切賓な問題となって居な L、。唯比較的多いタクシ

ーの〔流 し〕を禁す' る 1: めのタクシ ー駐車場施設等が営面の問題であらう 。我がタクシー

は欧米の自家用車の女f1 ¥毎年新型を採用すること。 運時手の卒均年齢が恐らく世界中で最

も若いと思はれること。外岡では犬か、乗客のトランクを積む席に助手と稿するものが同

乗し恰好の良〈ない客百 !と 些細な草の事故に大喧嘩をする事以外に大じ1: 曲のないこと。

客を拾っ? こ車の速さは世界記鋒であり、無暴にも電車の右側を平気で追ひ越すことを特徴

とす。此の最後の里占に闘しては営局の厳重な取締り lま勿論細心なる乗客側よりも充分コン

トロー ルすべき 事を記して先へ進まう。

自輔車が都舎を? 聞はす・我閣にては簡便なる交通機闘として重大なる役割をなして居る、

恰も地中海沿岸の荒漢にる 山地闘ギリシヤ、 や、イ スパニヤに見る磁馬の演中る ぞれの在日

〈に。

西駄にてはデンマルクや. オランダが自縛車関とじては既にクラシックに属すると云へ

やう。

次にオランダの自持率と. 我が自縛車とはその使用の仕方に於て如何に異なるかを少し

詳細にながめ て見ゃ う。

アムステルダムの自聴率がまっすぐ に略似寄っ Tこ速さで走る が、大阪の白鞘E主力; 極めて

まちまちの速さで、而も蛇行するのは何散であらうか。 自持率の構造そのものには何の相

違もないのみなら今、ロッテルダムに於てはメイド . イン. ニッポンのマークを打つに多

数の自持率が僅少のフロリン貨と交換さる今日であるのに。

アムステルダムの自持率には荷喜- がな い。この慰が問題を解〈 鍵 ではなからうか。この

荷援を持? こない震にオランダの自持率では大韓に於て速さが一定で、たとひ〔遁越〕の場

合 にも大きな荷物ないために草 稿一定で且 つ他に〔遁越〕すべきより経行箪カｾ｟￧ いために

真直ぐに進む事が出来る。此れに反して我都市では荷車. 三輪車 (λ カ入 荷物を積む自

縛革 、荷物のない自轄車の順 に〔遁越〕しが起り最後のもの は市電の軌道上に乗り出す場

IJ 8  



ゆが多い。叉互に積む荷物の大小によりて車幅が異り 、?こめにジツグ、ザ ツグな 歩みをし

なければならん o 才ランダにては卒日は遁勤‘ 休日 は郊外へのピクェツク用であり 、我閣

に於ける場合と根本的にその用途を異にする。

即ち アムステルダムにありでは自縛車は足の代用であり、将来はツウりスムの自動車に

北すべき性質のものであり大阪に於ては自縛車は二つの輸の付レ? こ天秤棒であり次第に其

の輸の散を増し て三輪車、四輪車、即将来は貨物自動車となるべき運命にある。

以上にふりて自持率が他の交通を阻止するのはその数の多い事よりもー居過大なる荷物

を積む事に基因 する事を知つに。この見地より自縛率の洪水に最もひど〈悩u 我 が 大 阪 (

例へば堺筋) ではその積荷の制限をすべきである。交通取締規則には自縛車の積荷の最大

限を幅50糎、長さ 60糎. 高きは地上よ 9 150 糎と規定しであるのTごから、これを働行すべ

きではなからうか、少〈とも自縛車交通の最も頻繁な道路上に於ては。

ヨたに動〈自縛車から庖頭に置かれて居るもの tこ闘を轄じゃう。

車道歩道の別なき道路叉は折角の歩道に極めて雑然と置かれに多数の自縛車のあること

は我が特有の筒上風景である。このにめ元 k 庚〈ない道が恐るべく狭いものとなり大いに

都市交通を問害することは論含まにす。欧米の都市が今日悩める自持率のバ ーキシグ問題

は我 k にあっては自縛車に就いてである o 自特車の筒四位なる放置は箪に交通上 より のみな

らする都市美観上より切に憂慮さるべきではなからうか。都市美を害ふものと して常に槍玉

に著書る電柱や、庚告塔よりも脚下に取筒Lされに塵箱や自特車がー居醜い場合がある。

この自縛車の置壌に付いては都市生活を劃照 とす る我々建築家の閥心すべき一項ではな

からうか。

産業道路とか軍用道路上てはいぎ知らす・市内道路にありでは歩行者の保安が第一義的に

縛 憂 さるべきものである。

〔人は人道 、車は車道〕の標語は立派であるが歩道を有する道路は都市全信の道路に比

して極めて僅かである。歩道のなき市中の狭い道路を通る歩行者程みじめなものはない。

荷造場の如〈 山と積まれ仁木箱. 自陣草. 三輪車の雑然? こる聞を縫ひっ、前後からせまる

自動車におびえ て、ジツグザツグと騎馬の歩みを事ばねばならぬ 。折角の歩道上でもやは

り自縛車. 芥箱及建看板が林立し . しばしば歩行者の行手をはばむ o 道路の不法なる占有

の取締りは到底規則遇制こ行かないが . 狭い道路の半分近〈を占有する交番所の立退きか

ら先づ初めるべきであらう 。交叉鮎も叉歩行者を苦 しめる 。最近改設せられに交叉黙は極

めて廃大な八角形をなして居る。共の? こめ lこ横断歩道の長い所では靴をは いに 男足でも信

蹴 中に 彼岸~渡り着〈のが容易な業ではない。歩行者は此の長い横断歩道に自分主主のため

の避難地帯さへ見出さす叉草の? こめの所謂〔廻縛交通〕の設備もないのに策付〈であらう。

周囲に極めて低い家を廻らし何の設備のないこの大事い交叉黙に於て唯屑卒的に延ぴ行
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〈大大阪市の縮圃を見る感じがするであらう 。此の交叉黙の大 きさに感しいものとしては

ポギ { 式の電車 と雷の主nき交通巡奈の メガホンの聾 主しかない事に気付〈であらう。

現在では交通信競や交通巡奈の居る交叉黙にのみ鋲 if 打つに横断歩道及其の棋識の明示

あるも歩行者にとって本賞に必要なのは交通信蹴や交通巡脊の居ない場所である。交通規

則では所謂 C優先交通〕として横断道路上の歩行者に優先mfif 認めて居るが肝心の横断歩

道の設備と其の明示のないことが賓に遺憾である。

将来我が都市も自動車散の地加によりますます歩行者の生命がおびやかされる〉に鑑み

車じ劃して所謂治外法権地帯主も稿すべき横断歩道が設置され歩行者の優先樺がより傘重

守られなりればならぬ。即車は横断道路の前にては徐行 し芳 しそこに 一人の歩行者あ石場

合 にも かならす・停車しなげればならぬ。その通り 歩行者には横断歩道外の歩行を禁じられ

て居る。前者が厳守さる場合には必然的に後者が遜奉せられるのであるから安通整理の行

はれざ る場所八の横断歩道の施設主そ の明示が先決問題であるこ とをこ〉に繰り 返へきう

最後 に詳細にわ? こること をこ、て" . 1 トめて我が都市の交通の錯雑にして不統ーなるは如何

なる理由に依 るかに一寸踊れて見ゃう。これは古来我が固には きはめて 強い家族生活ある

も共同的乃至は公共的 な都市生活が管まれないことが大なる原 因ではなからうか。即都市

の形態 より見て極めて1:: - . ; つ腕いことが今日 の問題である 〔公共企業 J を困難? こらしめて

居る。

都市の衛生設備や美観についても同断である。現代の欧米に於りる所謂大都市主義は脱

皮に環達せる都市機構の都心よりへ郊外の横縦であるが我が都市では其の内容の充賓を見

令してい? こづらに膨脹する のである o 此の ことが愈 k 都市の近代化と矛盾をきにし都市生

活を極めて不便な 、不愉快な而も 高{ 貨なものとする のではなから うか。

交通機羽〔主 として車並に道路〕その もの、強遠の涯 〈れに理由として、我々 の祖 先が

動物力の充令 なる使月j if ｾ［ｉｉ らなかっ ＱＺ 事をこ〉に附 言 巴し や号。
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都 市

「川と川と の中之島. 大江の橋

や淀屋橋、中にまモゆる高殿は. 日

本銀行支J主なり …… ・・・・・」は一柳

先生の{ 乍になる明治三十六年第 五

同内閣勧業博覧舎蛍時の大阪を表

徴し? こ:訟であっ? こ。

日本銀行の前伝通る毎にこ のJlfI :

を思ひ向す。 あの小つぽげな日 本

銀行は営時の大阪にとっては大医

美 雑 威

イ呆)毛

高楼 ｲｾ つにの ｲｾ 。 それから思ふと

今 日の稜展』辰りは文字通り驚嘆に値するも のがある。

小星第校の教科書 に載ってゐる大阪の鳥雌闘も十年毎に取替八ねば生徒にウソを教へる事

になるといふ話である。

帝都東京 lこし、? こっては大震災後すっかりその容姿が鑓り欧米先進闘の大都市左肩を並ぺ

て政てヒケを? とらぬまでに進んで来Tこ。しかしこう云つに言葉の削るのも感想の湾〈のも

仁三過去を知ってゐるからのことで本営の都市建設はこれからである。この際肱米の都市

を充分研究し吟味して将来に備へることこそ肝要であり念: 務でも あ るo 1こ三注意すべきは

現在の駄米都市の;模倣であって はならぬ。数百年も費して出来た外国の諸都市は近代文化

を入れる用意に快〈るところあっ7こにめ少 k 行き詰つに形である。これ等の模倣でなく一

歩も二歩も進んにものにすべきで ある。幸にして日本の諸都市はバ ラックである 1=めこれ

からの建設にも改装にも好都合である 。 こ、に断片的ながら紙面を拝借して感想、の一端を

記すことを光祭とする。

都 市 計 量 の 再 吟 味

およそ世の中にムヅかしい事は多 k あるが都市計董もまさにその最1こるもの〉一つであ

らう。政治 、経済を度外硯すれば或は簡単になるかも知れないが賓際』昨夏草色極 るものであ

るがため、これを計聾するには弘法大師のやうな 人の現れぎる限りあら ゆる方面の綜合知

識を必要とするにめ専門家主? 網羅する一大ブレーント ラス トによって進めねばならぬ D し

かも現時を封構としての計霊でな〈 両年の大計否二百年三百年の大計でなりればならぬ。

( 数千年後のことは考へぬ方がよいカリ 一一

しかして事賓現在の日本に於てそ の通りであっか極めて怪 しいもの〉如〈思はれる 。第

一都市を知らぬ都市計董委員などあってはならぬ。頭の後れに政治家や事無かれ主義の役

t
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水の巴里・ロイヤ J J... 橋

人主主であってはならぬ。三百年前ワシントンはそれであつに。都市計聾を悌人マジヨル

ランファンに委蝿したところ彼は心血を注いでやっとプランを作製 し? こが時の潟政者に一

人 E してランファンのプ ランに理解を持つものな< i こんな馬鹿な大きなものでな〈もっ

と賓際的なものに縮めてくれ」といっ? こところランファンは「これはベス トプランである

これ以上のことは自分には出来ぬから他の人に依頼せよ」と云って断った。そして他に小

さなプランを作製しそれによって賓施しにが三百年後の今日ワシントンは途に行き詰り何

うにもならぬところから ラン ファンのプ ランを探し出して開いて見? こが始めて彼の意のゐ

るところが解ったが今更何うにもならぬのでせめてもにと ランフ ァ ンの銅像を建設しにと

いふ滑稽な笑へない話がある。

日本の都市は撃にしてまピ成長の途中にある小供であるから今の中なら何うにでもなる

のにか ら此際再目今味を試みることを切望 して 11てまぬ。

都 市 美

都市を構成する諸機闘が充分にその機能を殻揮 し得るやう に計聾されるところに都市美

の根本義が存するものと思ふ。 r美を愛するは入閣の本能? ご」とは ラスキン一人 の言葉で

水の巴里 ・ロイヤ J J... 橋

1112 



水の巴里 - コンコ 11.- ド橋

はな〈凡そ生めるも の 〉すべてが美を愛する本能を有って ゐ るらしい。本能1: る以上我 k

の生活から美を引き去っ 1 は生存が出来ない。我 々は眼を集まさねばならぬ。 悶舎の人は

自然の景色を満喫することが出来るが者1I 舎の人は人 工物を美 の封捕とせねばならぬ。そこ

に都市美 の 必然性を痛感する。公園Ｎ良資場 Ｎ 街路樹 、 河 川Ｎ 橋 梁 、建築物等から ｈ ｉ ｾ の 保養

を言十らねぽならぬ。都 市美 は都市計ー霊の上に重要な役目を有っ こいれ、ふまでもない所以

である 。

美観地匿と風致地匡

美観地区や風致地匿を設けることは確に良いことではあるがた V 問苗は美観とか風致と

かと いふことは主観的のも のであるからこれを客観的に移すには各主観の長大公約数を採

ることは便利である。

そこでコムミッ シヨン制度が必要となって〈る 。 美 に1討する専門家でない政治家や警 察

官fごりの頭でこれは美 であるとか無いと かを決定することは嘗を得 fこことではなし、。建築

家 . 事 術 家、科撃者等の 中から 多〈 の コムミ ツテ ィ - {f 選問して美的債値を審事する機闘

巴里 ・遠〈見ゆるは卜ロカデロ

.1 3  11 
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，1、

水都・ペニス Ct e l:!: パラツツ オ ・デユカーノι ・i E商に立つ二本のピラ ーは M

とさと. ぃ、苦手ではな いかーサ ン7 " コの瓜2場の方を見た風景〉

水書F ・パニス 〈サ Y ' " ノレコ のl氏揚一定上はサ Y 9I 7 ] ) アデラサ日ユ ート 〉

11 14 

ｾ設げることは嘗然であらう 。

美 に規準の ない以 上これでも不

合担! ! な貼も あ らうが要は? こ Y そ

の コムミツティーになる人の選

び方一つで あ る。 その没 で 人 k

lま先づ得心する であらう 。 める

海水浴場から一切赤色を 禁 する

とか 、 あ る町には 赤 と育 との コ

ント ラストが風儀 を飢すから 許

可せ ぬとか 、 ネオンランプはj武

教 上よ ろ し〈ないとか甚fごしき

はネ オンランフ. は火災 のお それ

があ るか ら 禁す・ると か いふ0 0

がゐ ? ことい ふ。 中 製 校で ガイ ソ

ｾ＠ )1- 管の貰験 の 日に献席した人

としか思 へぬ。塁皐裂識 は1おおb該‘ ろか?

識 に すら祇け て ゐる この種 の 人

々の主観に美翻の審守ヂ有+雫Hを? 任す こ

とは危険で dあbる。外闇で lは主早 〈

か らコム ミツ シヨン制度をを? 行つ

でゐ る3

贋告物と電線

都 市美 を破 壊する主なるも の

は庚告物と 電 棋 とで あら う。日

本 の都 市 殊に大阪 でさ う思ふが

成背物が虞せまきまで に闘 k し

〈街 頭に の さば っ て ゐるが これ

こそ風 致 を 害 す る 最 も 甚fごしき

もので あ ら う 。 ま る で 厨告物 の

中に大阪 市が存在す るの観 が あ

る。庚告物 必十 しも 悪 いと は云

はぬ。 位置と 大 きとそ の意匠の

JiI : しきを得 れば却って装飾にも



なり 美 し〈も見える 。庚背的f質

f直は翠に大 きによると心得ては

誤りである。理髪底や タバ コ犀

は小さ な看 板でありな がら よく

遠 〈までそ の存在 を見せて ゐる

ではなし、か。庚告の大を争ふこ

とは金 〈無意味で あ る。蹟背塔

や建築物に附げる庚告の意匠は

前症の美観審査委員舎をパスし

にも のでな ければ許可せ ぬやう

にすべき であ る。ル ネツサンス

建築は彫刻物 のペデスタルに終

った如〈 近代建築が庚告物のベ

デス タル lこなら ぬ防止策を講寸F

る要があらう。十日戎の吉兆に

までソ ースやお菓子の庚告 をプ

ラ下げる人達の頭には壁画や空

間に庚告せぬのは間違ひTごと心

得てゐるの fごから? こまらない ，

震昔物 と同時に 町の美 営破壊

するも のは鈎l妹の巣の如〈 張ら

れた電線や その聞の電柱の類で

ある。 !とむを得ないこと ながら

占11美の強敵である 。 これは地主主

の闘係 などで地下!:J H設は或は工

授の閥係上困難かも知れぬが大

し1= ことでもなささうに 考へ ら

れる Ｎ 何 と かしてほしいも の ｲｾＧ 。

不調和が調和

「調和」とい ふ こと をよ〈云ひ

たが る人 があ る。 成程物 lこは調

和といふことがある。よい 言葉

である D 穏営に聞 え如 何にも そ

巴霊・エトアー J l-

巴里 - オペラの訪

巴 呈

15
11 



巴里 ・コンコルドの康増

巴里 シャンゼ 1) ゼー

三月堂もよし・例である。

松の樹は鍛1 l J i混凝土迭に不調

和? ごと唱へfこ人がめつに。松林

の公闘の中には木浩の観音治(

? ) でなりれば許されぬなどと

いふ滑稽な話も出る 。洋服を着

1: 人が松の樹の根本へ行〈と不

調 和fごと考へるところに錯覚が

ある。神社とか宗教的建築とか

11 r:6  

の人が思慮分別が あり さうに見

える。げ れども その種の 人の不

調 和? ごと思って居たことが調和

であってみたりする。

或建物が) J ，. ネツガンス? ごから

その近所の橋もルネッサンスに

せなげれば調和せぬ k 考へるこ

とが間違 ひで あ る。それでは世

の進歩 といふものはない。橋に

調和する? こめに その近所の建物 は ) L ネツサンスその

隣りもルネッサンスその叉隣りもルネッサンスでな

げれば調和を扶〈といふ理になる。これ等 は十六世

紀の夢を見てゐる人達である u 二重 橋は宮披に調和

せぬ主いふ人は恐らくなからう 。二重橋は営時の最

もモダ ーンな西洋式であっ 1:事 に気づいてほしい。

ロンドシ- ウエストミシスターアペー附近

水のロンドン



は日IJ として現代治る建築物で現

代 人が使用す る ものなら何慮に

建て〉も現代 日本式でちゃんと

調 仰する・新しし、建築と古い様式

の建築とが軒を長べても決して

不調和でなし、。 中之烏や丸の内

営安から見七時一つのマツスと

しての美を見せてゐる。そのマ

ツスの中 lこし、ろいろの建築があ

るので商白し、。古し、都市が時代

と共に移り襲って行〈姿こそ本

堂の調和であり躍進 日本の姿で

ある。近時ベルリ ンやパリで見

る例であるが一つの古い建物が

一階. 二階と新しい様式に改装

されて行〈 のがある。彼等は必

要に迫って改装するの? ごから一

向に不調和でない のが見ればよ

〈解る。

誤まれる 日本趣味と

異の日本精神

い〈ら云つでも解らない人に

は解らぬと見えていまピに誤っ

た日本趣味や東洋趣味を信何し

てゐる信者のあるのには驚 〈。

而もこの極の 人が多〈支配階級

に居るのには呆れぎるを得ない

支配階級なるがTこめにそれが建

築美や都市美の上に何れ程害悲

を流すか知れな い。 i メー ト;1.-

では 日本精紳が出なし、。矢張り

尺、聞でなけ ればならぬ」と考

へてゐる人種である 。軍艦の大

砲 も兵隊の銃 もメートルで測定

ローマ チベル河 - 議〈見ゆるドーム1まサンピエトロ右lまサンアンゼロ城

J!- ーインのローマ- コロセアム附近

ローマ・サシピエトロから
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しては日本魂に影響するとでもいふのであらうか。奮日本文化の一時代の形態を移すこと

を日本趣味と心得そこに日本精神が存すると解樺してゐるところに誤認があり錯覚があ

る。日本精神は過去の一時代の形態ではな 〈常に一定不易の ものであることを忘れてはな

らぬ。チヨン揺を結ったり持ｾ 着 る「形 ｊｲ ごと 誤 解しで はならぬ。形 態は時代と共に移り費

って行〈ものであり日本精紳は寓古不易のものであることを知ってほしいものに。日本人

は何時の時代においても外国文化を阻鴨して日本調特の文化を築き上げて来? こ吾等の先輩

はえらいものTごった。今や西洋文化を消化していよいよ新しい日本文化を作るべき時代に

到達してゐる。 そして逆に世界をリ ードせんとする曙光さへ見え て来 ? こではないか。現代

日本文化の形態は新興撞進日本の形態でなりればならぬ。建築物の上に観音堂のやうなお

城のやうなものを着つけると懸賞募集に営濯するやうでは困りものに。それが良いのにと

信じ てゐる心が情げ ない。過 日新京でロ ータリーク ラブの招宴を受げ「新京の建築を評せ

よ」とのことであっTこが無遠慮 に私心な〈新京の建築物を罵倒し? こがそれが却って噛釆を

拍しにのを 喜んでおる 。事賞満洲閤都 新京の建築物のすべ てと はいはぬが その大部分は「何

彼につりでの錯畳見本集」であることが遺憾であるがこの種の好誼例の一つであらう 。

都市の緑化と水

最後に緑化の ことを御願ひして置 < 0  r田舎の人にはも少し赤色を見せねばな らぬと同

時に都人 tこはもっともっと緑色に接せしめよ J ￨ｾ 軍事界でも高唱してゐるがその黙大阪の

如きは益々緑化の必要 を痛感する 。

然裁を唯一の庭園 とする = ユ ーヨー クの高層アパ ートメントに住んでゐる人達には同情

する が. パリ やベル リン の町 k が樹木に 恵まれてゐるのは羨まし いo マロニ エの花咲〈頃

は巴里会憶が公園のやうな祭がする 。ウイ ンタ ーデンリンデンを散歩すると ベルリン全 慣

が街路樹に包まれてゐる やう に思はれる。東京は大阪に比べると 絵宿縁色に葱まれではゐ

るが大阪も煤煙防止と線化運動は急: 務の一つであらう 。

線化と同時に河川 の7 k をもっと清潔に出来ぬものであ らうか。 これは下水道や汚物慮理

主いふ根本問題に閥れることでもあらうが隅田川のボート レ ースといへばＷｽＨ の臭気ｾ 聯 想

するしド ブのや うな道頓城川に ボー トを 浮べて赤 い灯青い灯を紫しんでゐる人々をみると

気の毒になる。セ ーヌ 河でもテ ーム ス河でもがi麗r: から策持ちが よし、。ダ ムカ旬、よいよ失

敗らしい大阪も何とか次の策そ案出せなりればなるまい。何にしても 日本の各都市を 州来

るTごり美しくするには建築家が その中 心となって野力 せねば な らぬこ とは自 明である 。一

Ci侵言多謝)
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度 告 術 11と 現 は れ た ネ オ ン サ イ ン

1  まへ おき

2  究開 ｈ によ る 東西盛場ｾ限

イ ・ 銀 座の夜 と 電飢i

ロ ー心、1寄橋筋の “ ひ とで" と H

1  . ま へ お き

亀 井 幸 衣 郎

3  ネオン 庚 告 の 調 査

4 採 集 せ る ネ オ ンサ イ ン

5  色 の'i¥¥t照 の 性 質 とネオン の配 色 。

近来者11市美 と云ふ ことが屡々輿論を刺*安 し且つ都市計董上重要な問題として、闘係各ブ3

I古ーの腕婚を? 集め. 之れが劉策の一日も忽せに出来な いこと が一般に理解され、それが勝て

美観地匿の指定と云ふことになっに のは . 時代の進展と共に文化のレベルが高まりつ〉め

ることを立持するも ので、拘に 喜ぶべ き現象で あ ると思ふ コ之れは 同時に、建築物の賓際

的 統 制 を 計 七 都 市 機 築の合理的整備へ乗り出す機舎を吾人に奥へられにことを意味する

ものであらう。げれど此鹿に問題になるのは、如何なる手段と方法が都市美増進に、必要

でE つ合理的なものであるかと 云ふ ことである。我園に於て は . 之れが統制に関しては僅

かに都市計霊法及市街地建築物法し其他二三の法令に依嫁する のみ で. 然も斯る方面へ

の行政事務の大半は上級官雌の一部に属する の結果、美的行政の数果を充分ならしめる事

は容易でなし E つ各法規は其の所在する営局の意固の下に行はれるからして、常に蓮絡

交渉がなし幾多の不利不便が伴ってゐる諜である。於落筆者は、法の運用をよ〈賓情に

合致せしめ. 都市景翻の統制を期し. 市民をして美的環境の内に快誼な生活を楽しみ得る

者11市美維持増進に闘する連絡統制機| 鈴j の設置を要望するものであるが 、同時に一方献って

現代都市の景観を型法る街頭に存在する素材に劃する検討の必要を説ゆる のである。即ち

一方に民家の都市美に封する理解と 輿論を高め、且つ之れが助成指導機関として . 官民共

同による都市美容夜委員舎の如きの設置を要望する者であるが . 叉他方には我 k 佃人個人

の自費によっ て. 主主し得る 素材の検討の; 必要を認める者である。 何故ならば、之れは、我

k 都市にそ の生活をゆ? ごねて居る 者の 、日 k に経験もし . 或は考へもし得る素材が . 目前

に稚積して居ると思ふが故であ る。例へば 、都市の活動のシ ンボルとさへ思はれて居る街

頭庚告が 、都市景観統制への妨害となるや否やと云ふが主n' き問題7ごげでも . 充分検討の官余

地ある問題で、之れが正しき 認識への進展は 、鵜て都市景観統制問題を正道に導さ得る 素

因をなすと思ふが故である。

t 9 11 



斯〈の主n ＼考へて来ると 、 Ｎ ｾ妻鹿には 、路 上工作物 、 街頭庚告 、 或は夜の都市が“光 Ｇ に

E帝国して惹起する問題等全〈校奉に暇なき程. 移しく多数の問題のある事を知るであらう。

が然し、筆者は此庭では、是等の問題一つ一つに就て . 物識顔的なことを記述したり或は

口角泡を飛ばすの論争1の陣を張って 、庚告街への指導原理の提案などとえらさうなふるま

いを仕様などと、たい それに考への毛聞もない事を特にお断 りしにい。只筆者の希墜 とする

ところは、以上の問題の研:究の一部に資する資料を提供し1: いと云ふ願望に外ならな いの

である。然かもその資料? こるや甚Tご貧弱な論す・るに足らないものか も知れないが. 然し此

の企に よって一人でも 多し同好の志の参加を笠み 、更に暗示に富んに好費料の . 追加さ

れん事を願望するのである。

2 ・電飾による東西盛場景観

イ ・銀座の夜と電飾

順序として 、東西大都市の盛場の夜を比較 して見る 事にする。

モダンライフの最尖端を行〈と謂はれてゐる銀座に就て V あるが . 一口に銀出と縛しで

も、東側! と西側とがあれ南北に闘しては、京橋より四丁目( 俗構尾張町) までと、凶丁目

より新橋までと、それぞれ、 その趣きを異にして居る。一般に銀座と云ふのは、背ながら

の銀座 . 即ち一丁目より尾張町までと数寄屋町、紺屋町等の三十三ケ町を合併して出現し

たが . 現代の所謂“ 大銀座" である。その中に包含する戸数が大小約 4. 200 戸 、銀座子と

して、銀政に躍起してゐる人聞が、 15，000 人内外. その内 8，000 人が女子と云ふことに な

って居る。之れに カHふるに銀座界隈のカフェやノ，- 或はヂパ ート 等に通勤してゐる女給や

ショップガール等をがlへれば、女子の教は 、素晴らしい数字を示す事は想像に難〈なし、。

こ〉らが 、銀座と云へば何慮とな〈白粉の香り高い街を想像される所以でもあらう。註 i

俗に銀座らしい色調を出してゐるのは、尾張町即ち銀座四丁目より新橋までの西側と稀

はれて居るが. 兎に角. 新橋と京橋問 、銀座八丁目にズラリと並んで居る庖舗の数は 250

除軒でＮゆる〈廻ってゐる赤い風車のネオンライトＮ腔最ｾ感す・る百貨庄のイルミネーシ

ヨン. ビーズ珠を聯ね? こ様な電光エユ ース等々、灯、灯. 11両容 〈灯の海の銀座ー不夜城の

銀座に 、賓 は 一 晩 に 300，000- 400，000 燭光の灯がま添いてゐるのである。斯〈の主fl <  . 銀

座も電飾によって益 k その存在を明かにしてゐる b云ふことが出来ゃう。そして光による

銀座の存在が . その内容とする主ころは、いづれも各自そ れぞれの庖舗の庚告を目的とし

た電飾に外ならない事に気が付しそして之等の康告が最早庚告自憶として Y はなく銀座

の存在には 、な〈て ならない必要物として . 夜の都市景視を形遣って居るのである。なか

でも大カフェのネオンサインによる蹟告は、或る意味で . 銀座に活力をさへ輿へて居る と

云へる。

〈匙 l 小林隆徳氏著、カアエ ・レストラ: ，. ' . 高等建築拳第49縦〉
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第 1 園 ｾ ｩ ｾｬ Ｂ ｩ ｾ の 放 の 泣飾 ｬ 服部尾上 よ リ松屋を望む

第 2 圃 :il ll 1' つ司王の電飾 2 カフェ銀座令官'! 'f及 ク ロ ネ コ 第 3 国 銀 座 J ) ;f:主の f E百'1; 3 銀座パしス J ) -，'， ;j' /'  
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ロ - 心痛機筋の “ ひとて " と灯

銀 プラ に劃する lこ. 心 ゾラを? 以って大|仮の盛り場なる心粛橋筋を漫歩する代名詞 として

ゐるo Ｑ Ｑ ｾ 戸ツ子に取 ってＨ所謂 モ ダン ボ ーイ ズＩ 銀 ブラは Ｎ彼等 の 生活 の一 部でさへ あ る

安n<、 大阪の先尖端を行〈
白‘ い とは んと ぱん ぱん" に取って 、 日に 一度以上は心 プラぞ紫

む事 も 彼等 の 日 書 ｾ の一部分 でめ るに相速な し、。 そ して 大 ｼ 坂人 の 心 ブ ラ への 魅 力 は 、細 長 〈

心事者橋から伐橋 まで f 心斎橋筋一丁目より 三丁目まで ) 14 〆ロ ック の南側に ズラ リと軒を

第 6・

t t  2"2 

第 5 圏 戎稲南 Ｖ ｾ｛ 、 ｦ 記字氏 告 とネオ ｹ サイ ｹ で

袋i ) i6されたギ y ザ舎官官

ネオンサ イ y のみ によ るグリコ の脱 告塔 とiG飾 、 スポ ッ トライト 及 ネ オ Y 等 を雑 然と 使 j 日

した松 竹 アド ビル o 主主 くにある マル 91 7 ω ネオ ンψ 炊 果 とア ドビルの隣にあ るグ ラ y トの

ネオ ンの 必 要 以 上 に 使用 され た 妹 況 を劉 比 された い 。



並べ?こ大小 146 軒( 西60軒東78軒昭和十一年一月十一 日調 ) の小賀商庄の経営を可能 なら

しめて居るのTごから恐ろしいも のである。が然し何故心粛橋筋が か〈も大阪人種の策持

ｾとらへて繁昌 し て行〈のであらうか、ぞれ等の原因 の詮 索は専問家にまかすとして 、 赤

い灯青い灯の霊祭場として、電荒 の飾る夜の焼場景観は、自然に人の足を此地に運ぱしめる

今如何なる程度、叉は欣態に 、あ? こかも 夏の虫、が灯に集って来る京n<  . 所謂不夜城なる此

の感携をさして、人が来るか 、大阪商大助教授松井反之助氏による心粛橋筋商庖街の人の

交通量の調を検討して見る。但し調ヰ寄せる時季が、去年の夏なるを以って. : } の寒い日週末

通常の日叉は物日等によってそ のJ伏態に様 々な費化の め るのは勿論である故に決表に示さ

れに数字のみを以って、心著者橋論の結論とする のはい さ〉うか早計 lこ失すると思はれるが‘

齢〈とも人出の如何に多きかを知る或る日 のー現像となす事は 可能と思ふ。

第 l 表

心 粛 橋 筋 前 : 庇 街 交 通 津信

〈昭和 10 '，ド7 月 9 日令曜日 、刻、晴天〉 主主2

心 粛 橋 商 底 荷 南 行 歩 行 者

調 ヨま の 揚 所 I主 男 女 J!tl 

時 間
心、殺橋 市青古

地 下 鍛 心 務 橋 地下銭大丸入 口

大 丸 甫 辻 角 ;;x 橋 北 詰

南 言i-12 降 Z宇 入 応 数

:!fCJ 女 言「 J怒 7;( 吉「 f治 女 言| Ifj  女 言十 芽j 女 官十

午 前 9 - 1 0 670 550 1，220  289  230 519  148  163  ー311 928  665  1，683  980 275 Ｑ ， ＲＵｾ＠

10- 11 674 590 1，264 336 266  602 208  242  450 834  58J  1，414 718 380  1，098 

11- 1 2  632 577 1，209  318 283 60 1  190  236 426 914 660  1，574 735 512 1，247  

午 後 0 - 1  716 610 1，326 332  252 584  190  207 397  1，1( 5  806  1，911 800 574 1，374  

1 - 2  765 774  1，539  505  327 832 221 278 499 1，160  1，037 2，197 Ｑ ， Ｐ ｾＸ＠ 825 1，843  

2- 3  706 677 1，383 493  310 802  784  276 560  1，213  1，138  2，351 1，100  991 2，091  

3- 4  615  613 1，228  406 303 709  32 263  583 1，478  1，540  3，つ18 1，313  1，176  2，489 

一 一 一 一
，]、 音ト 4，778  4，391 9，169 2，679 1，971 4，650 1，561  1，665 3，226 7，692  6，456  14，148 6，654 4，733 11 ，397  

4- 5  1，146  640 1，7f: 6  440  249 689  301  214 515  1，718 1，453  3， .71 1，673 1，170 Ｒ ， ＸＴｾ＠

5_  6  
1，308 598  1，9( 6 4，0  261 751  279 155 434 2，147  1，63ヲ 3，786 2，359 1，593 3，952 

6 - 7  1，470  555 2，025  539  172 711 258 96  354  2，575 1，825 4，4X  3，045  2，015  5，0601 

7 - 8  1，670  540  2，2 10  480 186 66ε  284  133 417  2，C60  960  3，020 2，525 1，170 3，695 

8 - 9  948  303  1，251 418 157 575 102  48  i50 1，988  852  2，840 2，473  1，208 3，681  

9- 10  226 66 292  358 127 485  1，926 943  2，869  2，420 1，245  3，665 

l D- l l  143  43  186  148 32 180  1，131  324  1，455  2，350  1，130 3，48C 

一 一一
小 計 6，911 2，745 9，656 2，873  1，184 4，057  1，124 646 1，870 13，545 7，996 2 1，541  16，845 9，531 26，376 

14 時 間

11，689 7，136  18，825  5，552 3，155 8，707 2，785 2，311 5、096 21，237  14，452  35，68ヲ23，499 14，274 37，773 
i口' -

計

一
L  

同 2 S-U



心 驚 構 商 底 荷 北 行 歩 行 者

翻 査 の 場 J1i" 71t. 男 女 llU 

時 間
ヨ 気 橋 北 詰 大 丸 南 辻 角

地 下鍛 大丸 入 口 地 下 銭 心 涛 橋

心 涛 橋 南 宮古

入 庖 重ま 南 詰 乗 客

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

午前 9- 10 974 695 1，669 1，095 810  1，905 55  38 93  289 140  429  427 16C  

10- 11 794 582 1，376  880  604 1，484 96 64 160 148  64 212  590  29t  

11- 12  681  521 1，202  808 565  1，373 90  94 184  163  112  275  604 439  

午後 0- 1  611 635 1，246 959 701  1，660 112  11 5  227 206  149 355  751  456 

1 - 2  878 715 1，59:; 905  758 1. 863 140  166  306 238 181 419 605 412 

2 - 3  948  812  1，760  1，α) ( )  978  1，978  181 188 369  250  247 497 675 544 

3 - 4  1. 137  1，035  2，172 1，198 1，298  2，496 225  225 450  32C  243  563  755 646 

ィ 、 計 6，023 4，995 11，018  6，845  5，714 12，559 899 890  1，789 1，614 1，136 2，750  4，407  2，953  

4 - 5  1，118  965  2，083  1，320  1，2 15 2，535  174  218  392 323  328 651  1，052 916 

5- 6  1，304 968  2，272 1，303 1，028 2，331 175  182  357 328  286 614 1，221 1，006 

6 - 7  1，490 ヲ70 2，460 1，285 840  2，125 176 145 321  333 244 577 1，390 1，095 

7 - 8  1，685 865 2，550  1，515  720 2，235 129 88  217 327 162 489  1，090 580  

8 - 9  2，030 1，000 3，030  1，864 968  2，832  50  39 89 346 140 486  723 378 

9 - 1 0  2，375 1. 135  3，5 10  2，213  1，215  3，428 365 117  482  356  175 

10- 11 2，215  1，170  3，385 2，050  1. 280  3，330  363  124  487  332  185  

小 割・ 12，217 7，073  19，290  11，550  7，266 18，8 16  704 672 1，376  2，38:  1，461  3，786  6，164 4，335 

一
14 時 間

18、240 12，068 30，328  18，395 12，980  31，375 1，603  1，562  3，165  3，999  2，537  6，536  10，571  7，288  

il- 音「

主主2 f 大大阪 J 11  ｾ 会 Ｙ 波 大 阪 商 大 助 教授 松 井 辰之助 “ 心努 橋 商底街の交通と 販 賓 との関係 につ いて" 。

以上の数字が示す如〈日中より夕方以後の 人のHI が僚 になっ て来て居 るのが解る 。即 ち

赤い灯 、青 い灯が心粛橋筋の街頭を飾る 頃か ら9 時頃 lこかげで . 培 々敵踏: : t ' 極 め. 場所に

よっては身動き が問来 5 る程度の混雑を招来 して居 るのであ る。そ して紫外線色. 赤色控

色及緑色等種 k 雑 多なるネオンライトが、住場として の都市景観を 形巡 るべ し 右 往 左 往

する人々 の流れと 調和 して一種特有の雰開条を服 して居 る。 今試みに 夜の枝僑 k 上に立ち

さん らんと跡いて居 るネオンラ イト の華々しい獄減の有様を凝視 して ごらん なさし、。我 々

は、光の獄滅する ピピ ット な努国策のなか より、活動の大阪 . 成長 しつ〉ある大医 、そし

て日 本の金庫である とこ ろの大阪 を感する でせう。 筆者は . 此の素晴 らし い大阪を呼吸す

る主寺、夜の電飾が如何 に偉大に 、夜の大阪へ その勢力 を さ〉げて居るかを窺知するので

あるロ

11 .2 4  
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3  . ネオシ贋告の調査

電気蹟告としてのネオンライトの利用は夜の都市景観とは切り離して考へる事の出来な

い程度に登展 して行〈も ので あらう。然らば是等の電飾が如何なる現首長に於であるかを明

かにせねばな らぬ と思ふn ｾＺ者は 以上 の 如き考へ から Ｎ 電 飾による康 告の 賓際を調任する

機舎を得たいと願望して居つにところ . 今回はから十 もその機舎が興へられ . 此庭に不取

敢 ネオンサイン の調禿ｾ 行 ふ ことにしたのである。先 づ 調査の小手調としてその方針を定

める費料蒐集 主云ふので暮の最 も多忙な時季を“ 忙中 の閑" と云ふので賓例採集に着 手し

? このである。 そして約56の賓例を蒐集することが向来? こ のである 。

採集にあたり、採集者が私的考へや理想、な どを加へ き' る事を係集の方針としにのである

勿論無敢にあるネオン灯の中から採集 し得? こ賓例が僅か56 と云ふのであるから、決して之

れを以って一般の代表型である k か、叉は推拳に償する 程度に特徴があ ると か云ふの でも

ないのである。が然し佐H とも将来此の方面の費料蒐集の参考にはなり得ると思ひ、整理

しに内容 の程表の機舎を得? ご諜 である。

採集に参加し? こ人員と期聞は下記の通りである。

1 ・採集 に参加した人 k 1 日 6 入、〈但し毎日勤務の鯨主主 1日 l 件 と云」、ことに して採集せり〉

2 採集期間 ・ 皇官日 l内2121}10日 間 ( 印 刷 を 除 。

向lま採集の僚件として次の喜認を? 決める必要を認めに 3 何故ならば. 目的がネオンサイン

の“ 快叉は不快" ｾ調 抗 するとしても、個人個人の気持、或は感費等によって引異のある

のは勿論で、叉調ft する日の伺人の懐中の具合等 によっても相営の差異を生十るものであ

る故、調査に参加す o 人々が. 出来得るかぎり、調奈の目的 L 方針も知らない. 白紙の

妹態で、彼等の直感そのま〉が調査カ{ ドに反影して来る 事を必要としに。と云ふのは.

ネオンサインによる旗告をせんとする庚告主、或は之等のネオンサインを彼等の親畳によ

って感すもる入 k と云ふのは、我 k 以外の一般大衆にして、殊に後者は、日常金〈の白紙の

ａａ 態で之等ｾ感じ、そして彼等の直感のま〉でその“女子し悪しＢを＿云々する人々であるか

らである口で此の一般の民衆の聾こそは常にネオンサインの設計及意匠上に反影するカで

ある t 認め? こからである D そこで採集の保件として下の 2 項を決め fこのである。

1 ・ネオンサイン の設計意匠に劃して希望も理想も有しない一般大衆と同じ策持で採集

する事。

2 ・第 1 項の如き純7.Kな 白紙の策持で採集せんとするネオン庚告の“ 快叉は不快" ｾ直

感すること。

以上の Ｒ 項を ｾｲ 象め調脊Ｎの方針として、自家の建物にネオン庚告をして居る所謂看板に相

営する物、他の建物及工作物にネオン庚告して居る普通の庚告等し飲食庄のみはそれ等

より除外して イ カフェ、ロ 食 堂 、 ハ 喫 茶 底 、 ニ 日本料理叉は小料理屋と云ふ様
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にして分類して採集 した のであ る。

4 ・採集せるネオンサイン

Ｕ Ｖ Ｎ の賓 例ｾ分 類 して 見ると下記の如〈でなる 。 即ちＮ

1 ・飲食庖 33 

イ カフェ. キヤパレ{ の類… … 13 ロ 喫茶庄. パラー の穎. . .・ H ・.. 7  

食堂、ピヤホール の類… ・・・ … 8 =- 小料理、臼本料理庖の類… 5

2 ・看板の類 註 3 11 

3 ・ 庚 告 の 類 註 4 12  

謎 3 尚j苫にし て自家の旋告を自家の建 物 に して居 る も.1J ， 註 4 問 自家 の 建 物 以 外 i亡して ゐ るもの

以上の結果を採集カードを務理し 、μ つ細分して 、第 3 表 、第 4 表 . 第 5 表 、第 6 表及

第 7 表を作成したのである。

第 3 表 飲

ε泊.

反

註5 4 、 カフエー キャバレー

採 集

快又 は
ネオ y

調査日 イ立 程 底 名 E貨 告 名 使用の 色

陸型

不 快

12  

土習字刊rさ汗? 自 キヤパレ

J LI:こ挫の 雨側

不 快“ キ ヤパレー 赤 背

市fIL停留所前 ーユ F カ

ユF 力 "

2  12  
北角区梅 田 新 滋

サロ ン上 サ ロ : y 卜 ぅt主 不 快

3  14 東区小橋 本 通 軒 楽 軒

サ ロ y オカ

昔主 不 快

マツ

港区西田中田I
1炎吉正の パ

4  14  卒 平日カ 7 エ卒平日 ツタ に 不 快

三丁目

赤 T号

5  17  
京 阪電 車天満

7 カク サ ア カ ク サ 赤 T号 快

際 前

6  20  
南区心務橋筋 大 丸 サ ロ y 大 丸 赤背紋 快

キヤパレ

7  2 1  
下寺町交叉思占 ーリリア

キ ヤ パ レ {

5捻T号総t 快

y  

リ リ ア ン

自 22 

港区東問中町

ギ ン カ gi nka  赤T守焚 不↑ ? と

七丁目

9  23 東区下味原町

カ 7 . エ キ ャ バ レ ー

;11':. 脊 不 快

貌 玉 オ ヤ ダ マ

10  23 
谷町六丁 目交

交
集 Y シアルサ ロ|締 紋

不 快

叉里占 ン 交 祭

1J 24 
縫波新地三番 ワイント

… ｾ ｡Ｎｐ ｩ ｾ ｴ ｬ 赤背 伏

町 ラピス ト

美食本位キヤ

12 24  
東成区大今恩 大 市

バCAレBーA大R市ET 5伝 笹k 快

町 カ 7 '" 

DAII CHI  

13 24 
北区 天 神 橋筋

武 乃 志

武 7'1 志司主守号車k 不 快

カ フ z

註 5 ・下オン林統 は俗 7閣 と参照，.こ使利なる ために 附した のであ る。

庖

註 6

備1 考 調査員

赤 縦 線 4 本

守号横位 線
l 本 H  

字 赤

字 也 圃 案 及 配 列 ま

N. T 

ずし

官主燈の光強書室主 め ネ

111 

オ y を弱める

卒凡 で複雑 直 線 T  

赤 線 の垂直線が目 立

N  
った

小規模な がら まと ま I N  

って 居 る

背地 に 赤のLI LI ANI  N  

の字 が よい

刑11経 を刺 戟 しす れ i T  

複雑す ぎ感じ 返 し M 

下部 の宇 オ ＺＯ ｾ￧ 駄過 ｉ N  

ぎ る

市町般にして構 成 よ く

N  
Ｎｾ じま し

赤 主総 の字 が交 互に

111 

悪占減す

くどく 感 じ悪 し

2 7  11 



口、 喫 藁 庖 及 パ ラ ー

採不オ集ン

調査日 位 ilt 賠 名 E賢 告 名 使用の色

快 又 は

1X1l 考 調 査 員

隆一監

不 快

14  12 

南区 桃 谷1I 、準

マ サ ヤ マ サ ヤ 赤 背 快

他に目 立 つ色彩光線

H  

t定3長 なく目立感好し

15 13  

;東成匿大今里 吉岡盟次

純 喫 茶 赤 快 色 の配合よろしい 1¥1 

同丁 良日

16 13 

証左厄西市岡町

喫 茶 赤 背 快

制緩を刺戟せずあっ

T  

二丁目 き りして居 る

17  16 南函南桃谷PIT

喫茶応コ
Col umbi a i  守奇 快 H  

ロ y ピヤ

北区規橋堂ピ

森永キヤ 森永チヨコレ

18  19 y デ ース ート森永キ ヤ 問 | 快 背 の 直線 が好し感じ ]¥" 

ノレ

トア
y ヂァストア を奥ふ

19  23 

北区曾根崎中 占喫 ，ｾ ト茶庖阪 N.  

一丁目
TEA ROO: M 背 快

20  24 

港区ｾ田中町 喫茶パラ
Par a パラー l 赤 背 不 快 物る 足らない感じがす T  

へ丁目

ハ 宣 堂 及 ビ ヤ ホ ー ル

し

し

ト

ふ

ト

J
a

ド

」

ド

」

感

感

し

じ

て

和

感

し

割

問

な

に

彩

品

切

色

下

鮮

は

快

快

又

快

快

快

快

快

快

快

快

不

不

色

-

生

時

，

九

明

t
T

金

集

荷

拘

一

如

是I

削

宅1

如

亦

4

3

制

一

赤

亦

赤

亦

赤

亦

赤

J

つ

斗

|

判

斗

判

1

制

剛
J

ノ

け

す

-

到

叶

l

什

4

一

九

ビ

や

珍

-

ハ

さ

肉

ピ

E

ン

戸

一

ン

e

ル

庇

枇

主

キ

"
州

、

宣

告

一

宮

オ

な

ツ

理

合

会

ユ

プ

オ

き

キ

ヒ

E

一

泊

=

や

ク

料

名

の

ラ

-

-

一

1

沼

サ

岡

山

「

怖

い

い

陣

k

m恰

h

忙

げ

同

い

い

い

防

」

γ

5

一

帯

広

宇

闘

食

医

る

底

好

堂

肉

け

一

〈

本

吋

堂

珍

汁

食

紅

会

…

m

齢

的

F

H

M

一

ふ

総

や

会

|

開

門

K

陣

除

阿

ほ

陥

ー

ト

武

官

l

i

l

i

-
-

町

ー

ー

ー

目

丁

町

田

t

堕

貼

陸

一

服

丁

ニ

ル

下

今

鈷

今

鮎

終

町

一

味

ニ

滋

ビ

ノ

大

終

大

終

治

国

一

下

町

鮎

北

演

山

区

里

区

従

玉

梅

位

一

区

七

本

叉

直

北

匹

8

成

今

成

市

也

監

一

束

八

上

交

米

自

来

日

来

町

東

町

市

北

口

H

一

査

一

日

日

日

比

凶

げ

η

お

調

一

集

ン

統

一

「

一

1

2

3

4

5

6

7

8

1

ヌ

一

ベ
4

ウ

ι

勺

ι

勺

ι

つ

4

つ

乙

勺

4

つ

&

際

同

時

「

l

官8 考

E  

N.  

E  

M 

1¥1 

E壬

N. T 

ー
.  小 料 理 及 日 本 料 理 屈

採 ｾ
炭 告 名 使用の色

快 叉 は

ネオン 調 査 日 イ立 泣 j苫 名

不 快
脅ii 考 調 査員

者F 昔E

食 料 品 部

29 16 京 阪 天 満 牒

京阪デパ

名代おでん地 赤背車生 快 字 位が雪量って商白い N  

ー ト

下入口

3 0  17 

北区天紳積 筋 みのる庖

み の る 屋 赤守雪 快 色 移調 和 よ し N 内

二丁目 〈喫茶庭)

31 18  

北区曾根崎中 料 理 屋

む さ し 背 紋 不 快

おとな しき色調なる

N
2  

一丁目 む さ し も見誌がきかぬ

南底上本町六

パックが紘でネオン

3 2  19  

丁目

生駒 すし 合 席 す き 銭 紋 不 快 が総 なる をも 以て鮮 11:[ 

l珂なら ず

東区 淡路 町五 料理l 屋

銘酒キシ バイ

字 数 接 近 して庚告を

33 26  

T 目 か ど や

一 品料理 赤背紋 不 快

ij '¥J:t'f(し Iljffi し

N， 

か ど " t

11 2 9  



第 4 表 其 の 他 の 商 底

陛 |調査日

位 置 底 名 B!i {告 名 使用の色

快 又 は

備 考 調査員

不 快

34 11 北 区 角 田 町

地下銭入

地下織の P ば 赤 育 総 快

簡単にして輸かくと

NT.  

口 字が調和して居る

ヨーギョ

ヨーギヨーセ

二重のネオ γ によ P

35 12 渡主量橋北音吉 ーセメン

メγ ト
赤 不 快 字慢が構成きれてゐ K  

ト合証士 る銭め明瞭さを依〈

36 12  
東区3 < 慈市電 有国ドラ

有国ドラック 赤 不 快 物足らざる意匠 M 

交叉 鮎 ツク

西区北 堀 江 沼

オク 川 皮

告主 P卒 凡で晶るもうす

37 13  四丁目白髪橋

1宵科

オク 川皮 7 科 赤 不 快 とし:宮匠に留意して T  

南誌
美翻を添~る様に ι 仁旬、

38 13  
大軌鶴橋 鶴 橋 摩 t毒 橋 野 脊 快

H  

39  14  淀 屋 橋 南 務 白 洋 合

ドライタリー

赤寺号線 不 快

赤が最長と青を虚して

= ング白洋合
居る

東 区 京 橋三丁
筒翠なるも 燦草屋と

40  16 

目天草* 橋南詰

た ぼ と 赤 背 快
しては充分と思』、

N.  

41 

16 東区北 滋三丁

食 生 堂 SHI SEI DO 
背 ---NNT， 

快

軒に装置し!苫稼と し N. T  I  

19 目
絵. . . ておとなし〈感よし

N.  

東区京橋一丁
筒 ｨｾ 翠＿も に｛，，ＱＺ不強 裁 ｦｴｾｾ

42 17  

目京阪前

シモグチ 理
ｾ哩‘ｾ

院 赤 脊 快 も} 苫名 'e一色になτ N. T 

方が夏 t二安定果的 ξ 恩」、

43 18  

上本町二丁目

カ
メ フ 赤

快 も 不 快
H  

交叉里占 もなし

44 24 天満橋南詰

京阪ヂパ

京阪 ヂパ ート 赤 背 快 卒 凡 E王

ート

第 5 表 濁 立 底 の 康 告

E争 査 日 位 置 |官 官 庚 告 名 ゆ 色 快 同 備 考 調査員

45 I  11 淀 屋 橋 北 詰 阪念アド東洋セメシト赤量生澄 快 ネオ Y は赤のみ色官I I  K  

ピル 球 紋 授

46 I  11 玉造市電終駄目の出遁日之出遜り 赤 紫 快 単調にして夜の美籾 T  

P入口 を添ふ

47 I  14 淀 屋 橋 河砕 かき艇の清酒ハタツル 紋 快 河田宇の暗黒中筒翠 に N T  

上部 して小 康告ｾｴＮＢＨ適ＧＱ￤Ｍ

48 I  16 群 青 田 中 町 マ ツ ダ 赤 繍 快 筒翠で色の調和よ し N T

49 I  17 界 青 古 橋 通 ス ズ ハ γ ス ズ ノ 、 y 赤 背 不 快 卒 凡 N T  

50 I  18 南 区 難 波 新 地 腕 附 レ 』 ト 白 粉 柿 紋 快 t看板として通貨な N T  

51 :  18 匝!;主北時 川交 叉; 仁 丹 歯 磨 赤 不 快 仁 丹 の 字 の み が ネオ T  

|  北 西 I  ，ｾ ｾＭ - --，. ". ，.  -'，" 
52 I  20 医師 附l 仁 会 の 大 粒 絹 緑 黄 快 色移調和し感じよし 凡

53 I  21  区 東 梅 田 町 イカリ Y ー ス 赤 線 不 快 平 凡 N ， 

54 I  24 商 区線 南 通 ー ウ テ ナ グ リ ー 赤 育 不 快 ネオンと電球 の装飾 N T  

了 目信 濃 橋 ム の組合せ

55 I  24 天 満 橋 南 詰 京 阪 デ パ 仁 丹 歯 房審 赤背紋 快 文字形但共に感じ よ 日

{ ト 仁 丹 石 践 し l  

56 I  26 伏 見 町 2 了 燈Z客席たばこ たば赤青量生燈 不 快 上部のＧ￬ｬｊｾ強過ぎる N  

三越 前 乙 と仁 丹 製 品 下部の色の配合よし

霊主6 第 3 表、第4表、及第5表 に於 て K . M.  T.  NT.  N. 及 N. とるるは採集した人骨のイユシアJ t . - な P
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第 7 圃 ・ 採 集 せ る ネ オ ン サ イ ン ( 1)  
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V

E
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、

田
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'
'
a

一

布

一

r

E
永

① 

者l

⑧青

布、

swしもN
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官

間的 l
⑦ 
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第 7 園 ・ 探 集 せ る ネ オ ン サ イ ン ( 3)
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第 7 圃 ・ 採 集 せ る ネ オ ン サ 4 ン (6)  

む)

一 一

@  

7正!

i寸，->特

色司i 王ネ ・耳東

色電ま ｾＮｪｬ 萱

35
11 



第 7 圃 ・ 採 集 せ る ネ オ ン サ イ ン (7)

@  
@  

甲 E 6 !」云E日 ニニ 。一 一 一 ト

|比 二 己主15zdi

@  

茂子/二U丙1

@  

@  

とィ11" ti 

ｲｾ＠

厳 鷹

上表の結果を検討して見ると . 人 k の[ i 感が主n Ｇ ｵ Ｉ に差異 の あるも の であるカ・をｾｾＺ ｜ｉ る事が

ｾ ｦ ｈｬｾ る。例へば叩に快色感じ＿こもの必す・しも乙には快でな〈 、 又ネオン の 色でめるが Ｎ 之

れ は 極めてまれで . 持集しに人々 の錨 健 t こ畑違ないが、 人 に 背 < 11央ったも のが B には

絵に感じ fこりなどした事( 前表の S Hｬｓ Ｎｅｬｏ ｏ 参照ｾ Ｎ Ｉそれか ら ｽｦｾ に針するＡ感受も Ｎ ･ ， ｢ｦ 々が

是認して推患に倒すると jEつにものが. むしろ一般大衆には ・極め て平凡な jj 手に}t' ，'まれに

事等 でみつ 1: 。

攻 にｻ実用されて居る色による分類を行つ亡見 Ｑ Ｚ ところ、大悌 ｾｾｱ 是 Ｔｫｦ お Ｗ 米 の 釘 Ｑｾ 結集 ー

を得 1: υ}で あるが、会開を通じて赤Z ' ! 町 JHして揺らない υ) は尚ん どな し そ して或 る物υJ

ｾ ＱＱ＠ ｾは赤が多過ぎて Ｎ他 υＩ 色を ｾｊｾ＼Ｚ して仕娩 ひ 他 ＨｪＩ 色をＡｾｾｊｴＭ ｊ する炊以などを全然然柑し Ｑ ・ ｨ ｴ ［

る線な ω ｢ 、日ｬｊ炎 の 多数をＺＺ， ， Ｑ ，めて ｪ 討 つ Ｑ こ。之れはネｾン仙台 の 問点Ｈｪ｟未 ｴＮＺ ，j ijj 金多端でーめるこ

とを立設して居るものと思つ 1: 。

11 3 6  



第 6 表

一 色 の ネ オ ン ぞ 使 用 しTこもの

色 別

樵 主せる 不f金とせ

其 他 合 計
もの るも の

フhミ 2  6  9  

守号
4  4  

線 2  3  

J主他 と云」、の /1. 不快と も快とも 付 かざる も

のを云ふ

第 7 表

二色以上を組合せ fこもの

色 別

快 と せ る 不 快 と せ

合 計

もの るもの

音、 脊 10 7  17 

赤 産量 2  ーヌ 4  

，h， 
雪震

，/，ミ 7号 線 9  4  13 

;h: 章電 線 2  2  

;h: 背 吉正

，h: 絞 燈

， ｾ主者滋賀

Z古ミ膏 産量』登

第 6 表及第 7 表より推断すると . 概 して . 赤、背及赤、背 . 綾等の組合せによるネ オン

サインは先づ無難であるが色の配合 Ｎ 形 の 組合が復雑になればなるにｾ Ｎ kf {f.，'I¥県を求める

のが困難になると云ふ事が立請される語である。

ネオン庚告は夜がその封燃とされるので. 夜の大祭と云ふことが庚告八の配光と色の組

合せに注意されねばならなし、。と云ふ のは、夕煙霧垂れ下がつTこ; 夜に、後雑なる楼棟より

第 8 園 事主総なる電飾と矧裁 とが 限する ρ しー シ ヨン の駄 態 、LE橋 商品松 竹 ァ γ ピル

消: の ネオ ンで j Lに; 筑とあるのが明阪に烈 の {えの IJJ に 浮き出て陪るのに御註. . 島:

11. 1. 10 緩影

3 7  11 



穫する光は . それが陣務へ反射して 、一種特有なハレ ー シヨンを起し 、只周囲がボ ー とな

って仕鋒ふ複合の多〈あるのは 、我 k の よ 〈経験するとこ ろである。でか〉る場合康去と

してのネオンが示さんとし? こ内容を? 述〈 よ り判前することが困難になる のである e 故に字

な どをネオンにあし らっfこ場合、出来得るかぎり簡単 H単純なも (} ) ':> 方が賓際的妓巣は上

ると云ふことになる。 ( 第 8 闘乃至第 10闘参照)

. 9 圏 核 維なる tG飾 と可証 の煙主義が商事す る ノ、 レー シ ヨ y の J I ) ，; 態、太左 術 門橋 より .JIt方 を

望 む( 主主制』担i川) 11. 1. 10 録移

第 10 圃 翠 純 な が らもそ の 内谷 を よ 〈 示 し て 居 る も の 、 心 E寄稿北芯

ｉｉｾ＠



5 ・ 色 の 封 照 の 性 質 止 ネ オ ン の 配 色

1-t !I(i. により最も迅速に識別し得る色の針! 照は、白 / 黒であり 、i J Hごし〈識別し難いのは

青 / :紫 、黒/ 紫 . 紫 / 育 、黒/ 育、賞 / 内 . 白/ 業等である 。概して I情色地の上に明色を

施しに Ｚ 方が 、 ｮ 月 ｦｾ の 地 の 上に暗色を施し Ｑ］ も の より、親別 が容易で、殊に黒 地 の 上の 白 色

は. 白地の上の巣向 より遥か に速に牛IJ別 し易いのであ るo ネオンサイン の色の配合を考へ

る時. 常に此の! 原則念頭に描いておく必要があると思ふ。 即 ち赤 . 青叉は綴等の一色のみ

を使用しに場合は赤/ 黒、青/ 黒及線/黒である事を頭に入れて判断する必要を認めるのであ

る。一般 に色の針比 叉は色の併置 による性質は第7表及第8表によって判断州来ゃ うと思ふ

市 7 表 色の 封 比 に よ る 性 質 討7 第 8 表 色 の 併 置 による 性 質 設8

1也色 | 識 別し易き色 I '1 1  r: n の 色 |識 別 し 灘

I " J  t._:. rき色

赤 1 1'1 茨 黒 | 青 紫 | 紋 符

符 | 紫 ｼ 背，ｾ｜Ｂ 1' 1 苛 |続 赤

貧 | 紫 泉 亦 | 背 総 統 | じi

主張 | 白 ｼ 糞 ，ｾ｜椅背 ｼ 紫 泌

背 1 ｉ ｾ ｉ 資 綬ｼ赤 級 | 泉 紫

紫 1 1'1 資 校 J功 l 紋 ｼ 青 ＡｬＮｾ

，m I ド1古賀続線赤 I I 背 景者

自 | 以 紫 1 i除 育 赤 符 | 苛

世ｾｾ

亦地

続 地

資 地

線 地

青地

紫 地

市地

巣地

目 玉1. つ 色 rll 訟 の 色

一 一 一 ー

続

吉正 ォr、 絵

7If;、

4校 紘 ，ト主 資

4骨 官長 7Ji; 

ｴｾ＠ 官を Ｗｨ ｾ＠

総 統 赤 吉正

4守 赤
二b民

持 7 新海悟郎氏 色の識別時間 に糊する 11験 m築雑 誌 49ijiif 598盟主

fi+. 8 星野昌 一氏 色 。 測 定 に 就 て 建築雑誌 4 桝 581披

目立ーた ぬ

色

育 祭

背ー 紫

背 3書

青 紫

除 紫

紋 紫

背- 紫

穫1(]1号紫

上表より判断するに、ネオンザインとして只単に赤を使用する事が賢明である事が判る

何故ならば、夜る概察 し1=ネオンサインなるものは 、常に巣地の上に 他の色佐配合しTこ場

合とほ Y 同じ結果を呈する と思ふので . 此の考へから第九 表及第 6 表を再i 倹討して見れば

一一色彩の配合或は色の調合等に封する科謬的基礎石?全 〈符にない我 k づぶの素人が夜の

街頭のネオンサ インを観察して得1=結果であるヵ: 一一同じ赤で も快色 感じた者 γ 不快と

感じ 1=者があり方、に封して大悟不快と感じたも のが、その大部合であっ1このは意外としに

とこ ろであっ? こが. 之れは色の配合による直感の結果:であ つにと云ふことより. むしろネ

オン の形即ち意匠設計の悪しきが故に指来し 1=結果に外ならないと見るのが至蛍であらう

採集し1=賓例の内、 赤 と青との配色によるもののが一番多かつ仁、ぞして線数17の内快

とす るもの 10不快 k す ろも の 7 であったの 即 ち採集総数の日0 %1) ;快とするも のであっ? こ。

衣には赤. 育、線による慨合のネオンサ インで あるが. 採集線数 l 3の内快とするもの9 不

快とす るもの 4 即ち組数の7 0 %が快とするも のであ るのが宇IJ つ1=。以卜の結果から 推断す

る事 を許されるならば、赤 . r苛. 叉は 赤 . 育 、線ーと云ム配合は先づ無知であると云ひ得る

最近までは 、ネオン の色 と云へば紫緑色 ( ウルト ラバイオレツ ト) … … 俗に青と稿され

てゐるもの一一ーが大部分であっ亡が . 現代では犠 k の色調のものが現はれて来る機になり

随って此 の色彩の配合の研究もネ オン庚台の上には 重要に考慮 されねばならぬ問題 となっ

?こ。 が然し此の問題 も第 7 表及第 8 表に 示す原則によ って必じしも解決が困難 と去ふ の で

はな いが. ネオン庚台の形轄と意I烹設計の都市景観に及ぼす影響 左去ふ事 l立、相首長い間

の問題 となると思料される 。

そこで筆者は. ネオン の経情的利用と、意匠の単純化と 云ふことが 、此の問題の賞際的

統制への合理的なテ { マで あると信するるのである。何故ならば此鹿に採集しに貧例以外 の

殊にネオン の密集的に利用されて居る盛場、或は終端騨附近の 、雑然? こるネオンのジャズ

的喧慨 は 、首撚何等かの形式に於て統制されねばならぬと思ふからで あるυ
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「愛 の 設 計 圃」の 完 成 ま で

新 名 種 夫

は し が き

日本建築協舎は、自然的及人主義的の線、ての災害に劃して安全なる都市建設の理想の下に 、

既に久しき に渉つであらゆる努力を怠らなかっ? こが・今阿; { ，・の理想を 一般大衆に普及宣体

の目的を以て 、眼識製作の計筆を樹て . 昭和 10年初夏の頃より準備を始め . 秋より撮影に

若手. 12 月末完成を見7こので、協舎の手に於て映潟し大衆に呼びか vt ると同時に ‘ 叉「愛

の設計闘 J ! : 言ふ題名にて 一般に公開することとなっ 1:ω

映議は 3 傘 約 2，500 吹のト 戸キーである。

この映苗作成に携つ? こものの 1 人として、左に その光成までの経過伝記し報告に代へる。

映 書 作 成 の 動 機

昭和 9 年 7 月26 日よ り28 日まで 8 日に渉って行はれ1: 閥西大防安演科に首って . 我建築

協舎は近畿の府県率、布 をはじめ . 民ー間多数の有志者の後援の下にこれに参加 し、陸軍首局と

聯絡をとりつつ、演習の重要項目である偶接遮蔽. ｾま火管制等Ｎ建築 に 閥係ある各部門を

捻蛍し、その賓地方法の研究指導と賓施成績の調谷いこ非常な努力を梯つに次第であっ? こ

が. この防空演習参加の大きな牧挫の I っとして、 一朝事ある iこ首って、空襲に到する都

市の防備としては . あらゆる軍事的作戦は勿論 、儒猿遮蔽、殺火管制等の手段に依って、

災耐を最小限度に11-.むべ〈努力すべきは PJ 論で あるが 、都市永遠の安全の震には 、都 rli 自

慢が& : 壊に針して絶大なる抵抗力を持って居な げればならないと言ふ事貨を確め得たこと

でめる 。

建築技術の現朕よりして空襲に劃して安全なる都市とは . 空襲の災禍を爆弾の投下を受

付?こ部分のみにて喰 止め得る 如 き都市であ るo 即 ち. 僅 k 敏筒所 よ りの問火力、ら術者1¥全慢

を茨憶に姉し? こ閥東大震火災の経験に依って明かなる如1< . 数例の爆弾 、数 illil の焼夷閣に

依って. 1 都市が全滅される企f I き我闘の都市の現献を l 円も早〈改造する lこめる 。

2主喫の災害を敵慨を受り Tこ局部に制限する如き都市. これはとりもなほさす耐火，f 1 i - t i h ' の

建築に満きれ仁 、理論的に整然と計壷せられ7こ都市であり ‘ 空襲に安全なると同時に . 亦

線、ての災害に劃して安全 なる都市でもあ る。

国際闘係の何 とな 〈穏かなら ぬこの時代に於て、こうしに都市建設への努力は 、関防上

からも緊急: を要す ること であって . 建築協舎が昭和引年の防空演習参加を機舎として. 更

" 4 0  



に積極的に武被都T I i 建設の促進に力を致すことになっTこの もーはこ れに依る 。

日央繋の製作はこの運動の第一歩で あ る口

空襲の招来する災耐の最大な るものは火災で ある。地震及風害もその災害をより大な ら

しむるものは 、 ｾ襲に於げると同桟に 、 ぞ れ等に附物の火 災 に外な ら ね 。

ぞれ故に . J'!、.1-: の如き災害か ら者Ili li . : t ' 安全な らしなる第一歩は、先づJスて不例焼都市建

設の促進にある 。

さ現. 今 日火災に劃して投抗力 の最大 なる建築構浩{ 之、何よりもコンクリート構造であり.

鎖倒及餓骨にて理論的に補強せ られ1= コンクリ ート 構遣は 、耐 火的であると同時に耐震的

であ り、叉l耐風向1.) で‘あ るか ら、銀筋叉は餓什 コンクリ ート J:ITの建築を以て都市を満す こと

は. 結果ーとして 、火災のみなら今全ての災害に針して安全なる都市を作ることにもなる 。

都市計智Ｚ に 於げる防火地ｷＮＺ設定の円的は同地ｭＺ内 の 建築物 のみ を耐火的ならしむれはＮＮｾ

れりと言ふ意味では決してなし 、。防火地版以外の建築物も充分耐火構逝の もの となること

に依って . 初 めて充分にその効果が琵冊せ られるわけである。

顧みて我関都市の現燃は 、 ｧ ｾ ， に大阪市 の 現 ｩＡｫ は如何。ｼ耐火建築を強制せられて居る防火

地 l瓦内 に於てすら 、コンクリ ート 造建築の哨1J 11は辺 .. ' <1こるも のではなし、か。

これはーは市民の無自をの翁であり 、ーはrl己所有の建物を鍬附 コン クリ{ ト j主化する

経憤的能力の祇古fI にも依る。

従って徴的 コンクリ ート 逝建築の促進の需には 、一方 に於て市民の向電を促すと同時 に

方に於てこ の経情的問題に封する解決方法を講十ること が必要で ある 。

今阿のH央前作成は この市民の自哩促進の i 手段であるが 、更 に協舎が後者の経済的I 1¥J 題

解決の震に も努力しつつある と言ふことは . 昭和り年引月. 1 8 日、本協舎合長名にて 11与の内

閣総理大問、内務大阪及大蔵穴問先になしたる下の古Ii き建議案 に見るも明 かであらう し

建- 議 書

現下ノ非常時局 = 館ミ本協合ニ於テハ慎重研究ノ結果都市ノ武装= 闘シ防火防安建築物

ノ普及促進_ j -. 左記具開的項阿ヲ賓施セ ラ; t- ;t- コト紙メ テ緊要ナリト確信スルモ ノエシテ

逮ニ機宜ノ方策 ヲ樹立 セラレムコ トヲ切受ス

右及建議候也

記

一‘ 現行防火地区 ヲ摘大スルコ ト

大都市ノ、我閥滞業絞済機構 ノ中 似］二 Ｏ テ保 安 Ｑ Ｍ ，ノ 、 勿論問防 ＱＭ ， ノ重要性 二 ｾｾｾｌ ミ防火防＿ＡＧＮＱ的見 地ヨ

リ 現行防火 九 ｬＡ Ｑ ＺＺ［ ワ 鍛ｾ ス ノｌ ノ 乞 Ｎ ｊ ［ 務 Ｗ 認ム

二 、防火地I瓦ニ於 ケル耐火建築促進ノ :局左記方法ヲ賓現スルコト

「イ〕 耐火建築物= - 5I' t スノl 有Ii D) }<e ノ交付

4 1 "  



(ロ 〉 耐火建築物= 封 スノL 保不j資金ノ融通

ゃっ 耐火建築物= 封 ス凡家局税減免

( =- )  耐火建築物= 封 スル不動産l肱得税ノ減免

三 、防火地直完成ヲ都市計聾事業ニ依リ促進スルコト

防火地底ペ 完 制Ｑｊ ＷＧ計ノｾ ｾ之 ヲ 都市計費事業ト シ 防火地 悩 中重要部分ヨリ年次的］木えよ建築物Ｏ

撤去 7 命ス lL ト共= 特別補助命 7 交付 シ耐火鐙築物 ノ1'1: 現 7 !切ス

理 由

都市計聾防火地区カ都市ノ火災特=京火災ノ防備 トシテm要ナル施設タルハ言 ヲ侠タス

而シテ今日ノ非常時局= 嘗リ防空的見地ヨリスルモソノ必要切賓ナリト 謂フヘ シ、然ル

= 今日ニ於ケル防火地区ハ未タソノ ;効用ヲ期スル主主 ニ主主セス今f材木ift 家屋ヲ以テ充満ス

)1 . - ノ献況ハ防火地区ノ :重要性= 鑑ミ甚タ寒心 = 附 ヘ リ; t - 所ナリ 1

事ｾ］帝都復興 ｆ 嘗リテハ防火地区建築締助金ノ 交 付並 ］ 低利資金ノ爾遁 ニ ヨリ テ ｬ 耐火建

築ノ 促進= 資ス ) 1，蕗ア リタル ニ拘ラス仮設建築物の除却期限十、荏( I T 延長 セラレ今日制其

ノ効果ノ期待スヘカラサル飲態 エア リ

大都市ニ於ケ; t - 防火地区ノ完成ハ都市ノ災害防備ノ線本策 エシ テ延イ テ岡土 ノ防衛上最

モ念ヲ要スルモノタル = 拘ラス従来何等之ヲ助成促進ス ル ノ:方策ノ 議 セラ レサリシハ誠

ニ遺 憾 トス) 1. - 所ナリ 、今= シ テ蓮= 之カ賓施完成ヲ期スルニ非サレハ悔ヲ千載ニ胎ササ

ルヤヲ恐 J 1.- 宜シク時期ヲ定メ木造建築物ヲ撤去改築 セシムル ト共= 耐火建築物ノ賓施 z

営 リ園家叉ハ公共園開ハ之ヲ楠助助成シ以 ツテ耐火建築物ノ造成ヲシテ容易ナラシメ E

之ヲ奨励スルノ途ニ出ツルノ要特= 今日= 於テ切賓ナ リト ズ

以上にて明かなる古川、 この映茜要作の目的は 、一般市民にコンクリ ート 建築の必要を

痛感せしむろにある故に、都市の全慢的観黙からでなく 、寧ろ{同k の建築が耐火的で&; ，る

こ t の必要を詮〈に重駄が置かれて居る。 そし て、{ 肉 k の建物の耐火建築化は 、やがて不

燃焼都市出現の第一歩であ り、災害 に劃する都市の安全の鴛に絶封に必要なる僚件で ある

t 言ふ こ主力: 結論となって居る。

製 作 の 経 過

最初この映讃製作の稜端 t なつTこものは・昭和 9 年夏の閥問防空演習直後、新聞活動馬

真社 より協合宛に詮られ? こ映器製作の勧誘欣に依る。

114.2  

以下映歯完成までの経過を逐僚的 lこ掲げることとする 。

1. 昭和 9 年 9 月22 日

新聞活動潟寛社よ b耐誕耐火建築相讃映郵製作に協力方を依頼

1 . 同 10年 5 月16 日

都市武装委員舎中に映描作成特別委員舎を設〈。



i 同 8 月 3 日

週間朝 日誌上含 以てH央郵脚本懸賞募集を行ふ 。

1. 同 8 月17 日よ り8 月1!1 円まで、H央副作成委 JJ 合幹事 2 名 l快前作成に闘する資料蒐集

の篤( 主 として 既成の ネガテ イブの Eいから本"灼12に利HJ し得る 如きも のを選ぴ I'P，す 矯)

::}:t京へ出張。次の如 きIl央tilt の中で川ひ作るものは朋ひるこ とに決定 D

大昼製( l 怒っ 特別航ささ演習

飛行機競技犬舎( 代 k 本) 近畿地方防室出t1

昭和 9 年度 3 都防空演習 聯合tL4般演習( 損松J

防空演習( 所得) 杢 寧 日本の偉容 ( 所得)

宰 襲下の 3 都伝説る防益出習

護れ大室

l泊町大火 記

事 務大謹災

躍 進30年

閥東大地震

1将岡地以

京阪7]( 客

L 同 9 月 9 日

ｬｦ ｩｬｚ募 脚本政選 、 幹事新名 、 ｉ 也 弁のほか に Ｎ 大 ｪｾ ｊＺ ｬ 計 ｅ 経常 Ｑ［ 前回栄二氏 、 松 竹 長 ｩ ｌ 道 太郎氏 、

1) ， C.  J .. ［ 俗ｾｬｴＮ ｦ ｦ， ｬ 平次Ｎｌ｜Ｚ ，'1-'， }比一

l色去の11111本は募集期日i J ｪｾ［ 約 ｩ 筒月 の短 り ｬ で めっに にも閥らす 、 総数 ＸＶ 通の多数 ｬ こ ｊ てり

何 れも 大関に 於て主主巣の 11(11: ] に添って ) u1こことは先つJ 以て成功 と百へる。般選の中山県

次の 4 篇 を入選i尉 IIi として越す C

建設せよ

鍛￱Ｚ￭Ｇｪ ｬ ｪｬｾｾＧ 讃

1 . 同 9 月12 日

不 燃 焼 都-rli

建築の秋

次 の 4 氏に依って上の 4 加を森茶のi:11i 来事級を決定。

若年芥員 7也 i ] 宜 氏 .F'，'  同 安 氏

衣 笠 貞 之 助 氏 大 道 弘 雄氏

I 等首選 建設せよ 野 原 喜 一 郎

2 等賞選 不燃焼者i¥計i 住 江 英

3 等 1 席 餓脳的議 E3 井 英 地

3 等 2 席 建築の秋 出
ム同 又 ｾ d: i  、

i  同 9 月中

l 等首選の脚 本 「主位以せよ」 を 1' ， C.  L 文担部総11府1基次. L¥: の乎にて トーキー・ シナリ

4 3  11 
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オ j氏に書き i白;す c

1 . 同 10月12 日

午後 8 時35分よ り「建設せ よ」の掴 11 にて牛のシ ナリオをラヂオ小説に潤色したも の

を、角座出泌中の新i反中出 IEj童、進藤英太郎 . プミ{ 保美奈子等のスタツフにて B K よb

放詮。

1. 同 9 月28 日

松竹、日 活 、J . O スタヂオ‘ 新聞活動潟箕面t 、p. C. L. にて入手Lの結果 、潟算化製研

究所 ( 1' . C .  L .) に落札、前記のシナリオ佐多少修正の上、製作に着手s

閥係のスタツフは次の通りである。

監佐 枝 正 義 良1; t最影 川 谷庄L f ' -

配役 企業舎社社長 近 藤 イ)1 興 吉 そ の 娘 潤 子 官 邸 !1託 子

建築技師野原新一郎 町 田 志 乃 武

タイトル ・バックには大阪の御堂筋及中之島附近 の風景 を挿入 し_ t &_ 閥東大広災記

念堂に参詣せる主人公及女不人公の露災の追憶 より始って . 耐火耐震耐風の理想的建

築第一小製校舎の中に、あの閥西の大風害を逃れて避難して来? こ群衆に向って . この

J j 串校同様の堅牢な建築を以て都市を満すこと の必要を主人公が叫ぶ場面をクライ マ

ックスとして 、 この映茜は終って居 る。

この場面を大阪に於て撮影する 震 に. 監督以下約10名の一行がわき' わざ東京 より西下

しT二次第であっ fこが. 主人公の芝居の背景 となるべき群衆を充分 に得られなかっTこ僑

に. クライマツクス の部分をや はり東京で撮 らなければならなかっ fこことは . 残念 ζ

ことと言はなりればならない。

J. fii J  12月24日

完成し? こる映誌を携へて P. C. L 経豆H部員来阪、同日午後 5 時30分より プ リミヤ・ハ

ウス の M G M に於て試潟口

がIJ も3 各 2，500 択の中に 、2芸襲を? 暗示する防主演習 し 地震及火災の惨献を紡出.¥1こら

しむる闘東の大民 火災 L 更に最後に閥西大風水害の貰泌をヨ lいて木造建築物の受り

る風害の惨禍を偲ばせながら、その聞にスト ー リ- { f 織込んで行 k うと言ふ のfごか ら

相嘗に無理な注文ではあっ fこ。

従って . 多少説明の足りない様に感せ' られる部分、筋力 2飛躍し過ぎ Tこと思はれる部分

が 2 ・3 箇所めるにはあっ fこが、この種の宣体映畜の出来栄として. 筆者の知る範同内

では先づ上乗と考へるべきにと思ふ 。

特に短い映番の中に 、 盛り搾山である ｦ ごけ Ｎ そ れに げ鑓化 に 富み 、 観ｾ え をして飽カ・し

めまる効果はこの映讃の l つの特色であらう。更に宜体映過らしい臭' ! 1 えを殆んとー持っ

てj苫ない紘 もこ の映苗の持つ強味の l つである。



芸大にこの映番製作に使用し? ニシナリオの大要をぬげる。但し貨際の蛾彬に首って . 追加

し又は削除し? こる 部分のあのことを誌に断っておき泣い。

シ ナ リ オ 『愛 の 設 計 圃」

登 場 人 物

l世 長 ( 或る企業曾l祉 の J

νヲ、声

の 娘 j問 二子

建 築 技 U:II 野! 京新ー・郎

労 働 者 十 五 人

其 他 一 十 名

避 難 民 大 ｾ￰＠

j監 1' t  

青 年 国

ＶＩＮ 、 Ｚ ｾ ｏｃ ，ＱＩ 主要なるＡ式投

6 1-' .1. 防空R演 習 、 約 2 分 llij

ＩＱＱＺ 苦ｾ ! なる場面 展 開

1 6 ラヂオ機よりパ y して阜チを! 日j に 従 長 I r欣 迭 ア ナ 少 Y ス !

と新ー郎とが主J 座 し て ゐ る こ( 熔 接 室 ) I  防 m航空f ノJ ア ナ 少 y ス

2 人はi ' t 車止 のま L 放足立を聞いてゐたが

や が -: i l 長は自 ら介。ち上 つでテ ヂオ グc1 1  

スヰツ チを切 る、忽 に' 宅内は静かに な ! rア ナ 少 y スLl : む J

る章者- RI; は テ ー プ'0 /.) 上 に 鍛 け た 設 計 |

闘 に 脱 線 を 落 す乙

2 6設 計 図 大 箆

36 新 一員1; が 設 計 凶 に U を注い でゐる. 副:

;長 がその純 子 に 反 り 腹 か け て 、 干がて

重 々 し 〈口を附 〈乙

4 6新 一・良1> 1人 の パスト

5 6  rυ 唯 一 D もノC1 1二建 築 で あ り 主 す 0 ・

" J か らil 長 の パ ズトになる 、おr"-UI;

ノ ｃＱ ＡＩｩ［ ｾＱＱ そ り も の λ 様な態度に従長 は殊

iOE に微笑をも らしつ λ いふ ，

社 長

「防火ｾ築ィ、燃焼都ＢｲＡ ｩ I  ｾ＠ Ir ノJ 持 論 で

もあるが、 一 般の輿 論 で t ある. ，

しいね」

新 一 郎

「そ うで ナ . VJ 諭 そ うで すJrl. ，:  ｾ日銀

だ けでなく 火 災 や . 恭 lえ雨干、 71，

ＩＮ ｾＺ・か ら 苦々を ［ｪＧ る恥 Ｍ ＱＮＩ ＢＨ のは ｾ

築 で あ り宅ナ 」

の

止

目

他

の

其

地

官

銃

行

闘

管

捕

川

凶

慢

雑

4 5  "  
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66 量士長と新一郎 2 入、 jiJ: 長 疋 ilJilifr 一良l¥iIi上

長 の額を 見張る L

76 新 一 郎 の バ ス ト. うつ 向 き加減 に聞い

てゐた彼は念に視線を上げて射 る様な

限で従 長 を見 る一一短かい カ ッ ト

8ム新一 郎 と世長〈従長正面〉

従長は つ ピけていふ

9 6新 一 郎 up 音質国 紳 経 が怪し〈 ピ リピ リ

ツ と引つ る。

ＱＰＶｾ ｈ Ｚ 長 ｔｆＮ 面 に 、 新一 郎杭 一 ｩ こ一Ｍｊｬ ｲｊ長 ｩ Ｑ ー

寸云 ひ憶さう に新 一郎 の視線 を避け る

様 にテ ープル の上 の設計 聞に 限を注ぎ

つ: . .

新 一郎 の 、額 面神経が又 ピ リピ リツと

劫 〈、 肩L長 は製 図面a : 1旨 で 指 し りZ ら

従長

￭ｾ ＧＱｪっ て ゐる ｯ ｾＧＱｪって ゐるだからわ

しとて も都市 防空そのものには 決

して反霊堂はせん」

雇士長

「が ・・・ー然 し ・0 ・・ z理論 と1主際 とは 自

づ と奨つてゐる 、 わ しは合員土の用上

長 と し て 技師 の君に主主ふ の ぢやが

... J  

従 長

「沼 のこ の設計闘は同時に工事 施 工

の方針を示すも の だからわしは長

い経 験 か ら- l怒m j 宝主差是正云ふ立

場 か ら君の 設計闘 を修正 しア見た

いのだ J

新 一郎

「判り ま した一 一従 長、で私 に 如何

しろと 仰 ;(r:る のですか」

社長

「君の この 設計 の一部 分一 一ほんの

一 部 を 番垂直 して賞 ひたい のぢ や

が J

新一 郎

「と 申し ますと J

11 6 設 計聞 大第〈七 リアの 尺薮 だ け) I ;ij: 長 の務

12ム従長 と新 一 郎、新一郎を E 函 に、if f:長

の指先を見つ め乍 らと み上げる 感情を

耐 えっ L 聞いてゐる . 量上長 は訟を 縦 1)"

る。

「乙の地下泌 を取 り止めて 一 一 そ れ.

から ζ の部 分 を木造 建 築で聞に 合

せて一一一こう っと 一一一 それ か ら一

一 一 」



( 短いカッ ト〉

;iif 長 の指先きが引込む

136殺 到 聞 大 震5

146 新 一郎 の up ( 苅習の色〉

156 量士長 の パ ス ト、 妙に判7笑ひらしい笑み

をたピ よl士して

i 6 6新 一 郎 の up

17ム設計随! 大主主( 直 <. w つで〉

18ム ( ¥¥' っ て〉、木治家属の Tli 11' J に豊島る ー

一短 か く

1 9 6新 一良11の II P 股が災様に光る堪え られ

ぬ様に Ｏ Ｐ を寄せて ま 日に手を ｾ ｾ ［ｦ ｩ て る と 共

に物縫い地鳴り ｾ到 Ａ

言士長

「この 溢をも う何とかi I 有J {J. Iこ行 〈ま

いか」

;1li長: の率

「一つ考へて1主ひたい の ぢ宇が一 J

員士長

「ど うも来い ものはれ忽 にの み走り

たがる ので図る J

2 0 6 同時 に大音響 と共に倒 援する 建築物 ー | 悲 鳴

21 6 新 一良11/) 獄 、短 か く

22ム物 の下E泣きとなっ で捻き= i if し む 老 婆 そ | 叫 喚

の他

23ム泣き 叫 λ二小 児

246 燃え上る市街

大混E害

2 5 6傷 つ き笹1I れ て救ひを求むる人々 | 悲鳴

2 6 6倒援する建物 | 叫喚

2 7 6逃 け. 惑」、街ノJ 人々

〈以上カット を短 か くフラッシユにて) I 大混採

286 新一郎 の鎖 、常時 を;l [ 想する切貨なる

表 情、利々 」、 るえを帯びた語調でい 」、 | 新 一 郎

ヌ9乙 ntt 長 と新一郎 、量士長は 華rr 一 郎の良飽き

「父や母 を、 そして妨 鵡 まで も一一

あの恐ろしい大震災の 鴛めに失っ

た私で す」

に呆然たる表情、新一郎 は綴 けて | 新一郎

新一郎 の限には涙 が光 って ゐ る彼 はや

がて ツト立あがる 、そ して決 心の色 を

示 し て

「私 は祭校を出て十年間倒れない家

箆けない家をまをる震の研 究 を夜の

目も 段ずに続 けて来た のです、 量士

長 のお1'.!P. 想 を唯一の 額み に一一

それが今 i  

現1' r主 義の:f.t に一一熊は 一一 僕I . t I  

一一ーそ の 現民主 義の Ｑｾ めに 親姉ｴｙｊ ｬ

地 1¥巴リ

大音響

雑 音

47 11 
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iて餐 った言葉を. . る君事には行き主

せ ん J

新一良r ，

「従長一 一私 l土ノト夜限 P やめさせて

従 長 はあ ま りの突飛な 言 葉に闘を見張 | 頂きます」

る。

Ｓｏｾ＠ ｾＮア の 外Ｎお ど おどしながら中 の 様子

を案じてゐた令縫の調子は極度に鴛〈

Ｓ Ｑｾ 元 の 内部 、 力な 〈 新一郎はうなだれ乍

ら、 扉の方 へ歩み寄る 、貢士長 が り 。 I従 長

続長 のおだ宇かな言 葉 に新 一 郎 絞 り 返

ったが直〈・商を伏せて無言、と の一瞬

静 寂 を 破って 、潤 子のす込り泣 く擦 が

「宥はまだ若いん だ一一今夜の事 It

此揚つ切 P に してよ 〈考へ て見て

は ど うかJ

ドア の外より洩れ て来る、それが堪え | 令嬢 5 す. 1. 1)泣 く募

られな 〈な った様に次第に害! ! し くなる

量士長 の 音質 が一 層深いｾ慾 にｊＡＯ Ｑ さ れる、

す λ り泣き の擦 が次 第に消え ると突然

量士長は事寺子を殴れてドアを聞 け る、同 I  rお父棟一一j

時 iてよろけ る身櫨を濁子は量士長に鎚り

害f l J 哀願する擦に飽きつい従長の額

は望書愛にあ」、れてゐる新一郎は深い籾

息 とと もに際か に 目話すると念いでm，

の外 へ、 そ してピタ ワ閉める 。

32L >廊 下 . ドアの外 、新 一 郎 凶 切 に 去 I r新 一郎さん 」

る、 中 から 、 調子の裏 I  r新一 郎さ ん j

同 時にド ア を開 けて調子が;11ひ 鎚 る 絞 | 従 長

に飛び出る、最長がそれを制 して抱き I  r潤子一一一」

寄せる。

調 子は量士長 の凋 に位 < F.O  

33ム Fi n コ シ ク P ートが ミキ サーか ら鍛 l前

に流れ込む、それが高い鍛塔を昇っ て

行 〈、 キヤメラそれにつれて一一一

34 L > スチーム .r- Y ""7 【を打って ゐる 新 一郎

( 努働委〉

356 遡蛍せる1 ' . r 笥 2 3  

36 6 } E午 のサイレン O.L

376 0. 1 ，都市防空建築の設計闘 の懸賞募集

ポスター が 風に採 られて ゐる 大潟

音ー

事止 普

その音

聖堂 舎

管

粥f 管

サイレ y



38 L  4・5 人 D 努 働 者に交 って緋 lr を食 って

ゐ る が『一員1¥が それに引っけら れ た 様 に

見 入 っ てゐ る、傍 の qlが不若手気に新一

郎 ノJ 税線を辿る 。

39ム例 のポ スタ ー 大 潟

406 それ と知 っ た 傍 の 一人 が 突 然 大 量 〈裳

ってひ P かす 、一 同もそ れ と見 て 笑... .。

新 一 郎 、一 寸 て れ て 笑っ たがど うも鋲

l てなるら しく 然苦f 箱を抱えた( 哉 、主Eη

方 へ 行 〈、 みんな が笑」、

4 1 6 ポスター のjJi J に: 11: って 居 る 新 ー郎のまH

4 2 6 ポス F 一大潟 F . O

4 3 A新 聞 大童話

新 守山1¥の筏 民 入 。 に て 1 ｾ ｉ筑間 ｾ ｉｾＧ ・ ｩｩｦ ノ九 日

本 語; ヂカ デカに出て ゐる。

44 A 水 道 口

2 ・3 人 の 努 働 者 と 共 に手 やま耳を洗 って

ゐ る 新 一 郎 の虚 ヘ ドヤドヤワイワイ騒

ぎ乍 " や っ て 来 る. 前 り努 働 者 逮 新

立1¥何 事か と鰍返 る、皆んな口々 J こ1. . ...;、

i新一郎 流 石 にハツと して念ぎ新世停を取

り見 る。

Ｔ 日 ａ 新聞大 Ｇ ｦｾＨ ・古事大竜< )

( 大笑〉

甲

「おド、ど うでえ簿 - 1: 一つ感募しち

宇ア」

乙

rif 八、 っ ょ っ d ・ど 型軽 って や ア がら

ア J

丙

l あの野 .all - おいら イ中t : : J ぢゃねえ

や」

T  

「しょっちう 、 横文 字 の本 なんか ペ

ラペラ 緩 む ん だ か らなア」

t見聾

ｭ ｾ 事

「えれえ ぞ博 て1τ一一_ .ij' ;・2重だ、ぞ 、 .  ｾ ｉ気

側 一政 側

お Wl l : l 皮う 、々々々々々々々々 」

華在 普

事作 普

49、"
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46o 流 石 に熊 L: 械な新 一郊のま耳 ( かつて見

ぬ明るいま耳〉

47o 大勢がワイワイ寄ってたかつて遂 には

胴 上げされる新 一郎、 わっ しよいわ っ

しょいと鎗ぎ廻 る 大 隊 ぎ ド. 0

48 o }<'. 1. 手紙

潤子‘ よ り成功を脱した手紙 の文

面 O.L

49oO. L  手紙 g績 んでゐ る新一郎 の パ ス

ト鰭 しそう マあるが緊 裂 した凱でもあ

る。 F. O

50o F. I  手紙

新一郎かち潤子に主主っ て返 事の

手 紙 0 .1. 

文 意は

「まだ まだ成功とは行かない、 た ....1首選

しただけです 、今 後 2・3 年聞 の成 り 行

者を見 て 下ｾ ＢＢ 食現 の 暁 こ そ ぽ んと

に事 んで下 さい・ … J

51 o ().L 謙んマゐる 、{!'.' -f J .) 獄 、絡し相

ではある が矢 つ張り緊滋味があ る1 ".0

52o F.I  事校重量築一 一工事中 、食箆 F.O  

53o F. I  新聞記事 の 大ｾ F. O 

耐震耐火建築の第一小製佼の落

成 について設計者新一郎 をた L

えた記事の ヂ カヂカ

54 F. l  澗チからの手紙 の文 0. 1. 

Ｑ 昆 ｾ

普

わっしょい

々 々

々 々
粥k 普



狂 客 して 成 功 を観 したも の病 気

の父もあなた の事を 云 ひ っ Y け

てゐ ます一一

55 .c.. 0. L 讃 ん で ゐ る新一郎

今 度 こそ陥んとうに鎮 し相 な 額 O. L 

56.c.. O. L 潤 子の満面客ぴ に溢れた音質、直

ぐ叉 O. L 

〈禽蔚をノ、ツキ F せず何かを W らして〉

57.c.. O.L  宇つれた量士長 の淋 しい後 笑 0 .1，

( 前に同じ〉

511.c.. 0. 1， 新 一郎の 淋 しい徴 笑が富i ( '又 明

るい朗 らかな倣ーに なる何時までも手紙

に見入る F. O 

59o F. I 東海道を西 に念 行 列 車 の薦選 0. 1，

60oO. L 潤子 が二等寧 に窓 外 を眺 めつ λ

， ｾ 想を衝 がき な が ら 、可Ａｦ ぃ 浦息を つ

〈。 、v

6 1 o W 市 街の1 z 示板

大 暴 風 雨 襲 来 の密 告

62o O意外怠 の疾 走

63o線外を見る人々

64o 見る 人 、々 古賀々々々

65ム街角、掲示板 に主義 る人々

6 6 6銭 外 慮 の疾 走

676 銭 外 の大篤一- F . O

68oF .  in ｾ県 雲が非 常な速度で流れる Ｐ

69 L>. 慌た r し〈脊年闘が かけ闘す。

70ムラヂ オ械 の前 に不 安の額 を 見 合 す 家 族

の人々

71 L>. 衡 の雑 跨 一 一

72L>. 消防が繰り出す。

量理外 ｅ 暑 の ｾ

電量外E置 の .

型車.i ! :、 E座、 々々

雑 音

ア ナ ウ y ス

f¥J!i: の者

R耳t の菅・

事案 管

鈴 の管再現 〈

鈴の普高 〈

事牲 者・

鈴 の 者・

雑 音

華社 管

雑 音

華社 管

l 消防白鋤J f 1 :

:5"  ｾ 削



支... 

E 司青葉73"" 慌 た だ し〈 かけ出す 人 々

v:. 

c.  t:fI .  

「 負ｻｪＮ 小ｾｾ帯主 へ

々 々々々々々」

「第 一小拳校へ

74 ;.: 、智治・が容を か" して UI い:

75 ;:，. 脊 年 閥 均; uq.んで ゐる。

人 々が その方 へ かけ出す 。

主寺溺t

々々々々々々々」

鍬 の脅

飢 打

雑 音

76d. lt 鎖 楓釘

パ- : . '77d. 第 一 小 宰 校 の全 景

78d. P A N  11、豊島校の入口若手集がき雪崩込む。

79 1:'. 衝を走る人々

混率、雑音

それが次 第 に 静 か にな る

烈 風の管

80d. /1、撃校入口群集が抑し寄せる 。

81 d. 第 一小祭校 の中

不 安 の随で見交す人々

次 第 に;募る風 の普 r.! ! 風の音

怒 徐 町〉 管82 L¥海 岸 、怒 擦 が押 し寄せる 。

烈 風の 普

烈 風 の 音

8 3 6街 路 樹がぎ!!風 に吹 き捲 くられる 。

84 1.:'、電 柱グ) 1-，部 がヘ シ折れる。

85 ( 第一 小 暴 校 の入口

シャ・:J 91 ーが下り る。

風の 音

風の管

倒援する 管

大管理聖

大震動

866 第一 小祭校内、 ます ます猛威 を鍛ふ 物

ｲ Ａｩ ぃ 烈風 の 目 ｩ ト び 、不 安に お の ｾ ( 人々

の散々々、附近 の建 物 の倒援する大管

型車大震動

大普響
87ム部 分 的 の人々 の額

大昔型車886 部 分 的 の人 々の鎖

上同89d. 悶トー

上同90d. 悶卜

.C  

烈 風

火勢雑音・

難 者

倒壊せ る音

烈 風 の 普

卸1覆 の 音

型! ! 風。渇念り

大普型車

烈! ! ! . の稔り

同91 d. 向 上

92d. 市 街 燃へ k る、火災

93ι 倖1) 捜 す る 家 尾

94ム 自動車が吹曹飛ばされる 。

95ム"51賓の培がへし 折 れ る。

96d. 小型巳校 内人々 の不安な 額

いよいよ・猛 烈 を極 める烈風の香

大難者
97 d. 倒 製 す る 家 摩

大雑 音

音

風

る

ト
L

市

」V
・4

4

烈

幡

宮

間

同 上

98ム小準校内部人々 の額

99d. 悶 t

10 06 問. 1-_

10 1出 向 _l". '

11 62 



10 2 6同 上

1036 外 慌 の物 淡 い 普 響に人々 いよいよ 騒 ぎ .

>>. てる。此時突然域上に 突 立ち上 る 新

一 郎 、 騒 <. 避 難 者 を叱陀する如 〈大 要

に即l ょこ。 I r皆 さん静かにして下さ い J

104ムハツとして群集の中か らま買を出す潤子

up 

105 o 新 一 郎ーパスト

106ムハツ と して若手集を押し分け前へ出ゃ う

とす る潤子

107o それを 見 出 し た 新一郎 のf尽き

108o 百 高 の 味 方 を得 た か の 潤子 のま百

109o 新 一郎倫も山| ぷ。

風雨の普いよいよ猛烈 を鍾む。

新 一 郎 壇 上 に立 っ たま L 下 り 様 と も し

ない 。

110ム遜 縁 者t工会〈不安去り宇 らぬ も 漸 次 静

か にな る 、 風の音 、 猛 烈 を 極 む F . O

l 11 o F.  in ( サツと〉アイリ スイ y

税外、童話貨同記事 W 

1I 2 o W 倒 捜 せ る 事 絞 O. L

113o叉 、 皐 校 O. L

114o 五重塔 O.L  

115ム民家の 倒 製 惨 欣 O. L  

116o j !{京 の顛橿 0. 1， 

117 L::s 問 O.L  

118o 同 O. L

等 々 短 < O. L にてス ースーと獲へる

こと。

119o O.1， 何 事 も な か っ た 様に貴重然と立つ

第一小拳校、校庭に は鰐 奇 と し て 児童

が遊んでる。

120ムこ れを眺めてゐる新一郎と i向子、絢子

が 鰐 し 叙 i亡新一 郎 に寄 り 添 ひ 一 方 を 指

し乍 ら、 おびえ た表情で

「安心して気を落ち付 け て下さ い、

ζ の拳校の建築は ζ れ しきの 風で

ピクともするもので あ りませ ん、

経値安幸? を命にかけて誓 び ます J

「この 建物 は断 じて倒れ まサ ん、 と

の建 築は断 じ て 鎗 け ません、心を

落 ちつ けて風の止むのを待って下

さい J

「そとまで来ると自動車が吹き飛ば

されかけちゃったもんだか ら夢中

同 上

烈 風

大震 動

大雑音

烈風のｾり

物 凄 いt . l 風の

香 、 倒 壊 す る

大 智 響

地理聖

烈 風 、 倒 援 の

物 凄 い 普

けた宇重しい

務 外 の 鈴

費持

費終

事終

者経

事終

53 11 



向子は主E繭 感 に事寄ってい」、 、 そ して 校

で こ λ へ かけ込 ん ぢゃ った のよ 、

それが ft9j然にも あな たの設計な さ

った撃絞だなんて 、 ほんと に脊 蹴

だわ ねえJ

比ー の方 へ 目を移して I  rほ む とにあなた の お かげで どれ だ

潤 子の 言葉に新一郎 がいふ。

新 一郎 の 雪 禁に尚 子 、 積 も し 然にほ λ

け 人の 命が JYJ かっ たか知れないわ

あの 子 主主も 何事 も な かっ た 様 にあ

んなに無郊気に遊んでいる んです

もの J

「一 つや二 つ出来た っ て駄 目です 。

見とって下 さい 今に 日本中の 家 を

倒 れ ず幾 !t ず主主れず の家 に して見

せま す よJ

笑 み つ; . I  i ぽん とにそ うし たいわね えJ

二 人 は前 途の希 望 に燃 え てゐ る、鉱 を

警警へ た 新一郎 I  r  u- 父様 が 心 配 して い らっ しゃ るで

二 人 は歩 き 出 す w  

12 1  L:>東海道・線を東へ東へ走る汽車

ｾ草 に Ｗ￝ って 建設せよ の タイト ｊ ｾ サ

ツと起る F .O  

せ う、

鍛議の 開通を待って直〈・東京へお

ｦ ｾ 与し ま せ う ｊ

羽子

「え・ーー」

( 終り 〉

最後に、こ の映番製作に 際 して、 1) 、思校合の併入 . 青年圏の十日集等に特別の御輩力金賜

つ に 阿 部頴則 氏 Ｎ 高 津浦氏 、 稲田摘一郎氏 、 杉 井 鍛 男 氏並 に ‘ 種 ｫ な ｬ ￯ ｪ ｾ 折を願つ Ｑ Ｚ 息校の

職員の方 k . 青年圏の方 k 等 l二、誌に深 〈謝意 を表する次第である。

( 1936 ・1 ・20)

11 .64  



透 視 圃

南 北 断 面 圃

神戸市会曾堂建築股計懸賞競技一等普選者圃案・武田惜三 55 11 



l 階 平 面 圃

@  

配 置 園

地 階 卒 面 圃

} 「

j :j F21J; 軍¥LJ di J JF

Ａ ヂ Ｇ ｉ ｉ ｾ い てう呂田ilf=

，- 5 6 紳 戸 市 公 曾 堂 建 築 設 計 懸 賞 競 技 一 等 賞 選 者 圃 婁 ・ 武 田 健 三



2 階 卒 面 圏

3 陪 卒 面 園

4 階 卒 菌 圃

一一下 ---....r-一一ー「

屋 階 卒 面 圃

… 鵠 … 一 一 武 田 働 三 5 7

11



透 視 園

ｾ ＮＢＮ Ｚ ［ＮＮ ミ Ｇ Ｑ ・叩ーｾ

イ ロ 断 面

地 階 平 面

1158 神戸市公曾堂建築霞計懸賞競技ニ等賞選者圏実・望丹畏興



1 階 卒 商 圏

2 階 卒 面 圃

3 階 平 面 圃

紳戸市公曾堂建築設計懸賞競技三等賞選者圃窓・望月長輿 5 9 IJ 



横 断 面 園

地 階 平 面 園

ｾﾭ ， 

透 視 園

11 6 0 柿 戸 市 公 曾 堂 建 築 設 計 懸 賞 競 技 三 等 嘗 選 者 圏 案 ・ 今 井 猛 雄



1 階 卒 面 園

3 階 平 面 園

2 階 平 面 圃

- ・・・・ 0

4 階 卒 面 圃

紳戸市公曾堂建築設計懸賞競技三等首選者画案・今井猛雄 61. 11 



透 視 園

、

断 面 園

11 6 2 脚戸市公曾堂建築設計懸賞競技三等嘗選者園案・井上正男



地 階 卒 面 園

一寸 一一一 一 一ー， 一 一ー

1 階 平 面 園

2 階 平 面 園

3 階 卒 面 園

一 一 懸 比 一 案 井 上 正 男 6 3

11



佳作 ・大 智 誠

-_.- --_. 
一 . .  

e  .  
- ・

- 一 一

佳 作 ・ 奥 田 譲

Ｂ 下叫 ｾｲ ‘ ご γ Ｎ 一Ｍ

.  

r  -

佳 作 ・ 柴 田 太 郎 佳 作 木 村 平 五 郎

11 6 4 紳 戸 市 公 曾 堂 建 築 設 計 懸 賞 競 技 佳 作 園 案

ー ・ r

ｾＭ 句 、 ､

.  
.  

、



l 園 際 新 建 築
*  

ｾー ＭＭ｟｟，ＮＮＮ

....... ・
， 

園

田

口

園

田

町

一

写

一

四

工 業 地 域

防 業 地 域

住 居 地 域

JEE 地

敬 令

公共又は牛公共建築

公' 1 L ｾｾ校敷地

壬ｾ ｾｩｪ＠

土地阿波の 比較 研 究 New  J ersey Ci t y: に於て選定された .1 2J ! 方哩の 既 存の市街、

比のl芯域は之れまで土地開設に到する何等の指導を 有しない無秩序のま ふの滋遣に

まかせたもの で ある 。

無指導 1'':: 後遺した場合と 、計mと指導の¥& 普ーとによる設計で後遺し ?と揚合とを 比 較 研 究す る 矯 めN

e w J ersey の闘土計控局 CState Pl anni ng Board) では Ne w J ersey  Ci t y に於て 、秩序ある 量産主主が経

済的でR つ利益である事を指摘すベ〈、代表的な 1 : 平方眼の土地が選定されw ; 劉整 理 を行 った 。

第 1[話lの 入 プラ y は現況阿

貫主 2 ｲｲＮ ｾ Ｑ の ｂ 7 ・ラ Y は符設計 I湖

此 の A 及 R の各々 の 7 ・ラ y が各自それぞれ の特 質を 物託るであ らう。

費地又は間 口債の減少がなく 、再設計に於て25パーセ Y ト以上街路の延長を減ずる 事によっ て 、街

路改良費だけでも 400，000 iJ l: 以 上 怒 費 を 節約し得る 。

公共用地として殆んど60早ーヵー の土地が地債の 帯加 なしに 、公闘及遊戯場として獲得され てあ っ

た。倫 簡 翠 に分離出来ないと して も、再 設 計 に よる他 の もの λ 節約と利径と云」、のは 、地 下 の; f.1J J自の

事 で、即ち上下水-.&.Jじ新等の設 備 に よって 適住性と能率2え絞併の改善と云ふ ことが獲 得 られる の であ

る。B のプテ y では 、近 隣 の 安 全 さを保鐙 L 、更 に 自動車の駐車場を用意 したり 、或 はより ー暦 商 業

地域又は工業地域の能率をゐげ得る準備をな す のである。

1935， 11， 18，後 行 の 事 業認 iil' Hこ倒する最初j の年殺によ る と、1苫局は次の 虫日 〈連事明して 居 るo .Jl nち

11公 共 財 産 の浪 費の最大原因及都市生活の不t ! と並 に不 illf の主たる原凶の I は都 市 計主主のまづきと 、土

地量産展 l亡霊すする骨王里の不 充分さである o ニi二地の細 別 設計のまづさが 、隣接ナ る土 地と土地の問を裳

65
11 
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&主J

島丘j

金ニ司 令

第 2 圏 第 l 聞 の同 じ区域を 修 正 して新 1-;: 街路 計 箆 を絡し た もの。 此 の プラ γ は泡住広域の

舟j 図 を 改 良 し且 つ変 地 とし ての分割 政 地 を減ずる事なし !( - 設 計のよさ とW; l I DJ 計貨

の指導 と統 制 が如 何 に闘賞主主を経減 し得る かを 示 す ものである 。

列 に しなかっ た り又 は街 路幅員 の決 定に狩し て科接 的 な扱 ひ方 が飲 けて 居った等の理 由に よって 、

町村 の支鱒 すべき 経 費 の卒 均の 10% か ら 25% 又 は それ以 上が、街路改良費又 は 地下埋設物等の

お めに支梯 はれ る費用であ る。此 の司王は浪 t' l以上に 更 に惑 い 事である 。 交主主 の管 理が行 き とピかな

い:!tめ住 居 地 域の近 隣が破 製 され るか若 くは漸次退化し て行 くの を早め るかであ るが、. 同時 に商 業

及工業 地 域 の能率 をも 減 退せ しめ るの であ る。必 要 と しない街路 の街路政争 は、母島校敷 地であ る と

か 又 は公 園 及遜 戯場 とし て 町のホ ｪ 盆 の ｾ めの資 源 とさ る べきである グ

11土 地開護 問題は Ne w J ersey 洲に於 て I¥l: 頗 る緊念な ものとな って居る 。 で幾千エカーも の土地

が、大都 市地綾又 は避 暑地域と して綴 怒 され たので あった 。無秩 序 に して且 つ 不 経 済に盤 怒 され て

居っ た是 等の多 くの区割割は 、結 局 将 来 1<こ於 τ 、住 居地域と して相態し く、或 は経済的 な サ ー ビス

が可 能であ る様にな す べ〈 、競技設 計 に附せら れ るで あ ら う。幸 に も、是毒事の多 くの土地 は、未 だ

f古Tほ米 関重量 の獄態で残 されてある と云・ふこ とで、 針盤局1f t . . 公共管理 局 は、事 業 着手 に就 て地主 の強

い協調 を逝 じて 、最 も都合よ く計壷 をな し得 るか、若 し 〈は 更に理 論的 に改 造 し得る かである 。然

る1:: ，地 区 内にIl.'e に存 在しア居る こlて地 の大 部分 が設計 が まづいのと 、 それが盛女地と して区: : tJ さる

べき 他 の所有地 へ 接続 し て 居ると と で ある 。 此 の 新しい Ｅ ｾｬＱ ｊ 計 ＿ 君主 ｬ て 封し ず 充 分 な る 注意深 い 指導 が

なさ るべ きで あ H と。

同土 針盤局 と し て は 、 ｟ Ｑ Ｍ Ｍ 地 開後者又は管理者 の ｾ め の案内 と し て 役 主Ｚ つ べ〈 推穆 に 慣する支配者 を

用怠する磁を主主 じ又は こi二地細見1] の継 力 の主 な る行使を制禦する事 を沼じ て更に高踏的な修正が可能

である事を指摘して居る 。 ( F r omAmer i can Cit y. Dec. 1935. 亀井幸次郎〉
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平竺

2 ヨジ ヴドト

8 ft;仇.tt

詳 細 圃

立 面 圃

断 面 圃

" 6 8  . ( スイス) F. Haussm岨 n 向 磁 器 工 場

チ ユ ーリツヒ に新 築 さ れ た 此 工 場 は

地 下室 が 原料 翻 製 場、 1 階 が工 場 主

製 品 置 場 と 路、2 階 は家族 の住 居 と

なって 居る 。構 造 法は地 下 室は 鍛筋

コ ' / P  1) ート港、 l 階 2え2 階 は木 造

で 間 柱 を 建て外 壁は2 1ミ・リと22 ミ習

の壁 板 2 重 政 り、 内 壁は壁 板 又 はテ

ックスを張る。そして その 中|悶に防

水 紙 を 入 れて総書まと冷気を遮断す る

屋根はフ ローリ ングの 21立張り とな

りそ の 中間 に炭化線維( 泥炭〉 を詰め

る 7 ロ1) ' /グ の上面は 3 暦 の防水を

施 し、秒剰を撒〈 。天井はテアクス

を貼 0 防 水 紙 の遮断層ある こと は墜

と同 様であ る 。 木 材 の 大 さも規栴 を

造り間柱と窓益が同械であ る。

( D回 We r k 誌 1935年 12月続よリ

岡田孝男 〉

建築家 Max  Ernst  Kaef el i  
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務 曾 ( 第 1 副〉

時 1月8 日午後5時 15分 - - 8時

1抗 協合倶楽 Ｑ 封 ￭ ｾ

出 席 者 理 事 安 井 則 合 長a

監 事 津 田 監 事

常 務 北 垣 主 詑 阪 U 主 記

中海主記 中 西 主 記

内藤主記 カ日国主 計

作 |日l主 計 ｲｾ｢ ｪＨ 主音 ｼ

新名制; ，j ifdf ぬ 聞 編 斡

本 多綱 斡

議 事

l 昭 和 11年 度常 務 合 定 例 日 決 定 /) 件
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許吊&‘' 
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i議 事

l  昭和 10年度? 言語年舎 上 り引総 事 項に闘す る1'1
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3 常 設、特 設 委 員 共 他の委 員 選 定の件
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白書f) 橋梁課〉

法相主厳ー君 港 区八幡属中i J I l 3 ノ114 ( 陸軍治兵
西 森 一男 君 東 区 東 阪 町478

廠大阪工廠技術採4毒患鈴〉 根 岸
担 君 佐 吉区阪南町西2 ノ26( 厳河繍梁製

飯田銭二郎 君 府 下 吹 田 町868( 闘技工務所〉 作所〉

大久保幸 男 君 京 都 市 左 京区連護院西町 17篠 山英 根来
弘 君 府 下 豊 中町新 免205ノ1 ( 株式合従

三方〈京都府管繕諜〉
大事字組〉

大崎
究 君 紳 戸 市 須 磨 区 村 雨 町6丁 目2 ノ9( 紳 畑

政 七 君 紳 戸 市林 聞|説凶 山町2 ノ2a( 畑工務

戸市谷繕諜〉 信〉

大 海 丈 夫 君 府 下 三島都千里村千車山 128( 大阪
藤谷茂二郎 君 京 都 市 左 京l選 F 鴨参倉町2C( 自営 j

市徒指民局荷主主鎌道建設課 〉 繭 井
編 君 尼崎市西向島田r299( 兵庫県長武庫郡

河話量
寛君北 区善源 三 ｾ， ｬｬｬｲ Ｓ ノ ＴＵＨ 大阪 市水道部 大庄村小事校設計監督〉

技術課〉
別 府 例議君 北区海上江町5 ノ54( 土木建築設計

香山
毅 君 府下次回町泉町3294 ( 大阪市電気 請 負〉

局高速鍬皇室建設課〉
保木本信二 君 住 吉区松虫通2 ノ43角谷方( 大阪市

貨資院 経主主 北区角田町33 ( 阪念電銭株式曾量土 校関建設所〉

地所課〉
三宅 利 雄 君 府 下 三島郡千里 山809( 大倉土木株

ｾ海 m允 君 普渇賛助員 よ り担堅持 式含量土〉

黒s 春 巴 君 住 吉 区 松 虫 逝 l ノ43角巌方〈大阪市 宮谷 革真市君 刺t 戸市葺合1豆機上沼6 ノ2?( 重量築 諮

臨時校闘建設所〉 負業〉

倉 持 勝 一 君 西区土佐刻2 1 2消7lt 組大阪支庖内 山口
潔 君 住 吉 区 西 今川町6 ノ50( 大阪市官時i

汲 川 鋪 太 郎 君 住 吉区住 ノ江町252( 長谷部竹腰建
局高速鍛主主建設課〉

築事務所〉
安 井 i原 一 郎 君 京 都市 ヒ京極護屋町出* 下ル 〈長

神高奇 良治君 東 区 大 手 通 l ノ26松村組内 ＧｩＺ ｾ書官 竹腰建築事務所 〉

杉 本 忠 勝君 京 都 市 伏見極深草稲荷5( 自替〉 矢代幸三郎君 府下3豊中町領塚246 ノ1 ( 大阪市役

須 藤 員雄君 北区堂島中2 ノ39( 渡 益量節建築様君事 所〉

所 〉 吉田 邦一君 西 淀川極海老江中2 ノ58( 大阪市校

末問書子松倉西淀川医花川町附属( 建築務負業〉 河建設所〉

図白 熊市君 東淀川区南波町2 ノ50( 土木建築設 吉国九州 労務 東成区林寺町274 ( 朝永建築工務

言f 請 負〉 所〉

: J ! ! i 内英雄君 南 区北 桃谷町45
横山 三四次君 府下豊中町雨量量木472( 大阪市公闘

‘ 国
勝 君 普通賛助員 よ P 書堅持 課〉

出島幸 四郎若 林戸市加納岡p ノ70( 大阪市校倒設 米国光太郎君 旭 区今扇町67( 米 国建築事務所〉

建所〉 若松初 三郎 君 利i戸市 須 廃l池上中島町3 ノ1 ( 土木

土 井 久 二 君 東 成 凶 勝山泊91・目 91 ノ16( 大阪市 建築請負業〉

校図建設所〉 地 方 . 員

中谷 甚ー若' 京都府宇治郡宇治村木幡字西浦( 米 野 一正 君 東 京 市 小 石 川 版原町 14 ( 東京帝闘

陸軍造兵廠火工廠怪盗掛〉 大男性聖子終課〉

'1

'

凶 十ー君 住 吉区杉本町539 ノ1 ( 株式合従大 溢 美
4it 君 大津市下百石町30 ( 滋賀県系建築技

林組〉 手〉

中 村 武 雄 君 旭区森小路町649古谷 倉義方〈大阪
大谷

;助君 大牟岡市大高町29 ( 合資曾紅白!f7lt

府建築課〉 最且〉

成問 昌 弘 君 住 吉隠松虫i J I l l ノ43角屋方〈大阪市 大明 義隆若 ;東京市芝区西久保桜川町 1( 自管〉

校関建設所〉
大野木? J 6 逸材 名古尾市上名古摩町7 ノ48( 伊 藤 工

凶 l反 直一 君 T(.f 下茨木間j 茨木 1039 ( 大阪市河 川I 務! 苫コ
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語111吉 賢 一 宏 兵 庫 県 系印南郡東紳吉村 紳吉 1491

後 藤 勝 男 君 名 古 康 市 東 隠千種町南畑48 ( 株式

令 枇 誠工会 〉

科聖子 疋- ' f l 京都府奥謝郡栗問中{ J -.司 ( 央海軍

建築部舞鶴出張所〉

谷内 弘 次 君 和 歌山市字須2( 合費含量J: 清水組大

阪支医〕

徳間嘉作君八脈市ｔＱｾ手管原町役 ＲＹ ノ ＲＨ 合資合

量t清水組〉

tZ土 原 宗 行 君 金 海 市 上 鶴 間 町4 / 2 1 3 ( 文部省建

築 課 命i軍出張所〉

森 岡 正 雄君 名古尾市東磁花田町2 ノ23 奥田佐

一方( 変知厳密繕課〉

特別賛助員

河 野 金 秋君 来阪北苦言3ノ13 杉本製作所大阪U:l

張 所

西村 制 治 司ｾＮ 西匹新田I 南i i I15 1 16( PH和鋼管加工

株式合彪〉

普遁賛助員

安藤ｾ三郎君 岡山市南方E4( 自替〉

家石 昇・君 JfL成隠中本町489竹内一男 方( 大阪

工廠技術課替遺掛)

和泉 了一君 旭限的里子町212ノ1 ( 第 4g市閣忽flll

部〉

悶 f垣内自信I l " 北区東野田町2 ノ18松任次吉方( 第

4師閉経理部工務科〉

西江 孫子t :1ヒ区海 上江 町6 / 50( 大阪工廠技術

i保管溢鍋〉

村岡 繁規n 京都市伏見区竹間 内畑町260( 宵内

省内匠祭出張所〉

山間 勝 君 四日市市千歳町日本板町 子製造株

式合脳: 内

dr 同 忠 勝 宥 府 下三烏郡昧吉村字 正雀78 ノ2( 大

阪府建築課〕

退 禽 者

曾 員

川野由太郎 'fl" . 長尾勝 馬君、族問忠義 '1干、横野美

園君

特別賛助員

回当量駒 主 ｾｔｾ

普通貨助員

刊す巴勢J F . 次 '( ¥

鱒 居 轄 動

曾 員

中島 街並主君 神戸市須磨区胸守町2丁目 8 / 1

f問 末義宥 旭直中宮町530

伊藤 一市 宕 高 知 市 江 ノロ嘗水源地

中西 、一員1 m ヲ己主寺区東高害者南之町45 ( 中商 工

毒事信号[ 南7085)

市lド谷 新 - ' ( 1 京都市伏見直願成町2

佐藤信夫; r ，・ 253 知市東唐人町35

山 口骨豊三郎Tf 旭l芯上辻岡r29ヲ〈明利関f . t 旭283' 2)

木野 寅 治 君 港 区 吾 妻 田r3ノl

小泉嘉四良11君 住吉広阿倍野筋 l ノ87丁子園方

村里子威夫君 京 妓府南大門iiI12パ 大林 組京 妓出

E長所内

野 湾 勉君兵J i l UIl 系川遊 郡小 岡村 杭 瀬字高岡 22

2也 方 曾 員

池聞 記lほ孝君 東淀川 区三園町886

寺川 三 郎 君 鹿 島 市 字 品 町翁証fl 679

林 豪語主君紳奈川l隊逗 子 町川 間525

山陪| 英男君 が11戸市灘区六甲南若者地獄 12

渡溢 合作君 偽 児 ';b県系民包E豊町風尾航空除E車合ヱ

事場約7]( 組作業所

蕃遁賛助員

江木 佐 君 ;東京市目黒|足中目黒4 ノ1448

野 村 長 選 君 西 予; 市泉町4

五 : 僚 宗 次 君 京 都 市 左 京 区 連 議 院 西 町 17横山方

堂 関 艇 二 君 西 淀 川 区 塚 本 町 169

大久保信一君 岡山 l隊.:tt 烏町乙烏太陽レ ー ヨ y ヨミ

ぬ工場主主築場竹中ヱ務信 出張所

大 久 保 喜 彦 君 住 吉 郎 山飯町2 ノ49( 牧野工務!苫〉

白井 俊雄君 兵庫県草川 漫郡小 田村潮江字} 巨大寺

7  

御 前 弘君和歌山県草有田郡宮原村南159

森 本 三次 君 佐 世 保 市 三 浦 町 10三池土木株式曾

員土佐世保出強所内

中 野 手jJ男 君 北 海 道 il li 路関 川上郡糠茶村磯分内

北海道製糠工場工事場銭高組出狼

所内

村 AI ｾー君 旭日五南島町37

藤 島 幸 浦 君 高 知 市 本 町301，!?，":地方

』制川 竹雄君 紳戸市灘隠高毒事楠 ケ丘 18

改

• 員

小笠原鮮光君 ( 奮名釘〉

死

地 方 倉 員

名

亡

内山熊八良11宏 昭和 II I，F 1 月22日逝去

総身賛助員

作 山 義弼君 昭 和 I0 1，J.' 12月31日逝去

( 詫んで表僚 の窓を 表す〉

7.1  . 11 



住 宅 家 具 設 計 競 技 規 定

京 都 宮崎家具装飾帯レ、現代 ユ於 ケノレ住宅家具改善= 資 セ ンガ魚メ京都家

具工謹研究曾ノ待援ヲ符ア家具設計岡案競技ヲ行 フ

想 定 部屋 ヲ 「 肱 接 室 、居間、食堂、化粧室、 許 帯、寝室」 ノ 6 積 トシ各

面 積 ヲ 萱 室20卒 方米内外ト λ

本 競 技 J 、一室ヲ 1 案トシ 、一人ニ ア 2 案以上ヲ提出スノレ モ妨グナジ

材 料 、 構 造 、 様 式 、 規 模等 凡 テ 謄 募 者 ノ 随意 トシ現 代ノ生活= 適スノレ明

朗 ナノレモ ノア 求 ム

製 作 費 J 、之レ ヲ限定セズ

所 要 圃

1、平 面 圃

i 、各 壁 面 回

1、 透 親 困

1、照 明 器 具 圃 案 縮 尺 10分 パ ( - m; 現寸〉

1、 家 具 園 案 縮 尺 10分 パ ( 一部現寸〉

1、敷 物 園 案 縮 尺 10 分 ノ l

間l面 ρ ワッ トマ ン全 紙 大 叉 ρ 半切大トジ卒而園以外ハ色彩ヲ施ジ必要

ニ謄ジ説明書 ヲ附スノV コ ト

ff. 11¥募園案 p 、之 レ ヲ 包 装 シ ( 表 ニ姓名住所ヲ明記ジ園面ニ ハ氏 名 或 J 、暗競

ヲ記入スペカラズ) 11年 4 月10 日限リ 京 都 市 中 京 直 夷川 堺 町 角 宮 崎 家 具

装 飾 部内家 具競技係宛ニ提出セラ ノレベシ

。、 膿 募 案 ，、 左 詑 審 査員 二依リ之ヲ審査ス

審 官 員

l舟京都帝闘 っそ拳 -';: "  

教 授 工事 博 士 Ji:¥ 

紳 戸 高 等 工

業 拳 校 々 長

厚弁J原

ノ

/  

京 消 清 閥 大 AZE

教授 工 築博 ー1-:

京 都高告す; エ

童話25主 校 教 授

早 稲任 ｬ 大 ｾＢ 滞 師

う子

分

20  

20 

尺

尺

五

給

総

田

1、

2  、

7 、

8 、

3、

4  、

5  、

6  、

五
回

京 都美 工 !往 々長

京 都 帝 国 大 祭

器対受 工 率博 士

帝 園美術院合員

大 滋 省 幣 紙

管財 ｪ 芯技 ｏｾｪ

宮崎家具 底 主 宮 崎 卒 七

営 選 者 = 贈呈 スペキ 賞金左 ノ如シ

優 賞 金 3 0 0 固 5 名 佐 賀 金 10 U 岡

右賞金山審査決定後一週間以内ニ本人= 送附ス

臆募固案ニ閥ス/ " " 一切 ノ棋 利 ハ宮崎家具装飾部ニ師届ス

審査ノ結果ノ、左記雑誌 ニ依リ之ヲ稜表ス

建 築 世 界 、 新 建 築 、 図 際 建 築 、 建 築 雑 誌 、建築と肩上舎

大 阪 工 語、帝 図 工 襲、家 具 新 聞 枇、者11市と 議 申|可

優 秀 園 案 = 依 7 鍛室ヲ製作シ官選岡案 ト共 ニ 宮 崎 家 具 装 飾 部 ニ於テ 展 槻

ス

雄

得赤

霜 鳥 正 三 郎

雄

名

精

武

自

10 

孝

野

井

塚

下

本

安

1.:
1  
.... 

ピs

T背凶 美 術l定合員

京 都 高 併: ユ;

若 誕 祭 校 欽 i受

J l t 京高 生事 工

重量母性校 欽 段

与首全

員

土

士，
A

I

，

 

里

夫

雲

信

東

度

古 宇 田

阪

田

同

Ｚｩｾ＠

市

出

・

吉

川中

森

持

口

10、

、

ー

唱

E

A

12、

13、

京 都 市 夷 川 遁 堺 町 角

宮 崎 家 具 装 飾 部 内

都 家 具 工 塞 研 究 曾

電話上- - 一番・一= 三O番

古

小

11 .72  



霊

編 輯

後 詑

4惨本月蹴は特輯 に撮らない編輯方法の第 2

月である。都市又は建築に附する 各人各様

の意見を伺ふべ し 題 目に細かい限定を附

けないで依額!U¥{t>礎し1: 次第であっTこが .

多数御f I l f ; 諾の返事がみつ 1: にも閥ら守 、案

外御投稿の少なかっ 1: 事は残念であっ七 0

・寄稿せら れた原稿が何れも都市に闘する

ものであ ること は、今 日. 建築を諮るもの

が佃 k の建築に就いてよ りも . 者11市を背景

として建築を考へる傾向になり つ〉あ るこ

とを物語 るも のである。

4砂特輯践を年 4 回程度 に! とめ ることは 、昨

年末の編輯舎にて決定せられた「建築 と枇

舎」本年度の編輯方針であるが . これは決

レC無方針 tこ編輯する と言ふ意味では決し

てない。一定の方針の 下に 一定の目標を定

めτ 編輯 すべ きこと勿論である。

建 築 と 社 曾

第 19 斡 第 2 貌

. 協舎の一つの事業 として 「建築年鑑」編

輯の企てがあるつ毎月の「建築 と枇合」が

夫 k 年鑑の資料 となる如き 編輯万法を採則

しては如何。この意見は この雑誌の使命よ

り見て、非常に 傾聴すべき観獄に立つもの

と思ふ。

. 本年より新し〈編輯幹事舎が組織せられ

「建築 と祉舎」及「建築事研究」の雨誌 共、

この幹事曾の意見を徴しつ〉編輯せられる

こと 3 なつ7こか ら、次披から はこ の舎に拘

って編輯の大綱をきめ度いと思ふ。

. 一方、成〈金合員 より技稿 { t > 求める意味

に於 て、順次原稿 {t>御 依頼す る橡定になっ

て居るから. 振って御寄稿をあ守ぎする次第

である。

. 各府! 際の市街地建築物法制l則が法制委員

舎に依って来集せられ? こから. 本月披より

君主- 末に順次掲載する こと〉 し?ニ。

Ｔ ・ 最後 に Ｑ 月 披に挿入のｾｾ に 就い て 次の

事項を訂疋。

34 1'[ 松 のnnと竹 の問 と 七下入れ換 へ

711:(  挿入 の ｾ 1M 1';;: ｉｄｾ に就き削除 。

(走rr 名編輯)

慶 告 錫 慣 料 金

普 遁 I 1 頁 I 1 悶 I 15∞ 

l 加 ・50闘 〈 蜘 2 銭) I  _  ｾ＠ ｉｾ 一一 「一一 「 一一一
12加 6.∞闘〔同 24 銭5 I 普 通 | 告 頁 I 1 回 I &∞ 

昭和 11 年 1 月25 日印刷 昭 釦 11 年 2 月 1 日量産行

護 行 ・ 編 斡

印 刷 人

小 板 常 男

大 阪市北匿朝日ピル日 本 建 築協舎内

印 刷 所 大 医 活 版 所

大阪市東直内淡路町 1丁 目7番 地

震 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北極 中之島3 ノ3朝日ピル

霊童話長Ｚｬｴ［ Ｚ粛 Ｈ ＲＳ ｾ ＴＵＰＱ 替 ＨＹＩ

錯讐口 座ｾ阪 Ｓ ＹＹＷＵ 替

特約販賓! 荒 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京町;明書理子 板 橋 西

電 話 土 佐 堀 2440替

ｓ 言替口座ｾ阪 ＲＰＰＴ 苦手

禁 開 館

本携に掲. せるものは 、一 切とれ を無断にて

鴎 殺 し 叉 は草行本に上梓そ の他 の値製行鑓を

なす ζ とを祭ず。

| : 可制附鱒1J い頁 I I 凶 I  45∞ 

普 j l f I I  I 頁 I I 凹 I 40.∞ 
{ 前伊官官官) I  I  I  

L 1及品} い 川 I [[11  I  ぉ∞

ュ ＭｉｉｉＩｾ I  t 頁 I I 凶し竺竺ー

表 紙 2 I  I 頁 I 1 回 | 印.∞

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45.∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80∞ 

建築事遺書所録 I 1 欄 I 1 白 I  150 

I Z畑 揖 霞 者 案 内 ) I  1 繍 I 1 回 I  5∞ 

庚告掲載御申込は本合直接願 ひます 。

本 設周年自由御注文はすべて前令で本曾直接又は

特約庖へ振替貯ｾ又 は ｾ替で御扮 込を ｗ ｊＱひま

す。劉' 券代 用は一割唱、代令引換はお断り致

します 。

7 3  11 



人曾 告|

曾 費 改 正 ノ 件

定 款 第 十 一 俊 及 十 二 俊 一 部 受 更 ノ 結 果 下

記 ノ 遁 舎 費 改 正 昭 和 十 一 年 一 月 一 日 ヨ リ

賓 施 ス

曾 員 舎 費 年 額 拾責℃閲也 ( 元拾入間)

地 方 曾 員 舎 費 年額 入 国也 ( 元 九 園)

普通賛助員賛助費 年額 六 国也 ( 元 入 国 )

( 特別賛助員髭更ナ シ)

枇 岡

法 人 日 本 建 築 協 曾

| 本 披 執 筆 者 紹 介 1
( 子主十音順〉

組 弁 幸 女 郎 大阪府建築課技師

新 名 種 夫 大阪市 管繕課設計係長

中 尾 保 中尾建築事務所 主

森 忠、 村野建築事務所 ・f則市

三日七 国 信 武 都市計費火阪地方委員合技師

月 競



各 府 牒 草 市 街 地 建 築 物 法 施 行 細 則

北 海 這 醸

( 昭和九年十 一 月 七 日)

北 海 道 民 令第へ十九 放

官官一意纏 貝IJ

第一俊 本 令 = 於 テ 法 トハ市街 地 往築 物法 人 令

トハ市街地建築物法施行令ヲ 、規則 トノ、市街地

位築物法施行 規 則 人 耐 火 構 造 規 則 トノ、市街地

主tt 築物法第十 四 僚 ノ 規 定 = 依 ル特種 建 築 物 耐火

構 訟規則 ヲgj，7  

第 二 俊 他 ノ法令= 依 リ建築= 闘 シ長官 ノ許可 又

ノ、認可 7 受クル コト ヲ要 スノι モノノ、本令 = 依ル

駅周 ト同 時 = A ノ手綴 7j i t スペシ

第 三俊 正Il;築物 ヲ主Il; 築 セ ントスル法逝Hl i l j ; 域内=

居住セザ' " 往築主ノ、食該区域 内= 居住スノb 建 築

工事管湾1者ヲ定ムベシ主I t 築主 ill3築工事務員人又

ノ、建築工事智正Ａｾ者ヲ定メ♂ 凡ト キノ、 ｩｬｬｩ ＭＡｅ Ｎ 7 以テ

其 ノ旨長行= 府出グペシ之ヲ嬰更シタル トキ亦

同ジ

第 四 依 法 、令 、規則 、 耐 火傍若E規貝1]3ミノ、本令 =

依リ長'σ=提 出ス ベ キ書類ノ、所轄瞥祭暑長 7 経

由スペ ν

第二重E 建 築 線 、 高 、 空 地

第五イ皮 左= 掲グノル建築物= 付テノ、道路幅ノ境界

線ヨリ各貌= 規定ス' " 距離 7 後退シタノL 線ヲ以

テ建築級 トス

劇 場、前日jjJ 官 民 館、演議場 、集 合 場 、公合

管 及 之 = 鎖 ス ル 建 築物= シテ其/ 定員二百人

以ト ー ｨｾ 百人未満ノモノハ ＱＮ Ｘ メートル Ｇ ｩ￮ 百人

以上千人未満ノモノハ 2. 7 メートル 千人以卜ー

ノモ ノノ、 3. 6 メートノL

二 百貨商其 ノ 他 之 = 類ス ル往築物= シテ床面

fJt 3，30:) 平 方メ ート凡以 1.. 1 ;，何平 方 メートノι

未満ノ モ ノハ 2. 7 メー トノι l 潟平方メートル

以 1- ノモ ノノ、 3. 6 メートル

第六{段 位築務! ヲ J旨定シ 9 ヲ トキノ、長下1・之 7 告 示

ス之 ヲ聖書更スノ、腹止 シ9 ノι トキ7J J . 同ジ但 シ申郡

= 碁キ指定シ' 7 ' " 建築線 = 付テノ、申 請 者 = 1サス

ル油知1 7 以テ告示 = 代 7 ，" コト アルペシ

第七4海 中市 ｾｪＧ =. 依ノL 建築線ノ指定 アリ タル トキノ、

rji 訪者ノイ旨. i a ノ日ヨリ 二週間以内ュ掠杭 7 以テ

其 / 位置ヲ表示シ所轄瞥霊祭署長= 届出 グイ シ但

シ イ山 ｉｊｩ 存共ノ 他 ノモノ ］依り テｾ築 線 ノ 位置分現

ナル トキノ、此 / 限= 在ラ ズ

標 杭 ノ、 大方 10セ Y チメ ートル以トー長50セン チメ

ー ト以 1- トシ石又ノ、コ Y !1 リートヲ以テ之ヲ作

製シ頭部 Ｗｾｾ 出シテ之ヲ桜設 ス ペシ

務J杭ノ、l 1 r 特著者祭終長ノ許可ヲ受 クJ t. = 非ザレパ

之 7 除去シスノ、移動セシムルコ トヲI 待ズ

第八俊道路柄ノ境界線ノ、建築主 = 於テ石えノ、ョ

ンクリ ート ノ銃杭 7 以 テ之 7 分明ナ ラシ ムベシ

第A 俊 令第十俊ノ各鋭 =mグル敷地 = 於ケ ル建

築物Ｏ高ノ、左ノ各ｾ ］ 依ル

一 公閥 、成 場、 河、海ノ類= 接スル トキノ、公

回、股 場、河、海ノ類ノ稿員。ヌ ノ、 封側迄ノ距

離 其 ノ敷 地 = 於ケノL 令第七依第一羽 後 段 ノ限

度ヨリ大ナル場合= 限 リA / 幅員又ハ封側:ib

/ 距離 7 以テ高/ 限度 トス 但 シ 土地 ノ扶況 =

依 り支 障 アリト 認 ムル ト・キハ其ノ 高 7 制 限 ス

ルコ トア ルベ ν

二 前面道路Ｏ封側］公ｾｩｉ 、成 主島 、河、海ノ ｪ 類

アルトキノ、主主ノ 稿員叉 ρ 封似t必 iノ距商産ト前面

道路網員ノ手日 ヲ超エザル範閣内= 於テ令第七

依ニ規定スル ー倍四分ノ - '7 二 倍、一倍二分

ノー 7 二倍二分ノ ー トス

三 其ノ封! t 怒商ガ前商道路ノ中央ヨ 9 1 メート

ノL 以 k 高キ トキノ、其 ノ高ヨ リ 1 メートル 7 滅

ジタルモノノ二分ノ- ' 7.以 テ前面道路ノ 中央

/ 高 ト看倣ス

[! q  高低・ノ差 1 メー トル以 ヒノニ以 ヒ / 滋 路 =

接スルトキノ、ー ノ道路ノ境界線迄ノ 71 < 卒距離

ガ其 ノ道路柄員 ノ- f音二分 ノーー叉ノ、 25メート

ルヲ超過 スルl同域 =11仁I l ill 築 物 各 部 分 ノ 両 =

付テノ、綬ナル制限 ノ規 ｾ， ｾ ト ナル道路ヲ 前 面温

路ト看倣ス

子[ 道路ノ終端= 位ス ノL トキ ノ、 其 ノ滋路関員ヲ

前面滋路闘員ト看倣 ス

第十後 令第十四俊也書 / 規定= 依り指定スル角

地 其 ノ他 ノ地区 左 / 虫日シ

一 桁員 10 メ l トル以上ノ ニ滋路= 依り角地 ヲ

f毒シ敷地面積 5∞ 平 方 メ ー ト ル 以 下 ノモノ

正鵠錫・・予 t  



二 敷 地 / 周遊五分ノ二以上ガ 柄 員 10 メートル

以 t ノ滋路= 篠シl E 土地面‘校 5: 0 平方メー トル

以下 ノモノ

三 公 閣、1t'/f 場 、河、海 ノ 獄 = 接 シ敷地面 秘 500

平方メー トル 以下 ノモノ

第 三章 構 造 設 備

第十一保 連 絡 地 = 於 ケ ル木造 建 築 物 / 外側ユ ノ、

ゴ Ｍ Ｎ ｾＧＷ 使用シスノ、不燃 材 料 ヲ 以 テ 之 ヲ 構 成スペ

シ包 シ食 分 ノl旬外側 ヲ不 燃 材料 7 以 テ 彼mシ之

=1-1e 7 ; t . コト ヲ得

第 十 二 保 連i隣地= 於 ケノι 木造 建 築 物 / 軒裳ノ、不

燃 材 料 7 以テ被裂ス ベ シ 但 シ1倍1微 ナノ'1.応 ノj綴=

シテ長 'b:. I 許 可 7 受ケ F ルモ ノノ、 此 ノ限 = 在テ

7:  

前 項 / 規定ノ、杭 員又ノ、郵 flilJ%ノ路市{gj ili ジテ36 メ

ート JL 以 l二ノ道路、公 閥 、11足場、河 、海 ノぬ1ニ

面ス Ｉ ｾ建築物 ］ シ テ之］商 ス ル ｲｾｬ￧ J }  = - 適用セズ

第 十 三保 主量級ノ、] L 又 ノ、石綿t反ノ 類ヲ以テ緩1 ' 1 ' セ

ザノL 場合 ノ、!享12 ミリメート ル以 上 / 野 地 板 7 全

面 = 張リ不燃材料 7 之 = 緊 着 ぇベシ

第十 ｰｱｾ 草 木 経 ノ椋割長尾ノ、之ヲ建築スル コ トヲ

得 ズ

第十3i. il 草 木 弘i =- シテ 6 戸以上連縦 スル長属ノ、之

7 建築スルコト ヲ得 ズ

第十 六伐 木 必= シテ 4 戸以 l二連鎖 スル長尉ヲ建

築セ ン トスル場合ノ、共/ ↑ I i IJ壁ト l緯地境 界線ト ノ

距離 ノ、之 ヲ Ｒ メー ト Ｑｾ 以上ト鋳スベ シ

第十七依 木造ユ シテ 4 戸以 i二主II 綴スノL 長 蔵 2 神、

以上建築 七 ント スA 場 合 ノ、 左 ノ 各豊島= 1/<ル ベシ

但 シ.: 1-.地叉ノ、 建築 物商e. i i : [ ノ倣況 = ft< D支障ナ y

トE忍ムル場合ノ、 比 / 限 = 在 テズ

一 平 行 シ テ 建 築 セン トスノL 揚 合 ノ、各線ノ外似IJ

間 ノ距 離ノ、之ヲ 4 メー トル以上ト 銭スベシ

二 其 ノ他 ノ;場合= 在リテノ、各村l ノタト{1!lJl l日/ 距

両日:ノ、之 ヲ3 メー ト; t . 以上 トナスペシ

第十 八 依 木 治 ノ長尾ノ、各戸ノ境 gr. '7 J  I'!寺 W I ヨ

リ尾叙= 主主スノL た 塗 壁、iil>.fl ! l i板共ノ 他 防 火上有

数ナノ乱物 7 以テ w; 却j スベ シ

第十ブ ｌｾ 長 物弓干、物 見 菱電F ノ民上工作 物 = シテ国

ぢ1
20卒『ケメート ル ヲ超過スルモノハイミ燃材料 ヲ

以 テ構成 ν 叉ノ、 之 7 被援ス ベ シf旦シ防火 k 危険

ノ皮 ナ シ ト認 ムル モ ノハ此 / 限 = (f.ラ ズ

第 二十 係 属 根 及 外 壁 ヲ 耐 火 締 法 ト スλ 建築物ノ

窓及出入口 ］ ノ、燃 は 物ヲ附属 セ ザ ノ ｾｾ属製 主 ｬ｜具

2  ，億織a・〉

ヲ 使用 シ 其 Ｏ 外商 ］ 防 火戸ＧＷ ｾ生 ク ペシｲｮＮシ 其 Ｏ

商ス ノ ｌ 滋必侭 員 三 Ｕ メートルヲ組ユ Ｑｾ 場合ノ、防火

戸ヲ殺ケ ザ ノι コ トヲ符

公 園 、E岩場 、河 . 海 空手; / 主主地= 商ス ル 窓又 ノ、出

入 口 = 付 テノ、前l J ( ノ規 定 / ｩ 白期 ］於テ其 Ｏｾ地

ヲ道 路 卜若 倣 ス

第 一 項ノ慾ハ上 ゲ 下ゲ式 ト ｾ シ 防 火戸ノ 、 各卜 一式

ト錫 ス ベ シ 但 シ 特 別 ノ 本 I11 = 依り 長 官 ノ許可 7

受 ケ タル モノ ハ此 ノ限= 在ラ ズ

前項ノ 谷 上 戸 ハ厚 1 ミP メー トル以 上 ト銭スペ

5ノ

第二十 一 俊市 ｉ 依 Ｏ 規定］依 ノ ｾ .t. ゲ下 ゲ窓ノ、左/

プミ =11衣ノι ペ シ包 ν 特別ノ :事 i却= 依 リ長官 ノ許 可

ヲ受 ケタ ル場合ノ、此ノ限= . (f.テ ズ

註討さと11叫 戸正弘 I 2. 2J O米

o7 0 0 *  I ァト ¥ 卜 ¥

o m米| ヵ | キ 〔 て

0.90昧 | サ | シ |

1 0 川 I {J .I チ |

1  100米 1 1  =  1  

Ｑ Ｒ ∞米 卜 ｾ ｉ ｾ ｉ
第 二 十二依 防火地凶内 = (r: JL 建築物 ユシテ友ノ

各 放ノ Ｑ ］ 談 常ス ノ ｌ モノノ、規則 ｬ 第百十九依 乃 ｾ

第 百 三 十 四 俊 ノ裁 定 = 銭 ラザ ルコ 卜7 得

建築工事朋 ノ足代 、桟 橋、下小 属、材料 泣

場スノ、監' ff 員事務所 / 矧

ニ 建 築 工事 中= 限 リ使 用 7 目的 トスル俄管業

所叉ノ、官是正長務EJ i ' / 矧

三 前 二税 =tおグ ルモノノ外一時 ノ使用= 供 ス

Ｉ ｾ＠ ｾ築物エ シテ長官 ・ ノ承認シ ｆ ノ ｌ モノ

第 二 十三保 木品1m築物= : / テ前保各放/ ー = 該

官t スノレ モ ノノ、第ー! 一保 A "t!1十 二銭ノ規定= 自主テ

ザ ノL コ ト7" HJl  

第 二 十 内 線 構 ｪ 包 ｊ 品 度 計算］泡ＩＱＩス Ｑ ｾ 7.P P:胤E医-JJ

ノ、，建築物 / 垂 直卒而 l 平方メートルェ 付 高 6 メ

ートル以 下 ノ 部 分 =ι リテノ、之 7 百 キ ログ ラム

以 上 其 / 他 / 部分ニ f仁リテ ノ、 之 '7 150 キログ ラ

ム以 ｬ 二 ト ￭ ｾ スベシ 似 シ高 Ｑ Ｕ メ ート ルヲ 超［ｴＦス ル

焼 失、物 足培 、 IJii 告 培、其 ノイ也之= 類 ス;t. モ ノ

ユ. ( F. リテノ、 垂 直 半 面 1 平方メー トル = 付 220 キ

ログ ラム以 1 ト儀 スペン



前項/ 風底力ハ建築物/ 形扶叉 J 、周薗ノ扶況=

依 ロ其 ノ堵加 7 命ジ叉ノ、其ノ i鐙減ヲ許可 スルコ

トアル ペシ

第 四 重 量 手 続

第 二十五級建築線= 接セザル毅封l ! = - 建築物ヲ建

築セ y トスル者 円建築線ノ指定ヲ中 消スベ シ

前項 / .指定 9 受 ケ y トスル者ノ、 左 / 事演 7 具 シ

図面ヲ添附シ F ル申請ー書 疋g J J :三; W: r 提出ス ベ シ

ー 申論 者 ノ 住 所、氏名 、 : & 生年月日ぐ法人=

1[: リテ ノ、英ノ名 手持、 主♂ ル事務所J f r 11仁地及代表

者ノ住所氏名 〉

一 闘係土地ノ地目地番

三 申請 ノ 事ra

四 申請建築線ノ 延 長 及建築線開 / 距離

五 申官官建築 線 / 位 置 表示ノ方法

前項ノ ｉｾ ［ｩ 白書 ｺ ノ、関係土地所有者使用継者及

家 展所有者ノ住所氏名 7 記載シ其 ノ承 諾 書 〈

承諾 Ｗ 得ｊｬＮ官ｾＯ、ザル トキ ノ、其ノ鮒由香〉ヲ添

付 ス " :/

建築線ノ 指 定前前二項 = 掲グノι 事 項 = 主主動 7

生ジｾｊｬＮト キノ、 直 ェ更 生 スペシ

第二十 六後 前後 第二 項 ノ 凶官庁ノ 、 左Ｏ各競 ］ＭＱＱ 氏 ｉｾ

ペシ

一 時M係土地 ノ地目 、地 帯、地 祢 ノ 伎 界線 及其

ノ長

二 閥f糸こ卜::1也 ノ所有者、使用継者 ノ氏 名及所 有

持臣、使用機ノ n的 F ノt j - j也ノ境界線

子主 申約建築線ノ位置( 附近 lul 路ヨ 曹ノ距離 7

明示 スベ シ〉

其ノ延長申約建築線開ノ ilHm

内 申請建築線= 接綴ス ル道路及其ノ領民又ノ、

建 築 線及 建築 線 開 ノ 距 離

l i.  聞 係ごトー地 内ノ健築物〈激定建築物 7 合ム) /

酒Ei在裕治 /土申官官建築線 トノ闘係蚊 = 用水路 、

n戸空F ノ位 泣

六 方 位2土縮尺

関 係ニ卜J 也叉 ノ、共 ノ附近隣崖其 ノ他特桓i ノ地 形

= アルトキノ、英 ノ概 況 l歯;1 5' 添 附 スベ シ

第二十七保 指定ＡＯ ｾル建 築線 ヲ望 号更 ｸ ノ、駿 ＱＱ ・ セ

シ トスルト キノ、其 ノ事由 7 具 シI狗二保 =. IjHジ11.1

訪 スベ シ

第 三十ぺ 縦 走ＱＮＡ Ｎｒ Ｑｊ 第百四 ｬ 三 保有ｾ Ｍ ｾ ＱＧ￭第五披 ノ 鋭

定 = 依リ指定ス A 建築物左/ 如 シ

一 建 築 而 校 六百六 十平方 メートル以 上ノ モ /

ニ 他 ノ 法令］ 依リ ｬｦ［築物 ノ Ｑ ｾＺ i在、構造 、設 備

叉ハE設地= 閥シ許可叉ハ認可 ヲ要ス 4 キモノ

三 災答 = 依 P 建築物/ 滅失 シ F ル 一 間 / 土地

ノ面積 宍千 三百平 方 メートル以上/ 場合= 於

テ権災後 三ヶ月以内= 建築ス凡モ ノ

第 二 十 九 俊 規 則 第 百 四 十三保ノ認可ヲ受ケン ト

スル者ハ左ノ事項 7 具シ申請書定 glj 二主主 7 錠[1:1

スペシ

一 建 築 主 ノ住所、氏 名及生年 月日 ( 法 人 = 本

Ｙ テハ 其ノ名精 、 主ｾＯ 也 事 務所所 在 地及代 表

者 ノ住所氏名 〉

二 毅 地 所 有 者 / 住所氏名

三 建築工事管理 者、設 計者又ハ建築工事務 負

人アルトキノ、其/ 住所氏名

四 申請ノ要旨

坑 敷 地 ノ 位 置

六 主 要 用 途 ( 自 動 車 ノ 車 庫 ユホ リテノ、自 動 車

71依容 スノL 隻 / 面 積、工場= 在リテ ハ卒業 ノ

種類 、原 料 、 生恋 物、削 減 物、作業 ノ 概喜ｾＮ

機械設官li ｬＪＮ 常時ｦ￭ｉＡ Ｎｾ 目 ス ル 原動 機 馬 力主主 Ｏ 合 昔 Ｑ Ｍ

倉庫= - (r: リテノ、貯語産物品 / 種類、自家用、倉

1! t: 業別 ノI;t; 別、 用主主繁更 ノ場合=. : ( f 1J テノ、併

用主主 ヲ附 記 スペ シ〉

七 地 域、地区別

八 敷地面桜及敷地内新蕗匙築物/ 商談

九 申請= 係ル建築物/ 続 要 ( 各練、毎/ 用途 、

構造、工事 、級 別 、階主主、各階ノ面t夜、高、

事干高 、 軒 ｬ 明 書ｾ ＵＧ 記載 スペ シ〉

十 起工 t士竣工漁定日〈用主主餐更 = シテ工事 ヲ

気サ ザルトキノ、其 ノ旨記載ス ペ ν 〉

前項 ノ 外必要ト却、 ム ｬＧ トキ ノ、 ｾ ＺＡＱＱ 書 ヲ 提出セ シ

ムルコトア ルベ ν

第一項ノ; 場合 = 於 ケA 建築敷地ガ竹有地 、公

有地又 ノ、道 路 ナ ル 場 合 =於 テノ、其 ノ使胤 許 可

ヲ讃スペ キ望凶17 ニl土地図主IJ狭 浬 組 合 / 均l! kl 五内

= シ テ換 地 縁 定 地 / 決定前 ナル場合 = 於テノ、

組 合 長 ノ 承認f ヲ添 附 スベ シ

第 三十イ康 前燦ノ rtl ｾ白書］ ノ 、左ノ事項 ヲ 記載シ ｆ

ノι 設計舎 ヲ添附ス ベシ〆

一 闘国= 示シ刻I キ構 必殺側、材料寸法共 ノ他

仕様 ｉ ｪ 椛ｾ

二 銭廿 構法 、鍛 iめコ y ク リー ト裕 治其 ノ他特

径一ノ構造 ノモ / =- ＨｦＮ リ テハ 其 ノ 構［ ｾ 強度計算

三 昇 降 機 、m房、換 銀、避官 、給 水、排 水 、

汚物蕗州 、時失望i j ; /  I;fj 鴎設備 ア ，. 引 ノノ、其 ノ

'&M・) 3  



構 造 仕 様 / 概 要 i  前項ノ 、 屑ｕｬＭｾ、第 二 十 九 僚 及第 三 十 一 後ノ規定］

第 三主十一俊 第 二 十 九 依 ノ申請書= ノ、左ノ各貌ノ j 準 、 ジ之 ヲ ｾ弐 ペ γ ｩ

闘E互ヲ添付ス ペ シ ｪ 第 ］三 十 二 庁Ｚｾ長 規則第百四 十四俊ノ届出 7 ・要 I スノq 章

一 敷地附近ノ見取凶 :  築物エシテ法、令 又ノ、規則= ヨリ 許可 、認可、

ニ 配 置 問 〈 方 位、敷地境界線及其ノ長、指 定 : 若ノ、承認、 ヲ袈 ス ル モ ン = 在 ロテノ、其ノ 、申出p :以

建築線 、 府j 国道路、井戸、排 水 路、建築物、 :  テ届出ヲ鑓シダルモ ノト 看倣ス

石 屋、!#r笠 等ヲ明示ス ペ シ〕縮尺二百分ノー j 第 三主十六依 法巡斤l 区 域 ノ設定若ノ、製夏、地続叉

三 各附 Z手前随i1 ( 方位、 各 室 ノI目途 、 出入口 、 ;  ノ、地区ノ指定若ノ、 後更其ノ 他ノ 場合ユ於テ建築

各 ｾ ノ 床面積及 採光商談ｾ ヲ 明 示スベシ〉 縮 ｩ 工事中ノ建築物又ノ、建築工事= 着手セザ ノレモ設

尺 百 分 ノ - :  計 アノL 建築 物 7 主主築セ Y トスル者ノ、其 ノ設定、

PlJ 断面闘( 主l ! ; 築物ノj C; j、府 高、府高 、床高 、 :  指定若ノ、型軽更又ノ、現在地= 建築ス ルコト ヲ符 ザ

基E壁、関係道路 、建築線傍 7 明示ス ペシ〉 縮 i 1ι = 至 1) !I 1ι 日ヨリ 三 十 日 以 内 = 第 て十 ブL僚 J 'J

尺古: 十分ノー叉ノ、百分ノ ー :  歪第 三 十 一 候 ノ規定］刊 ｉｾ ジ届 ｉ ｢ 承認、 Ｗ 受ク ペ シ

:11: 11: 首脳l縮尺百分ノ ー :  1旦シ規則第百四 十 ベ依 ノ 認 可 7 要セザル モ ノノ、

六 基 礎:zp.而闘 縮 尺百分ノ - • 此ノ 限= 在 テズ

七 各P持床組平面凶縮 尺百分ノー ;  前項ノ建築物= シテ 工 事 中ノ モ ノノ、其 ノ工程 7

八 小尾組平悩函縮尺百分ノー :  附記スベシ

ゴL 橋 治上緊要ナル部分ノ詳細閣総 尺二十分ノ i 第 三之十七後 第 = 十 三俊 及前 て僚'ノ建築工事竣工

ト 根 切 深三 メートル以上 7 有 スルモ ノハ其ノ

山留工事 闘縮 尺三十分ノ ァ

1-ー 前 僚 第 三鋭/ 設備アルモノノ、 其 ノ闘商

前項第 二 銃乃歪 第 四 放 / [面!而ff=- 既存処築物ア

ルトキノ 、英 ノ 部分 ト ｾ � 'j内部分ト ヲ着 色其ノ他

ノ方法 = 依リ i亙別 スベ シ

第 三 す二級 法、令 、知 見IJ 叉ノ、本令= 依リ許可 、

認、可若ノ、承認 7 受 ケ y トスl L者ノ、前三後 ノ規定

= 準 ジ申請ス ペ シ但シ令第 三後 ノニノ許可ヲ受

ケ y トス凡者ノ、現在地= 建築 スルコ トヲ得ザノL

ｚ 涜 リ ｒ ノι 際ｾ］Ｍ存Ｎｻ ｲＺス ノ ｴ Ｚｦｦｩ築物ノ用途〔第二

十 九 後 第 六君主= 幣ジ 記載 スベ シ入政地面鋭、建

築 面積、 床而波及' I ¥I ' 時使用スノι Jj ;( 動機/ 馬力合

計数 7 附記 シ 配置間放各附平面倒ヲ添附ス ベ シ

第 宍十 三保 規則第百四十三線ノ認可 7 要 スル建

築 物 = シ テ 法、令 、規 則 、耐火有事訟規則災ノ、本

令= 依リ 言1可 、認 可 若ノ、 71<liY.!. '7 嬰 スルモノ= - (F. 

F テノ、救1貝IJ 第百四十 円後ノ旬、可r ! l J市=- 'il ti j J 、[:s.

可若ノ、承認 7 受タ凡司王:q p 併記ス ベシ

前項ノ場合ニ於テノ、規則l第百四十 三保/ 認可ヲ

以 テ法、令 、規 貝IJ 、耐火構経規則又ノ、本令= 依

ル 言 午可 、 ｾ， ｪｪ ｊ 、若 ハ承認ＧＷｾ シタル モ ノト 看倣

ス

第 三十同僚 規則l第 百pL] 十問 僚ノ 府出 ハ少クモ起

工 一 泊間前］之 ＧＷｾス ベ シ

4  (命"・・〉

シタル ト キ及長 Ｇｉｾ ・ ノ 特 ］指 定 ν ＾， ｬｌ工程］ 主主シ

9 ルトキ ρ 其 ノ 旨 長官= 届 出グペシ

前項ノ建築物 = 付 テハ規則第 百 I凡1' 1' 仁侠 ノ規定

'71ll 則 ス

完ｾ ＭＭＺ 十八保 建築面積 15 平方メ ートル以 下高 4 5

メートル以下 ノ木造 建 築 物 =付 テハ 規 則 第百 ["1

十間 後Ｏ 届出ヲｾ Ｎ セ ズ

. 五 章 雑 員IJ

第二十九僚 建築物］闘シ ｾ￭ 可 、 認可スハ承 認 ア

1) !l lレ日ヨリ =モ月ヲ経過スルモ起工セズ又ノ、虚

俄ノ ｲ� 罰 ｾ￮ Ｎ ，. 銭シタノι トキ， .'"1' 可、U!. 可. x ノ、承認

ヲ京消 スコ トアルペシ

第豆十依 規則 第百｛ＱＧＱ十 ｐ ｬｊ ｾ華 ノ届 ｌ｢ アリ タル 日ヨ

リ三月 7 経 過 ス ル モ 起 エ セズ又ノ、応俗 ノ届出ヲ

餓シ タノι トキノ、其 ノ届 出 ノ放力 7 失ノ、 シムノι コ

トア ルベ シ

第 fllJ十 一線 建 築工事左ノ各被ノ ー = 該鴬ス ルト

キハ工事ノ中 止 共 ノ他 必要ナ ル信 也 ヲ命 ズル コ

トアル ベ シ

保 安 t 危険又ノ、衛生上有害ト認ムル トキ

二 法又 ハ之= 基キテ護スル 命令若山民主分 = 迩

反 シテ工事ヲ銭シタノL トキ

第阿十二依 規則第百 内十八線 第二項 ユ依J l . iI:!f採

ノ、別記様式= 依ノι

第 I川一1' ::;; 依 第 九 飯 、 第 H 葉、第 二 十後 、第二十

一僚、第二十 [l LJ 僚 、 第 三ーl 候次第 三十一保 第 一



ノ、建築工事用 機械所在地 所 特f I 苦笑望号 7d背フ

第 三 修 法 、施行 令、施 行規則 叉ノ、 本 令= 依 リ申

荷叉ノ、同出ヲ鴛 ス者未成年者又ノ、禁治戸E者ナル

トキノ、其/ 法 定代理人 、準要完治E告者ナル トキノ、

共ノ保佐入 、妻ナル トキノ、其/ 失ノ連祭ヲ嬰ス

前 項Ｏ法定代 王里入、保 Ｔ 主人叉 ノ、失 ］後 更アｾ ， :Il 

ノb トキハヨi 日以内 = 届 出ツへ シ

第 四 銭 法 、 施行 令、施行規貝IJ 又ノ、本令= 依リ申

前叉ノ、届 出 ヲ室主ス 者法 人ナルトキ ノ、其ノ名手陣、

事務 所所 在地及代表者 ノ氏 名 7 記殺ス ヘシ巾前

叉ノ、属番= 記載スヘキ氏名法人ナ凡 トキ，，，1; 同

主買第子王君主乃奈第十一統 ノ、 令第 三之十一生華Yえ規 則第

百内十九後ノ ニ ノ規 定= 依リ内務大臣 / 指定ス

ル区波= 之チ遡 ) Ij セズ

附 貝IJ

本令ノ、ー公布ノ 日ヨリ 之 7 施 行ス

本令施行前 ノ規定= 依リ 提 出 セ ル 願 属 =ーシテ法、

令 叉 ノ、規則= 抵燭ス ルモ/ 〆、本令= 依 凡手続 7 然

スベ シ

諸

課

禄

式

シ

第五係 施行令第一俊第十鋭 ノ規定 = 依 リ指定ス

ル建築物左ノ 如 シ但シ土地ノ 獄況、作業方法叉

ノ、建築物/ ; 構 造 設 備 = 依 リ支障ナ ν ト1i i e. ムルト

キノ、共ノ 建 築 ヲ許 可スルコ トアルヘ シ

一 工場= シテ左= 掲 11/ 1/ 事業 7 管ムモ ノ又ノ、

作 業 ヲ 銭 スモノ

イ 鋼板 ノ; 鎚打力日工

「コル夕、「エボナイト」又ハ「 ベー クライ

トj 類 ノ 粉砕若ノ、乾燥研殿= シテ1 i t 時原動

機 7 使用 スルモ ノ

ハ 木材ノ授制若ノ、銀側、君主審査、機織ぜ撚糸 、

組 紐、編物、製袋叉ノ、銀ノ目立 = シテ 常 時

使用スル原動機馬力数ノ合計 - ' 7 超過スル

ロ

〈響甥ｾ ・ Ｚ Ｕ ン

モ ノ

ュ 印刷、製針叉ノ、石材ノ後刻 = シ テ常時使

用ス凡原動機馬力毅 / 合計 二 ヲ超過スルモ

/  

第 六 候 削除

第 七 銭 削除

第八銭 l'l 'J 除

第 九 依 願員六尺 以上九尺未満 ノ道路 = 在 日テハ

其ノ中心線・ヨリ 爾似IJ 各 四尺;五寸ノ距離 = 在ル線

7 以テ建築線トス但シ必要 ト認ム ルトキノ、別 =

建築線ヲ 指 定ス

宮古+ 依 建 築線ノ指定若ノ、望号更ヲ受ケム トスル者

ノ、左ノ事項ヲ具シタル申請書l E i ¥' i IJニ llii ' '7 提出 ス

ヘシ指定セラレ F ノb建 築 線 7 駿』ヒセムトスル ト

キ i]y; 同シ

申請者ノ住所 及氏 名

闘係土地ノ地名呑披

開係土地所有者、管理者及使用機者ノ住所

及氏名

↓

 

ル
チ

市

役

セ八

↑

 

令

1

1

1

1

1

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

BI
-
-
i
J
V

-
l

表

名

一山

建築物及建築工事臨検君主主契

氏

E呈

職

道海

ｾ＠

目

ｾ ｴ＠

続 昭和 年 月 日交付

市街地建築 物 法施行規則

第百四十八後地方長官ノ、設核官吏叉

ノ、吏員ＧＷｾ正シ建築物 Ｒ 土建築工事ＧＷＱ￭ｊｉ，

検セ シムルコト ヲ符

前項 ノJ場合= 於 テ臨検者ノ、其ノ設慕

ヲ携帯スベシ

第一環ノ場合= 於テ建築主、建築工

事請負人 、建築工事管到者又ノ、建築

物 / 所有者若ノ、占有者検査= 必要 ナ

ル準備j ' 7 命ゼラレタ凡トキハ之 ヲ拒

ムコ ト7 得ズ

前項/ 準備費用ノ、 建築主叉 ノ、建築物

所有者ノ負挽トス

第

一

一
一

第 一 修 本令= 於テ法 ト初スル ハ 市 街地建築物法

錨 行令 ト稼スルノ、市街地建築物法施行令、施 行

規則ト務スル ノ、市街地建築物法規施行規貝I ] ' 7 g目

フ

第 二 録 法、施行令 、施行規則l又 ノ、本令= 依ル rl'

読 書又ノ、局番ノ、所持軍寄祭 器 7 経 由 シ瞥成政二提

出 スヘ シ

前項ノ所轄警察署ト務スルノ、建築線、建築物又

警 視 磨

昭和 三年十一 月臨令第四七銭

昭和六年十 二 月隠令第冗八君主

昭和七年 三 月隙令 第 八 銃

改E



!叫 巾請/ 到治 :  ノー 1行ーて分 ノー以上叉ノ、 25; <' ー トルヲ超ユル E五

五 巾訪= 係ノb 建築線ノ長及建築線! 日1ノ距離 j戎=- '{r:ルー建築物各線三 / 高 = 付テハ鈍行令第七

六 ｲｬＱ 詰 ］ 係 ｉｾ 建築線Ｏ位置 Ｗ 標示スヘキ方法 ［ 俊 ノ規 定 I j白川j ニ附 シ制 限 ノ 綬 ナル道路ヲ以テ

前項/ 申請書= ノ、関係土地所有者叉ノ、管理者、 前面道路ト肴倣ス

土地使用継者ノ承諾書( 承諾 7 符 ノL 官g，、サノレト 第 十 七 依 建築物ノ激地= シテ道路ノ終端= 位ス

キ ノ、其Ｏ理白書〉立立左ノ事項 Ｗ Ｑ 狗示シタル土地ｾ場合 ］ＭＱＰ テノ、施行令第七依乃至第九銭ノ規

平面凶( 縮尺百分ノ 一 、二百分ノ 一 、三百分ノ 定ノ適用ユ閥シ主主ノ道路杭員ノ 一倍 pq分ノ ー ユ

ー又ノ、六百分ノ ー〉 ヲ添附スヘ シ .  ヰ目Ｇￎￎￎ・ ス ノＮｾ f，l 貝 ヲ有スノι 道路= 接スルモノト看倣

一 方 伏 ス

ー 胸 係 敷 地 ノ 境 界 /!t. 地 名 番号E 第十七僚ノニ 施行令第十依各鋭= 該笛 スル数地

建築 線 / 位 置、長及建築線開ノ距離 = 於 ケル建築物各部分 ノ高 = 付 テノ、 土地 I ｾＪｉｬｩＧＮ＠

同 月1諸 = 係 凡 建 築 線 = 接続スヘキ道路 7!t.Jt I  其 / 他 ユ依 リ 支 障 ナシ ト認ムルトキノ、第十 沢俊

幅員 :  及第十七依 ノ規 定 三拘 ラ ス 其 ノ制 限 7 餅酌 スル

玩 闘係敷地= 於ケル m築物ノ位置 :  コトアルヘ シ

六 其 ノ 他 聞係道路、 用水 路又ノ、 河川等ノ位置 第 十 八 銭 建築物/ 敷地 = シテ左/ 要 件 7 具曜日 ス

前項ノr . l li I i i 中= 既存建築線アルトキノ、共/ 部分; ルモ ノノ、施行令第十 r!l J 俊也脊/ 規定= 依ル角地

ト巾諦ニ係ル部分ト 7 港: 色其/ 他ノ方法= 依 v トス

w . 別スへシ !  一 転i貝各 5. 4 メー トル以 k ノ道路 ュ依 P 角地

第 一 項Ｏ申請ー香 Ｗ 提出 シ ￰ｉｾ後第 一 項第Ｍｩｬｦ ￆ 乃 Ｗ 協スコト

至第 三銃ノ事項二型軽更 ヲl t シ又ノ、同第内鋭乃至 : ニ 敷地 ノ 周遊 ノ 弓 ｉ Ｍ ｾｬｬ Ｍ ， 前統Ｏ諮路 ］ 接ス

第六披 ノ 事 項 ヲ俊更セムト スル トキノ、側係問書 ｾコト

ヲ具 シ鴎 fJ : j ツヘ シ ;  前 項 / 道路ノ釣側 z 公 l也、l Nt 場、河、 海 ノ類作

第 十 一 線 匂 俊 I ｲｬｬ 高官 ］シ テ支障ナ シ ト認 ｾａ ｊＱＮト Ｚ ノL トキノ、 其 ノ阿貝 ノ制 限. 7 3 メー トル迄減スル

キノ、申請 脊 ノ 副 本 = 別 記 第一統 様 式 = 依ル建築 j コト 71リュ

線調査済詮 印ヲ押捺シテ Ij1読 者 ユ交付ス : 第汁九銭 建 築物 ノ敷地= シテ 其 ノ周溢ノ 三分ノ

第 十 二 候 ｲｬｾ＠ flii 者 依 リ指定セ ラ レタル建築線ノ位 j 二 以卜. 桁貝 3.6 メー トル以上/ 滋路= 接スルモ

置ノ、月! 読者= 於テ通常ナル方法= 依り之 ヲ標 示 ; ノノ、施行令第十同僚但書/ 規定 = 依 ル其 ノ他 ノ

スヘ シ但シ側溝其ノ他= 依担其ノ 1iL泣明カナ ノレ j 地 区 トス

モノ叉ノ、土地ノ紋況 ニ依 リ 標 示 シ灘キモ ノノ、此 : 前 項 ノ建築物 ノ敷 地 = 接シ又ノ、道路ノ封側= 公

/ 限= 在ラス i  閥 、 氏場 、 河、海ノ類 Ｑ ｆＮｾトキハ前項Ｏ遮 Ｉ ｉ ｊ =-

前項/ 規定= ヨり設置シ 9 ノも標識ノ、 i監= 之 ヲ移 ; 付テノ、之 7 滋 路 ト 若 倣 ス

動 セシ ムヘ カ ラス 第 二 + 銭 l'i lJ 除

1 < < + ぎ儲削除 第 二 + 一 線 級] 反使所 =- ' 1[ : リテノ、 窓 ノ命綱政又 ノ、

第 十 四 i際 法 第 七 俊f旦'eJ ノ規定 = 依 P 指定シ ￰ｬＯｾ i  之 ニ 代 Ｑｾ へキ泡官民・ナノル ｬ め蝿設備 Ｗ 鵠スへシ但シ

建築線ノ、之ヲ告示ス指定シタル建築線ヲ駿J I -. シ j 土地ノ! I *況又ノ、構造設備= 依 リ衛生上支障ナシ

タルトキ亦同シ ト認ムルモノノ、此 ノ限 = イf ラ ス

. + 五銭 建 築 物 / 政 地 = シテ其/ 地盤面前 而 遺 白 第二 十 二 候 井戸ノ、閉鎖井戸 ト銭 シ其/ 構造ノ、左

路而ヨリ高キコ ト60セ ンチメートル ヲ超ユル ト j ノ規 定 = 依ル ヘ シ但 シ衛生上支障ナ シ ト認ムル

キハ其 ノ高ヨリ 60セ Y チ メート JI- 7  i威シダル モ : モノノ、此ノ限 =- :/.E ラス

ノノ 二分ノ ー = 相常スル高 ノ位置ヲ以 テ錨行令 j ー 導水管又ノ、主主ノ外管ノ、内径30センチメ ート

第七俊 / 前 而 道 路 / 路 面 ト看倣ス i  ル以下 ト ｾシ不惨透質ノ材料ヲ以テ構成シ地

第 十 六 銭 建築物ノ敷地カ高低・1 :差60セ y チ メ ー ; 盤 面 下 3 メー トル以上ノ深= 主主セシムルコト

トル ヲ超ユル ニ 以上ノ道路 z 接ス ル揚合 エ於テ i ニ 若手水管又ノ、共ノ 外 管 ノ接手ノ、7]( ノ渉主Eセサ

ーノ 道路ノ境界線迄/ 水平 距離ヵ其 / 滋路靭員 i ル構緯ト 景品ス コ ト

6  ( 司鴫・2



三 君事*1手叉ノ、 英〆外管ノ周関ノ、 地悠商下 3 メ

ート ル以上ニ卜.猿 7 以テ填充スルコ ト

第二+ 三候 削除

第二十四億 ｲｴ ｾ 盤 、 信号業用風呂他共 ノ 他多量 ノ 燃

料ア使用ス t 設備= 附周 スル煙突ノ高ノ、地盤面

上23 メート ル以上、其ノ 口径〆、36セ y チ メー ト

ル以上ト銭スヘ シmシ燃料 ノ種類、量叉ノ、土地

/ 獄況エイ衣 F 其ノ有力0 7 命シ叉ノ、共ノ i変革主 7 許

"jj f スルコトアル ヘシ

第二+ 五僚 強度計算= 於ケル対b. 震ノ 7}( 卒震度ノ、

地盤面上高 15 メートル 7 超過スル焼突、物見培、

府告塔、無線fE信用電柱ノ類= 在リテノ、 0. 15以

上ト然スヘシ

第二十六餓 削除

第二十七依 強度計算= 適用ヌ ル風膝力ノ、建築物

/ 霊直.Lp: iiii-l 平方メ ート ルユ 付 高 6 メ戸ト ノι 以

下ノ部分= 在リテノ、 75キログラム以上、高 6 メ

ート ル 7 超ユル部分ι= 在リテノ、 1∞ キ ログラム

以上 ト然スへシ但シ高 15 メートルア超過スル焼

失、物見務、成告培、無線電信用電柱ノ類= 夜

P テノ、垂直卒商 1 Z P : 方メートル= 付 150 キ ログ

ラム以上ト翁スヘシ

前項ノ風E霊力ノ、建築物ノ形欽叉ノ、周囲ノ獄況=

依リ其ノ智力n7 命シ又ノ、其ノ経減ヲ許可スノL コ

トアノレへ ν

第一項ノ高ノ、建築物ノ接着スノL 地盤面 ヨ リ之 7

皮ル

第二十八銭 削除

第二十九鱗 削除

第三十銭 防火地図内］建築スＯｾ 建築物 = シテ 左

ノ各被〆ーニ 言非常スルモ ノ。施行規則第百十九

俊乃至第百三十五線ノ規定= 按ラサル コト ア符

ー 建築工事用ノ足代、桟 橋、下小殿、材料置

場又ノ、監督海務所ノ類

ニ 建築工事期間中ノ使用 7 目的トスル仮谷業

所又ノ、仮事務所ノ類

三 一季節fJ] ノ使用 7 目的トスル建築物

四 其ノ他一時ノ使用ニ供スル建築物= シテ巳

ムヲ得スト i!H，、ムルモノ

第三十一銭 施行規則第百四十三線第一環第一吉披

ノ規定= 依ロ 指定 スノレ建築物左ノ如シ

ー 建築面級生 660 平方 メート ル以上ノモノ

ニ 他ノ 法令= 依 、p瞥視線、監ノ許可又 J 、認可ア

要久ルモノ

三 法、施行，令、施 行去U IJ: R.I 、本令宇使 P鈴可

叉ノ、認可 7 要 スル事項 7 合 ，. モ ノ

四 施行令第二十八後 ノ建築物

五 土地面積30アー ル以上火災 = 併 9 o< ル地区

ニ於テ椛災後三月以内=建築工事= 若手 セ ム

トスルモ ノ

六 都 市 計 盆 法 第 十 線 第 二 演 〆規定 = 依リ 指 定

セラレタル 風敷地区 内= 建築スル モ / 但シ第

三ー七八後第一環各敏子該zt スルモ ノハ此ノ 限

= 在テス

第 三 十 三 係 施行規則第百 四十三線ノ規定= 依ノレ

認可ア受ケム . h ス作者ノ、左ノ事項 7 兵シ設計啓

及国首 7 添Jff:tシ ，fl t 申請書忍副二 iiIi 7 提肉スへ

シ但シ規模大ナノι 建築物、特殊ノ舟主主= 供ス ノι

建築等= シテ設計書叉ハ第三十四依第一環第三

絞乃至第十披ノ岡商 7 同時= 添附シ難来事情ア

ロ ト認ムノι トキノ、之 7 区分シ提出セシムルコト

アルヘシ

ー 建 築 主 ノ 住 所 及 氏 名

ニ 薮 地 所 有 者 ノ 位 所 及 氏 名

三 建築工事管恕者、設計者叉ノ、建築工事言背負

人アル トキノ、其ノ住所及氏名

四 敷地ノ地名呑貌

五 申 請 ノ 要 旨

プ" ｾ設地内建築物ノ主要用 余

でと 毅地面続及E設地内建築直談J 合計

八 WJ 除

九 致 地 ト 道 路 トノ高低ノ差

十 申請］係 ｬ ｾ 建築物 ｊ 概要Ｈ各線ユ付芙ノ檎

主査種別 、 潟 、 軒高 、 階重定 、 各階事積ｾＩＮ

十 一 起 工E期日及竣功期日

千 二 法、施 行 令、施行規則又子、本令= 依 日特

］許可 、 認可又ノ、泳認、 Ｗ 受ヲノｾ " 要 ス( 1- 事項

アル トキノ、英ノ事項

前項ノタト必要ト認ムＯｾ t - キノ、図書 7 提出セシム

ノ4 コ トアルーへ・シ

第一環ノ申請書ヲ提出シタル後建築工事管理者

叉ノ、建築工事訪ー負人ヲ定メ F ノルネキノ、子1. 日以内

= 届出ツヘシ

第三+ 三銭 前 後 第 一 環 ノ 規 定 ー 依ノι 設計番手ノ、

左ノ事項 7 具備 スルコ. トヲ要ス

一 間百= 示シ緩キ構造設備、材料ノ続実証寸法

其ノ 他仕様ノ概要

二 銭 骨 造 建 築 物、鍛儲「 コ y クロ ート J造建築

物其ノ 他特殊ノ構造ノそ/ ; = . 在日テ J 、其 Y 構

鐙 E民度計算.

三 緩 房a 換 気. 遊雷、給水。排水其j 他 ノ設

漕鴫a : > 7



備ア ノL モノノ、其/ 構治イ卜鱒 ノ慨 嘆

第三十四銭 第三十二依第一 項 ノ規定 = 依ノL 闘面

ft ノ如 シ但 シ木造叉ノ、 水骨 設建築物 ヱシテ建 築

1li: f f l 230  平方メ ート ル以下 ノモ ノ(r:エ リテノ、第

三 披 Ｗ ＧＮｊ ｾ 毘 第 八 統Ｏ闘商 Ｗ 省略スノ ｌ コ ト ヲ 得

/ 方位、重量地境界線、 建築線、建築

ー 配置困{ 物、井戸、 四隣滋路、排 水 路 傍 7

貯 ス ) 縮 尺 東 十 分 ノ 一、百 分 ノ一、二百分

ノー‘ 戸，宵令ノー又ノ、六百分 ノー

/ 方位、各室 ノ用途及大サ、各 白

ニ 各階ヰL商圏( 居室 / 床面積及採光面積等ア

貯 ス ) 縮 尺 五 十 分 ノ一、百分 ノ一、又ノ、 二

百分ノ ー

/ 建築物ノ高、軒高、階高、床高、

三 断面図 { 基礎、蹄係道路、建築線等ア明示

ア ) 僻 尺 二 十 分 ノ ー . 五十分/ 一 . 百分 ノ

ー 又ノ、 二 百分 ノー

l明 立 面 図 縮 尺 五 十 分 ノ 一、百分 ノー又ハニ

百分 / 一

五 基礎 卒商箇 縮尺五十分ノ 一 、百分ノ ーメ

ノ、 二百分 / 一

六 各階床組卒商圏 縮尺五十分 ノ一 、百分ノ

ー又ハ二百分 ノー

七 小 康 組 平 面 図 縮 尺五十分ノ一、百分ノー

スハ二百分ノ ー

八 構造上緊要ナ ノル部分 ノ詳細聞 縮尺十分ノ

- 又ハ二十分ノー

九 根 切 深 3 メートル以上 7 有スノL モノノ、其ノ

山留工事関 縮尺二十分ノ一、 五十分ノー又

ノ、百分 ノ ー

十 前線第三貌ノ設備アルモノハ其ノ間前

前正直第一披乃至第三銭ノ ー脳面= 既存建築物ア ル

トキノ、主主 ノ 部分ト申請エ係ル 部分 ト Ｗｾ 色其 ノ

他 ノ方法= 依リ区別 スh シ

F ノモ ノユ/r: リテノ、設計警ノ、之 7 省略スルコ ト

71守

前 項 ノ屑 1I:l ノ、起 工十日以前 = 之 7 然 スヘ シ

第一項ノ屑出ニ 付テノ、第三十二依 第二項、同 第

三攻、第 三十 三波及第三十四依 ヲ併用 ス

第 三 十 七 銭 削 除

第三十八銭左 Ｏ 各披 ノＭｾ該 ＧｩＦスル建築物］ 在

リテノ、施行規則l第百四十三 依第一環 ノ規定エ依

ノι 認可申請及同第百四十四俊ノ規定= 依ノレ届出

ノ、之 7 省略スルコ トヲ符=

一 施行規則 第百四十三依 第一環第三被( 同僚

第一環第一続、第二鋭 、第 四披 及第五務ニ該

鴬スルモ ノヲ除ク 〉 ユ該' i i I・スノレ建築物ニシ テ

其/ 床面積20卒方 メー トノι 以下且高 5 メート

ノι ヲ超エサルモ /

二 施 行 規 則第 百 四 十 回 線 第一統 及 第 二 被 = 該

嘗ス ノι 場 合 ユ シ テ 其 / 部分 ノ床面積2 0卒方メ

ート ル以下且高 5 メート ル ヲ超エサ ル モ /

三 甲積防火地区及美貌 地 鼠タトュ設 クノL 門、障

塀 ノ芸員二シテ 高 4 メートル 7 趨 エサルモ /

四 工事用 ノ足代、桟橋及甲種防火地 区外 ニ 設

クノι 下小屋ノ類= シテ道路 7 占用セサルモノ

五 一 時 ノ使 用 =供スノレ日 除、雨 除 / 類 ユシテ

樽浩簡易ナル モノ ( 甲種防火地区内= 設 F ノル

モノ及高 13 メート ノι 以 上ノ場所= 設ク ノレモノ

ヲ除ク〉

前 項 ノ高ノ、建築物ノ接驚スノι 地盤面ヨ リ之 7 度

J レ

第 三 + 九 修 施 行令第三保ノ ニ ノ規定= 依ノι 許 可

ヲ受ケム トスノL 者ノ、第三十 二依第一環各続/ 事

項ノ外地峻又ノ、地区 / 指定若ノ、愛夏ノ際= 於 ケ

ノレ 建築物 ノ用途、敷地面積、建築面積及床面積

ア記載 シ設計普及岡商ヲ添附 シF ノL 申請書正副

二週ヲ提出ス ヘ シ

第一項第三貌ノ断面圃縮尺二十分ノ ー又ノ、五十 i 第四+ 餓 第五俊但 香、施行令第一保但書、同第

分 ノー= シ テ構進上緊要ナル部分 、主要材料 ノ

種類、大サ等ヲ明示シ F ルモノナ ル トキ ノ、第八

統ノ詳細困 7 省略スルコ トn年

第三十五銭 第三十二僚第一項 ノ申請 ユシ テ支障

ナ シ ト認ム J ι トキノ、建築認可設 トシテ申請書ノ

ｉｬＮ ｉｊ 本］別記第 二 披様式］依 ｉｾ 建築認 、可殺 印 Ｗ 押

僚シテ建築主= 交付ス

第三十六偵 施行規則第百四十問後 ノ規定= 依ル

扇出ヲ銭サムトスル者ノ、第三十二線 第一項各披

ノ事項ヲ具シ設計書及悶商 ( 大修繕 = 在 リテノ、

幽函 ヲ省 略〉ヲ添附シタノι 属書 7 提出スヘ シ但

シ 木造平家建］Ｍ ｾテ建 築面積百平方メート ノ ι 以

8  ( . 織. )

二依但 書、同 第三僚但書又ノ、同第二十九後ノニ

ノ規定= 依ノル許可ヲ受ケ ムトス ノレ者ノ、第三十二

線第一環各銃ノ事項 7 具シ 設計書及岡高 7 添附

シF ノι 申請ー番正副二週 ヲ提 出スヘシ

第四+ ー餓 法 適用 区域ノ設定若ノ、愛更、地域務

ノ、地鼠ノ 指 定者ノ、獲夏主主ノ他 ノ場合= 於テ建築

工事中 ノ建築物又ノ、建築工事= 若手セ サノレモ設

計 アノレ建築物 7 建築セム トスル者ノ、英ノ設定 、

指定表山型軽頁ア 9 ｾ ノｌ 日ヨ ｐ 三十日以内］第 三

十二依 第一項各被 / 事 項 7 具シ設計普及闘商 ア

添附シｾ ｉ ｾ 申請 脊正副 二 週ヲ提出スヘ シ 但シ左

ノ各貌/ ー= 該嘗スル建築物= 庄 日テノ、 此 ノ限



= 在ラス

ー 第三十二後第一項、第三十九後五苦ノ、前僚ノ

申請又ノ、第三十六僚ノ届出 7 鑓 シタ ルモノ

二 設定、指定着ノ、型軽更ア! 1 11 1レ日ヨ F 五十日

以内= 竣功スへキ建築工寝中ノモノ

前項ノ申請 7 1，事スへ キ建築物エ シテ建築工事中

ノモノ= 在ロテノ、申読書= 其ノ準捗ノ程度 7 附

記スヘシ

第 四 十 二 銭 前三 線 ノ 設 計 書 = 付テノ、第三十三保

岡商= 付テノ、第 三十四俊ノ規定ヲ適用ス

第四十三俵 第三十九後乃至第四十一僚 ノ 申 請 =

シテ 支障ナ シ ト認ム ル トキノ、建築許可詮ト シテ

申請書/ 即j 本= 別記第四紋様式= 依 λ 建築許可

ii1t gp 7 押捺シ テ建築主= 交付ス

第 四 十 四 俵 建 築 ノ許可 7 受ケタル建築物ノ建築

工事竣功シ F ルトキノ、周出ツへシ

前項ノ建築物= 付テノ、施行規則第百閲十七僚ノ

規定 Ｗｾ 修用ス

第 四 十 五 銭 第三十二後第ー項叉ノ、第三十九依乃

至第四 十一俊ノ申請 7 箆 シ11 '" 建 築 物 = シテ使

用認可愛交付前第三十二後第一項第五披乃至第 :

十続、第十二続、第三十三線叉ノ、第三十四後第

- ! l { 各披ノ事項 7 鐙更セムトスルトキノ、関係聞

書ヲ具シ申諦シ認可叉ノ、許可 7 受 F へシ但シ型軽

更 ノ程度経後= シテ支障ナ シ ト認ムルモノノ、此

ノ限= 在ラス

前! j t ノ建築物= シテ使用認可鐙交付前第三十三

僚第 - ! j t 第一乃量控室第四扱又ノ、第十一波 J 事項

= 後夏ヲ主主シダル トキノ、五日以内ユ屑出' ; J へシ

第四十六銭 第 三 十六俊ノ届出 Ｗｾ シ タル建築物

= シテ其/ 工事竣功前第三十二後第一項第五披

} ' J 至第十鋭、第十二焼、第三十三保叉ハ第 三十

四僚第一項各競ノ事項ヲ費量更セムトスルトキノ、

十 日以前= 居間ツへ シ但シ型軽夏ノ程度鰹後二シ

テ支障ナシト at. ムル モノ ノ、此ノ限= 在ラス

前Ａｪｴノ建築物ユ シテ工事 竣功前第三十 二 俊ｾ _.  

工高第ー吻a7; 歪第四君主又ノ、第十一統ノ事項ニ型軽更

ヲ生シ F ノι トキノ、五日以 内 = 栢出ツ ヘ シ

第四+ 七線 建 築 / f担論又ノ、届出ユシテ左ノ各競

ノー ニ該賞スルトキノ、滋・該行政総ノ許可ヲ讃ス

へキ書類ヲ添附ス ヘ シ但シ特 ユ必要ナ シ ト認ム

ルモノ ノ、此ノ限= 在ラス

一 道路法第一俊ノ道路敷地内= 建築セムトス

ルモノ

一 都市計霊法第ナ六保第一項ノ土地ノ境域内

ユ建築セム トスルモノ

紅 寺 7 建築セムトス ルモノ

四 量士寺以外ノ者= シテ員土寺境内地 7 使用シテ

建築セム ト"' 11- モ ノ

五 公開、河川主主ノ 他公共ノ用= 供スル 官 公 有

ノ土地又ノ、水面ヲ使用 シテ建築セ ムトス ルモ

ノ

第 四 十 八 銭 絡 行 規 制 第 百 四十七俊/ 規定ユ依リ

交付スノL 建築物使用認可詮ノ、別記第五娩様式ユ

1!Vレ

第 四 十 九 銭 削 除

第 五 十 燦 建 築 工 事 用 ト シ テ 裕 ノ 高 12 メート ノL 以

上ノ杭打償、官E力 3 トY 以上叉ノ、主柱若 F ノ、斜

柱 ノ長 12 メートル以上ノ起重視ヲ設置セムトス

ノι 者ノ、左ノ事項ヲ具シ 3 日以前= 居間ツへ シ

設置者ノ住所及氏名

一 建築主/ 住所及氏名

三 機械取扱主任者ノ住所、氏名及経径

四 設置地 ノ地名香務

/ 施行規

五 建 築 ノ 許可又ノ、認可年月日及呑娩 G間 百

四十四保ノ建築物二、

在リ テノ、屑出年月百/

六 割韓被ノ種類、大サ、能力及管銀

七 機械 ノ使用目的及使用法

八 機械 ノ鋸付工事事費功期日

九 機 械 ノ 使 用期間

前項第 三波ノ撹械取扱主任者= シテ不適雷ト毘

ムル トキノ、其ノ 1慶更 7 命スルコトア ノι へ シ

第五+ 一銭 前後第一項第三務、第六貌及第七披

ノ事項 7 型軽1夏セムトスノレトキノ、震出ツへ シ

前線第一項第一務、第八減ｺＨｾ［ｬ ､ 虎Ｏ事項 Ｗ 豊里

夏 シタ ノレトキノ、第五 日以内ユ届出ツヘ シ届出 7

軍事シタル工事用機械ノ使用 7 厳J t . シタルトキ 亦

悶 シ

第 五 十 二 俵 第五十後第一項ノ、規定= 依り属出 ヲ

震 シタル工事用溢滋= 在ワテノ、機械耳主役主任者

現場ユ立舎ス ノレ = 非サレノ、主主 ノ据付 、使用 、移

動叉ノ、間単位' T A スコト 7 得 ス

第五+ 三銭 建築工事場= 於テ工事用機械ヲ能川

スル 者ノ、左ノ各競ノ事項 ヲ遜守 スヘシ

工事用機械ノ、英ノ使用目的以外 ユスノ、官E }J

/ 範閤 ヲ超ェテ使用セサル ヨト

ニ 捲場機 ニノ、 有効ナ ノ" i!lIJ動裟官主主主燥 f乍」ニ必要

ナル信貌装置若ノ、之= 代 '" へキ施設 ヲ鑓スコ

三 工事用機様= シテ自立不安定ナルモノハ適

滋・ナル支柱叉ノ、支線ヲ設 !， . I C コト

図 工事用機械ノ、所轄嘗察署ノ承認 7 待 '" ユ非

サレノ、日出前又ノ、日浅後二使用セサ ノι コト

第 五 + 四 備 削 除

第五十五倍 ，i j ! : 築主、逮築工事請負人又ノ、建築工

4響繍. ) 9  



本智理者ノ、建築工事主義、ュ於テー左ノ ;各放ノ事項 7

遵守スへ y

一 見 代、桟橋其ノ他ノ工事用主作物ノ〈保安上

危険ノ皮ナキ構造設備j ト1i . t スコト

ニ 材料:ノ 巡搬、機材ノ鋲打共ノ 他 ノ作業= シ

テ危1 ; : ヲ生スソL ノー民ア ルモノノ、之 7 .[功JI 二スノレ

= 足ル ヘキ施設 7 鴛 スコ ト

火l r.P 使用スル場合= 在リテノ、 火 災務防上

被煤煙防止ム週後ナノb 施設ヲ銭スコト

四 工 事 ニ依ザ電気、花新叉ノ、水道等ノ工作物

= 障寄 7 2えホシ又ノ、之ヨリ危害ヲ受ク ノL ノ皮

アノレトキノ、首該I 5" f J I l 者 =-jffi 知シ過賞ナ) ，措置

Y 求 ムル コ ト

:J i  工事/ 銘死傷其ノイ也ノ事故 7 生シ F ノレトキ

ノ、直ヰ共ノ部分ノ作業 7 ｲｾＱ＠ J1ュシ所戦後安芸怨ニ

.' 1. ! 1出ツル コ ト

前 1i'( 第五郷 / 場合= 在 リT ノ、所給量産祭器ノ; 承認、

=; ￎＭ ｾＱ ノレ］非サ レノ 、共ノ イ ｆ 業 ヲ閥、始ス ｹι コトヲ ＱｾｉＺ

ス

第五十五線 ノ二 建築工事場= 於ケ ノL 医搾生以 7

J日7 )!.鋲打作業又ノ、汽鍾 7 JH 7) ι 杭 打 作 業 等 =

シテ甚シキ駁線 、 ￭Ａｩ 動 Ｗｾ 査シ附近ノ訴訟 Ｗ［ 内ｾＺス

ノι 民アルモノノ、其ノ作業= 封シ必要ナル拡泣 7

命 シスノ、作業時間 7 制限ス ルコ トア ルへ シ

第五+ 六餓 建築工事中ノ、 工 事 場 = 建築ノ i許可又

ノ、部百J ノ泣印アノL 剤本ヲ官IJ へ'1ii .該 a員ノ要'求ア

リタル トキノ、之 7 提示スへシ

第五十七僚 建築ノ ｾＱＺ 可若ノ、 言 ｅ 、可ヲ受ケスノ、建築

ノ届出 7 銭 シ F ノι 建築物ノ建築工事中ノ、工事場

ノ外部陪易キ箇E f r = - 別記第六鋭機式ノ燦札ヲ掲

出ス ヘ シ

第五十八億 建築工事左ノ各減ノ ー = 該蛍スノL ト

キハ工事ノ中止共ノ 他 必要ナ ル措置 7 命ス ノL コ

トア ノL へ ν

一 保 安 上 危険ト 認 ムルトキ

=  1: 百生上有害ト認ム ノL トキ

三 法、施 行 令、施行規 則及本令叉ノ、之= 基キ

テ滋スノι 命令= 違反シ テ工事 7 鴛 シF ノι トキ

第五十九燦 建築ノ許可又ノ、認可 7 受ケ F ノι 建 築

スル トキノ、英ノ届出ノ数カ 7 失ノ、シムル コトア

ノι ヘ シ

一必侭ノ届 出ヲｾシタノ ι ト キ

ニ 起 工19J日 ヲ経過スル コト 三 月 = シ テ 工 事 =

着手七サル トキ

ぷ 竣功期 日 ヲ務j f ! ! l スノι コト 六月二シテ竣功七

サルト キ

第 六 十 一 燦 削除

第六十二候 建築ノ許可若ノ、認可 7 受ケ又ノ、建築

Ｏ届出 Ｗ Ｑｾ シダノ ι 建築物ノ建築ヲ腹罷シ Ａｊ ) 1- ト

キノ、抗 日以内= 漏出ツへシ

前王国ノ脳出ユノ、建築申 ift¥i ' 2 ) ノ副本ニ押捺シ F ル

建築ｾ百 ｊ ｩｉ登又 ノ、建築認可 ｩ 澄ノ登印ヲ添附 スへ シ

第六十三候 施行規則l第百四十八依ノ規定= 依 ノレ

Z官 長ノ、別記w七紋様式= 依ノL

第六十四僚 他ノ司法令- . . ft( リ密政総監ノ許可又ノ、

認 可 7 受クノι ヲ妥 スノι 建築物ニシテ法、施行令、

施行総見IJ又ノ、本令ノ規定ュ依ノι 建築ノ許可又ノ、

認可ヲ嬰スル モ ノ=- ; ( 0 テノ、其ノ j法令= 依ノレ願

望} : = 本令ノ規定= 依ノレ事項ヲ併セ兵スへシ但シ

: i l i 被スノレモノノ、之 7 省略スル コ トヲ得

問主 ｦ￮ ノ顧問］釣シ許可又ノ、認可ヲ ｾｩＯＡｊ ルトキ

ノ、 !J Fセテ法 、施行令、路行規則又ノ、本令ノ規定

=- t[( )1.. ｩｬｬ 築ノ許可又ノ 、説、可ヲｾシ Ａｊ Ｉ ι モノ トス

第 六十五1集 前後ノ建築物= 劉シ聖子腕総監他ノ法

令 = 依 )1. 'UU.J f J ノ許可又ノ、認可ヲ鴛シタ ル トキノ、

併セテ施行規則又ノ、本令ノ 規 定 = 依) ! - 使用ノ 夜、

百J 7 錦 ν タル モ ノトス

第六十六候 ｗ Ｍ ｉ ｾ Ｎ ｴￎＮｾ 長乃ｾ第三卜七銭 、 、 第 三 十三

ｦ 歳、Ｄ 三 ー ｉ Ｎｲｭｾ 条第一ｾ 第四放乃至第十鋭Ｏ規定

，ノ、施行令ーめ 三一1- - 後ノ規定= 荻 リ内務大足ノ指

定スル ｊｾ ＧｴｊＺ妓］之 Ｗ 通用セ ス

附 J ! 1 l

第六+ 七線 本令ノ、昭和pq年同月 ー日ヨリ之 ヲ施

行ス

第六十八燦 大 IE九年十二月瞥j視隊令第三十三鋭

市街地建築物法施行細則ノ、之 7 駿止ス

第六十九修 明和三年 flq月後脱臆令第十四放市街

地建築物法施行令第 三十一候ノ規定= 依リ内務

大臣ノ指定ス ノレ区域= 於 ケノι 市街地建築物法令

施行= 闘スノL 件ノ、之 ヲ燦止ス

第 七 + 僚 削除

本令ノ、昭和ヒ年三 月十五 日ヨり之 ヲ施行 ス

物ュシテ左ノ各競ノー= 該蛍スルトキノ、其ノ 許 Ｎｾ＠

式
可又ノ、夜、可ヲ取泊、スコトアル ヘ シ

- ; ; j 俗ノ 申請 7 鴬シタルトキ

一 起 工 期 日 7 怒過スルコド五 月 = シテ工事ニ

渚手セサル トキ

竣 工 期 日 7 経 過 スノレコ ト丸 月 ユシテ竣功セ

サル トキ

第六十候 施行規則第百四十四僚ノ規定= 依ル屈

Il :¥ 7 然シタ ) ，建築物 = シテ左ノ各盟主ノーュ該富

10 ( 警続鳳〉
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建築級 制査済 ｏ ｦｾ 一統様式〕建築許可 霊 堂Ｈ第二披

様式〉

建築詑ｾ i ' i J i 釜〈第四波紋式〉建築物使用認可鐙〈第

五君主様式3

苦手視線認可〈許可スノ、扇〉務( 第六絞様式〉

建築物及建築工事臨徐之霊登f 第七裁様式〉

第三挑様式削除

前記様式ノ、凡 テ従前泌リ トス
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